















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　新興ソーシャルメディアネットワーキングサービスを形成することには成功した。

　当該サービスをリリースし、日常生活に浸透させることにも成功した。

　その輪の中から溢あふれた燃え滓かすたちを焚たき付つけ、さらなる火を起こす実験にも成功した。

　情報発信の過程からテキストを排除し、音声のみを介して他者の心理を操るシミュレーションにも成功した。

　上々の成果だ。

　そして──コミュニティの中で、人間が当然のように持ち合わせている倫理そのものを書き換える実験も、まもなく効力を発揮する。

「いっそのこと死んでしまいたい」という破滅的な衝動は、生命活動においてかならず自然発生するものだ。人間は生きていく過程で「今は死ぬべき時ではない」と自己催眠を繰り返していて、それは生存意欲へと変貌して日常に溶け込んでいる。鬱屈した感情をごまかしながら定量化できる要素に社会的な価値を付け足して、その維持に努めている。

　しかし、人間はいつか死に至る。

　覆くつがえしようのない、純然たる事実だ。

　どれほどの地位や名声を得たとしても、巨額の財産を得たとしても、終わりは訪れる。かつてはそうした運命に抗あらがうため、不老不死の研究や、近親婚による血統の相伝などをおこなっていたわけなのだが、結局はそれらがどういった末路を辿たどったかについては語るまでもない。

　逆説的に、死は人間に与えられた唯一の『平等』だとも捉えられる。

　どんな人生を送ったとしても、死を享受できるのだ。

　当然与えられるべき、平等な『死の自由』。

　けれど世の中には、そうした本質を無視して、不平等を嘆く人間が溢あふれている。

　万人が等しく同じ立ち位置からスタートを切るならば、その後の失敗や成功がすべて自助努力に依存することとなる。才能や運の有無を言い訳にできなくなった人間は、果たして希望を抱くことができるのだろうか？

　その先に待つのは、人間が単一的に生産され、機械的に生きて死んでいく反理想郷デイストピアだ。

　平等ではないからこそ、階層構造を成立させることができる。与えられた環境に差異があるからこそ思想が分岐し、個性が生まれる。

　人としての成功は地位や名誉ではなく、自身の天分を活いかすことで使命を全うする。

　そう説いた人間がいた。

　しかし。

　万人の人生が均一的にスタートするならば、『天分』や『使命』などを見み出いだせるはずもない。

　なぜならば、そうした要素は、人間が平等でないからこそ初めて生まれ出るものだからだ。

　少し考えれば理解できることだろう？

　けれど、考える力を持たない愚か者も、無数に存在する。

　この当然の摂理を受け入れられずに、声高に、好き勝手に、主観性に囚とらわれたまま平等を訴える愛すべき愚か者に、ぼくからささやかな贈り物を捧ささげよう。

　道筋を示そう。

　自ら考える思考力を持たず、他者の意見に惑わされ、流れてくる話題に同調し、あるいは反はん駁ばくするだけの自我を持たない愚か者たちに。




「ぼくの所業を刮かつ目もくしなよ、白しら鷺さぎ玲れい華か」




　さあ。

　浄化を始めよう。

　粛清を始めよう。

　不要な人間を間引き、地盤を固めよう。

　平等を与えよう。

　すなわち、人間の再出発の契機を。

「愛すべき人間たちの幸せそうな顔を。救いを提示された者たちが群がる愚かな姿を、指を咥くわえて傍観しているといいよ」

　今年度、ぼくは大学を卒業する。

　来年度からは社会に出る。

　女子大生という上うわ面つらの肩書きを脱ぎ捨てて、さまざまな人間の運命を握り、背負い、牽けん引いんする立場となる。

　だから──それまでに、キリの良いところで。

　少しでも、人間が住みやすい社会にしておかないとね。

　愛する人きみ間たちのために。

　救いの手を求めるばかりで、餌を待つ雛ひな鳥どりのごとく他力的に策を得ようとする、不毛な苗。

　否、苗ですらない。

　種だ。

　悩みを生む種でしかない。

「きみにはきっと、止められやしないだろうからね」
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「…………冬ふゆ美み？」

　こちらの問いかけに、目の前の人物は──わたしの目が正しく情報を捉えているならば、かつて失ったはずの親友、早さ蕨わらび冬ふゆ美みは──しかし、なにも答えない。

　彼女が学校の屋上から飛び降りたと報道があったときの衝撃は、おそらく生涯忘れることはないだろう。それほどに濃密な記憶となってわたしの脳に焼き付いていた。事実として、冬ふゆ美みの一件があったから、わたしは『答え』を探すため、教授のもとを訪れた。

　人間が人間を傷つける意味。人間が人間を貶おとしめる意味。

　互いの顔が見えない世界の中で、他者を攻撃する意味。

　諸々を包括した、行動の『答え』を。

　冬ふゆ美みの生死については確認できていなかった。報道された時点では重体で、都内の病院に搬送されたとしか知らされていなかったから。

　連絡を取っても返信はまったくなく、本人以外の連絡先も知らされていない。どの病院に収容されたのかも知る術すべはなく、結果としてわたしは、死亡報道が出ていないことを理由に「快復して、どこかで生きているはずだ」と、一いち縷るの望みに縋すがるだけだった。

　たしかに冬ふゆ美みだ。早さ蕨わらび冬ふゆ美みだ。

　荊けい棘きよくを思わせる佇たたずまい。顔つきには間違いなく当時の面影が残っている。わたしよりも頭ひとつ高い身長に、広い肩幅。服の上からでは判別できないウエストが、軽量化された鎧よろいのごとくシャープな筋肉に覆われていることをわたしは知っている。

　だからこそ違和感をおぼえた。

　高校生だったころの、希望に満みち溢あふれていたはずの瞳から、一切の輝きが失われている──そんなイメージが浮かぶ。

　わたしの姿は視界に入っているはずなのに、声をかけてくる気配もない。いや、おそらく視線の先にいるのはわたしではなくて、おそらく教授でもない。

　ＩＱ２００の天才美人女子大生・鳳おおとり仙せん華か──冬ふゆ美みを連れてきた、彼女のことしか捉えていないのだろう。

　声をかけたい。会話を交わしたい。

　けれど、どう声をかければいいのかわからない。

　感情がぐちゃぐちゃになっている自覚があった。

　以前と少し──しかし決定的に変貌してしまった親友の姿に、どうしようもない。

　無限にも思える静寂を切り裂いたのは、鳳おおとりさんの声だった。

「こちらは早さ蕨わらび冬ふゆ美み。わたしの活動の手助けをしてくれています」

「……………………」

「彼女は以前、インターネット上の心ない誹ひ謗ぼう中傷によって心を病んでしまった過去があります。現在は表に出ない場所で、わたしのスケジュール管理や外部交渉、経理などの補佐をしていただいています。わたしと白しら鷺さぎ玲れい華か教授、ふたりのディスカッションの場に彼女を立ち合わせることで、なにか刺激になればと思いこのたびは同席させました。以後、お見知り置きを」

　得体の知れない、どこか浮世離れしたような雰囲気を醸かもし出だしながら、昏くらい瞳をこちらに向けて流りゆう暢ちように冬ふゆ美みを紹介する鳳おおとりさん。聞いた。たしかに聞いた。早さ蕨わらび冬ふゆ美みだと口にしていた。

　しかし声は出なかった。傍かたわらの教授が──わたしの雇用主である白しら鷺さぎ玲れい華かが儀礼的な挨拶を交わしている間も、やはりわたしの唇は縫い付けられたかのように動かなかった。

　やがて、鳳おおとりさんがふたたび席についたところで、ここがセミナー会場のロビーの一角にある喫茶店であることを思い出す。鳳おおとりさんは服の中から折り畳んだＡ４サイズのコピー用紙を取り出して、丁寧にテーブルへと置く。

　書かれている見出しは、『音声通話機能と新世代のコミュニケーション』。

　そして開口一番に。

「白しら鷺さぎ玲れい華か教授。たいへん申し上げにくいのですが、こちらの原稿はいったん白紙ということになりました。推薦文を依頼させていただいた手前、たいへん心苦しく思います」

　鳳おおとりさんから告げられた言葉に、教授は「ふむ」とうなずいて。

「本文が完成し、入稿まですべて済ませているというのにかね？　どういった事情が？」

「それを私の口から申し上げることはできません」

　教授は沈黙で応える。鳳おおとりさんはさらに続けた。

「本日は直接、顔を合わせて謝罪をさせていただきたく馳はせ参さんじた次第です。ちょうど本日、お仕事で都内に来られるとのことでしたので」

「ふむ。なんのことはない。承知した」

「それでは」

　席を立とうとした鳳おおとりさんを、今度は教授が呼び止めた。

「私からも改めて質問したいことがあるのだが、良いかね？」

　能面のように完成された、それでいて不気味さを感じさせる笑顔で、鳳おおとりさんは応対する。

「答えられることでしたら喜んで答えましょう」

「なぜ、きみはRootSpeakルートスピークを作ったんだ？」

　教授が口にした衝撃的な言葉に、わたしは思わず呼吸を失う。鳳おおとりさんの傍かたわらの冬ふゆ美みも、無表情を崩さないながらも少しだけ眉をひそめたのがわかった。

　しかし声をかけられた当人である鳳おおとりさんは、特に狼ろう狽ばいするでもなく切り返す。

「わたしがRootSpeakルートスピークを作った？　なんのことでしょう、お話の意図が読めませんが」

「とぼけるのはなしだ。情報の裏は取ってある」

「はったりではない、と。そうおっしゃりたい？」

「察しが良くて助かるよ」

「ええ。あなたとは違いますから。白しら鷺さぎ玲れい華か教授」

「同感だ。私はきみとは違って、こんなに手の込んだ噓をつこうだなんて思わないからね」

　そして教授は、手元のコピー用紙を指さして。

「この原稿、そもそも世に出るものではなかったのだろう？　依頼が来た時点でおかしいとは思っていたんだ。本来なら紹介文をしたためる際、書籍の担当編集者や出版社の広報を通じて連絡を取るものだ。しかし今回の件、連絡はきみから直接わたしのもとへ送られてきた。添付してあった原稿はたしかに興味深かったが、本質はこの『まえがき』がすべてなのだろう？」

　教授はさらに捲まくし立たてる。

「さらに言えば、今日きみとこうして直接顔を合わせようと思った理由は、先ほどの質問に回答をもらうためなんだ。もともと私は、こんな独善的な論説の紹介文など書くつもりなど微み塵じんもなかったからね。きみとわたしの思想は、根本的に対立しているわけだよ。だからこそ気になった。きみはどうして、わざわざ新興ＳＮＳの開発企画などを提案した？」

　すると鳳おおとりさんは、相変わらず笑顔を貼り付けたまま。

「ひとつ前の質問について。直接的にお答えしてしまうと興を削そがれるので、あえて重要な点は伏せますが」

　しかし澱よどんだ瞳の奥に、確かな闇を抱えたまま答えた。

「どうぞお楽しみに。それでは失礼いたします。姉あね崎さきさんも、ごきげんよう」

　反射的にこくりと会え釈しやくを返しつつ、ふわふわとした気持ちを抱えながら背中を見送る。

　しかし、そこでようやく声帯が動いた。

「……あっ……あの……ふゆ……冬ふゆ美み……？」

　掠かすれた声が届く様子はない。一瞬、鳳おおとりさんがこちらを振り返ったような気がしたけれど、その足が留まることはなかった。

「ひまり。現時点で彼女に深く関わろうとするな」

　代わりに返ってきたのは、傍かたわらからわたしを呼ぶ教授の声。

「教授……でも……」

　やがて鳳おおとりさんと冬ふゆ美みの姿が見えなくなってから、教授はぶつぶつと語り始める。

「鳳おおとり仙せん華か。本名、茜あかね谷や深しん紅く。茜あかね谷やグループの令嬢。鳳ほう雛すう学園大学文学部人文科学科４年生……ひまり、気づいたか？　彼女は別わかれ際ぎわ、私たちを見て──さも愉たのしそうに、笑っていたよ」

　教授はおとがいに手を当てて、いつものように、なにか考えるポーズを取る。

　手元の原稿をぎゅっと握り締め、吐き出すように口にした。

「ご丁寧に体裁を整えて……私を目撃者にでも仕立て上げるつもりか？」
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　　　　　一




「ひまり。今回きみをあの場に同行させた理由は、早さ蕨わらび冬ふゆ美みの存在に気がついたからだ。厳密に言えば、茜あかね谷や深しん紅く──表向きは『ＩＱ２００の天才美人女子大生』鳳おおとり仙せん華かと行動をともにしているのを何度か目にしていた。そして初夏の一件以降、茜あかね谷や深しん紅くの素性を調べていた際に偶然、彼女に辿たどり着ついた。確証が持てなかったのでひまりを連れていったのだが、どうやら本人で間違いないようだね。彼女がなんらかの接点を持ち、以降は茜あかね谷やとともに──ひまり、聞いているのか？」

　夜闇にポツンと佇たたずんでいた、高速道路上のとあるサービスエリアの喫煙スペースにて、ＩアＱイＯコＳスを咥くわえながら語る教授の言葉を、しかしわたしは右から左へと受け流してしまっていた。

　セミナー会場での一件以降、教授の諸用に鞄かばん持ちとして同行する間、どこかふわふわとした感情に支配されていた気がする。都内の企業や大学の研究室などを点々と移動したはずなのだけれど、正直なところ、どこに行ったのかすらあまり覚えていない。ただ、それを教授から咎とがめられることはなかった。気を遣ってもらったのかもしれないし、単に教授がわたしの一挙手一投足にあまり興味を抱いていないのかもしれない。前者だと思うことにした。

　教授の荒々しい、蛇がのたくるような車の運転も、いつものわたしなら三半規管に甚じん大だいなダメージを食らいながら絶叫するか、睡魔に身を任せて無理やり入眠してやり過ごすかの択一なのだけれど、思えばこの場所に至るまでに、いつ都内を出て、どのような経路を辿たどったのかすらおぼろげなことに気づく。

　教授からの「聞いているのか」という問いかけに、わたしは正直に答えた。

「……すみません、ちょっとボーッとしちゃってました」

　すると教授は「ふむ」と頷うなずいて、じっとわたしの顔を見ながら先を続ける。

「まだ、今朝のことが気になるのかね？」

「……そうですね。いえ、あの、教授のお話は情報として聞いてはいるんです。経緯についても把握しました。今回の件についても感謝しています。ただ、それよりも……冬ふゆ美みが生きていたことに安心感をおぼえているはずで、きっと嬉うれしいことなのに……どこか、不安で」

　早さ蕨わらび冬ふゆ美み。わたしの親友だった人間。

　中学生のころに競技生活の中で出会い、その道のプロとして華々しく飛び立った彼女。

　しかしインターネット上で激しい誹ひ謗ぼう中傷の被害に遭い、学舎の屋上から飛び降りるという悲劇的な末路を迎えた彼女。

　電話口から聞こえる明るい声の裏に──泥でい濘ねいを抱えていたであろう、彼女。

「教授のことだから、考えあってのことだとは当然わかってはいるんですけど……冬ふゆ美みが生きていることを、先に教えておいてもらいたかった、っていう感情も少しだけあります」

「早さ蕨わらび冬ふゆ美みは生きていたか？」

「……え？」

　なにげなく伝えた言葉に予想外の返答があって、思わず聞き返してしまう。

「どういう意味ですか？」

　教授はヒートスティックを灰皿に押し込んで、ケースから追加の１本を取り出しながら口にした。

「私はあえて、『早さ蕨わらび冬ふゆ美みは生きている』とは口にしなかった。生きているのかどうかは、きみが直接会って判断するべきだと考えたからだ」

「でも、あれは確かに冬ふゆ美みでした。反応はありませんでしたけど、間違いなく生きて──」

「そういう意味ではない。質問を変えよう」

　すぅ、と煙を吸い込み、吐き出して、教授はふたたびわたしに問いかける。

「喫茶店で会った彼女は、姉崎ひまりの知っている早蕨冬美だったか？」

　ずぐん、と胸を貫かれたような衝撃が走った。

　次に脳裏に浮かんだのは、はじめて会ったときの冬ふゆ美みの表情。立ち振る舞い。

　果たしてわたしが出会ったのは──あのころの冬ふゆ美みだっただろうか？

　答えあぐねていると、教授はこちらに視線を向けたまま訥とつ々とつと語り始める。

「無理もないだろう。私が以前きみから耳にしていた人物像とはあまりにも乖かい離りしていた。だからこそ、ひまりを直接会わせることで改めて確認できた。彼女は茜あかね谷や深しん紅くとの関わりによって、なにかしらの影響を受けているのだろう」

「鳳おおとりさんとの関わり……」

　どういうことなのか。

　考える素材は提示されているはずだ。教授の言葉の中に。

　けれど、材料をどのように成形すれば教授の見ているものを摑つかめるのだろうか。

「そもそも鳳おおとりさん──茜あかね谷やさんとは、どういう人間なのでしょうか？」

「わからないし、わかりたくもない。そしておそらく、理解するべきではない」

　唾棄するようにそう言って、教授は吸い終わった２本目のヒートスティックを灰皿の中に押し込み、喫煙スペースをあとにする。

「おそらくわからないままのほうがいい。特に、きみのような人間は」

　その立ち振る舞いと語気から、きっとわたしを拒絶しているのではなく、なんらかの忠告をしてくれているのだと思えた。

　人と車両のまばらなサービスエリアをやわらかな夜風が駆け抜けて、闇の中から青い芝の香りがする。閉まった露店と薄明かりの灯ともる建物を背景に、教授は靡なびく髪をそっと押さえつけて愛車のもとへと歩き始めた。わたしもそれに続く。

　すぐ近くの道路でタイヤがアスファルトを擦こする音と一緒に、教授の声が耳に届いた。

「人間の死の定義とは実に曖昧なものだ。生命活動が停止すること、それすなわち死とするならば、肉体が生存しているならば生物的には死んでいない。しかし、人間を構成する要素に思想は欠かせない。であれば、それまでの人生の中で醸成された人間性を失った場合、それまで生きていた人間は果たして『生きている』と言えるのだろうか」

　教授はいつもどおりの早口で、いつもどおりの無表情で、いつもどおりの淡々とした声色で、まるで細い糸を紡つむぎ合わせて布を織り上げるように語る。それを聞いているわたしに対して、なにかを問いかけてくるでもない。

　わたしは教授の背中に向けて、頭に浮かんだ疑問をそのまま口にした。

「『丸くなった』とか『大人になった』とか、いろいろな言葉がありますけど……人間は変わっていく生き物だと思うんです。それこそ、ＳＮＳで炎上して、世間から批難されて、それでも考えを改めて現実と向き合おうとしている人だっているじゃないですか。性格や思想が変わっても、その人の生命活動が終わらない限り、生き続けていると思いませんか？」

「ふむ」

　教授はいつもどおり相あい槌づちを打って、こちらに向き直る。

「その理屈なら──もしも『現実と向き合う』という工程が発生せず、批難されたまま社会から逸脱した状態を続けるならば、当該人物は『死んだ』ことになるわけだが」

「それは……ッ！」

　議論をふっかけたつもりはなかったが、同じ温度感で反はん駁ばくできる材料も持ち合わせていなかった。だから口籠もってしまう。

　脳裏に蘇よみがえるのは初夏の記憶。

　インターネット上で炎上した人間が──『死んだ人間』が結集し、全国各地で問題行動を起こしていた一件。その中で、インフルエンサーである『神か村むらまゆ』……真ま雪ゆきくんに身の危険が及んだことを、忘れられるわけがない。

　夏季休暇の間に勃発した、配信者・春かす日が夜よ鶴づるさんの風評被害に端を発する事件も同様だ。いわゆる健全な人間が敷いたレールを踏み外した子どもは、そのまま大人になってしまう。結果として、蓮はす水みさんは怪け我がを負ったし、春かす日がさん自身も、人生上に訪れたチャンスを摑つかみ損ねるところだった。

「人間が人間である原理は、『良くあるべき』と常に考え、それを実行することだと私は考えている。だからこそ考えることをやめない。しかし同時に思う。自ら考えることを放棄し、他人の思考に身を任せている状態の人間は、果たして生きていると言えるのだろうか」

「…………」

　答えられないわたしに背を向けて、教授はふたたび愛車のもとへと歩みを進め始めた。

　ふと思う。

　教授は人間が好きなのだろうか。

　それとも、嫌いなのだろうか。

　どちらとも取れる。だからこそ見えない。

　若くして──それも過去に類を見ないほどのスピード出世で──大学教授という権威ある地位に就いた教授は、きっとわたしの想像などよりも遥はるかに前から、人間の行動をつぶさに観察し、分析し、判断し、体系化するために努力していたのだろう。

　その行動規範は……いったいなんなのだろうか。

「ひまり、そろそろ出るぞ。日付が変わるまでには帰りたい」

　声をかけられて、ハッと我に返る。

　考えていてもしかたがないのだ。

　わたしが以前辿たどり着ついた『答え』のように、教授の想おもいもまた、教授だけが持っているものなのだから。

　教授は教え子の要望には応えてくれる。だから、尋ねればきっと答えてくれる。

　今、それを欲ほつするべきかどうかはまた別の話だけど。

　先にアストンマーティンの運転席に乗り込んだ教授に続いて、助手席に腰を落ち着ける。

「残業代がきちんと出るのなら、日付を越えても一向に問題ありませんけどね」

「助手席の人間には『運転者が快適に操縦できる環境を整える義務』があるのだが、それをきちんと遂行できるのならば一考の余地はある」

「無理難題！」

　顔を覆うわたしをよそに、教授はキーを差し込んでバックミラーの位置を調整し始める。

　エンジンの駆動音とともにオーディオのスイッチが入って、ラジオ音声が車内に響いた。

『──今朝未明、名な古ご屋や市し中なか村むら区くの道路上で倒れている女性が発見されました。女性は全身を強く打っており、その場で死亡が確認されたとのことです。現場の状況から、ビルから女性が落下したと見られており、事件と自殺の両方で引き続き捜査がおこなわれ──』

　聞こえてくるニュースキャスターの声に、教授はアクセルを踏み込みながら、

「精神的な死と比べると、肉体的な死は実にわかりやすいものなのだろうね。そこには客観性が存在する。人間の精神は複雑怪奇なもので、他人はおろか自分でも理解が及ばないものだ」

　そう呟つぶやきながら、口元にヒートスティックを近づける。ぐんぐんと速度を上げていく車両が闇を切り裂いていく。車通りの少ない一本道の上では、教授によるＦ１レーサーまがいのコーナリングで遠心力に囚とらわれることもない。わたしはなにも答えないまま、猛スピードで高速道路を駆け抜けていくアストンマーティンのシートに身を委ねた。

　喫茶店での光景をふたたび思い出しながら、記憶の中の親友に問いかける。

　ねぇ、冬ふゆ美み。

　あなたはまだ、生きているの？

　飛び降りて、音信不通になって、そのあとどんな人生を歩んでいたの？

　記憶の中の彼女から、返事があるはずもない。

　代わり映えのない景色の中を淡々と進んでいく道中、わたしはやがて微睡まどろみに身を任せる。

　────。

　────やがて。

「少し寄り道をするぞ、ひまり」

　運転席からの呼び声に、わたしの意識は覚醒する。

　前方を確認すると、間髪いれずに標識が目に入る。府内のインターチェンジが目と鼻の先だった。ずいぶん長い間眠りに落ちていたらしい。

「すみません、寝ちゃってたみたいで。寄り道って、どこにですか？」

「タバコが切れた。それにコーヒーも飲みたい」

　高速道路を降りてすぐさま、脇にあったコンビニの駐車場へとアストンマーティンを滑り込ませる教授。せめて同行者としての役目を果たそうと、教授に中で待っていてもらうように呼びかけ、わたしは店内へ足を踏み入れる。

　教授の愛飲している銘柄を購入し、ホットコーヒーを淹いれて戻ると、教授はしかめっ面つらでスマートフォンの画面を凝視していた。助手席へ戻っても、その視線はディスプレイを見つめたままである。状況がわからずに待機してると──。

　ぽつりと教授が呟つぶやいた。

「これは……なんだ？」

　訝いぶかしげなその声に、思わずわたしは教授のスマホを覗のぞき込む。

　映っていたのはRootSpeakルートスピークのトレンドワードの一覧。

　その中に。




『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』




　馴な染じみのない文字列が並んでいた。

『今日のお題は「お昼寝」。太陽の温ぬくもりを感じながらぐっすり休憩中のネコちゃんの画像をみんなでシェアしましょう！　#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』
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　　　　　二




「それ知ってます。毎日、お題に沿ってネコの画像を投稿するハッシュタグですよね」

　後日。真ま雪ゆきくんの自宅で洗濯機を回しながら、なんとなく話を振ってみると、実に単純明快な説明が返ってきた。

「有名なの？　その……セパレイション……ええと」

「セパレイション・キャッツ・クエストですよね」

「そう、それ……たぶんそれ……」

「長くて覚えづらいですよね」

　その『長くて覚えづらい文字列』を完璧に暗唱した人間が言うセリフじゃないだろ、と内心でツッコミつつ、わたしは乾燥機から引っ張り出した衣服に手をかける。

　動画サイトで１００万以上、各種ＳＮＳでも膨大なフォロワー数を抱える『女の子よりもかわいい男の娘配信者・神か村むらまゆ』。

　その張本人である彼、中なか村むら真ま雪ゆきくんのサポートを始めてから、もう半年以上が経過している。はじめは撮影場所の掃除や機材の移動、撮影の補助などを担当していたわたしも、いつしか彼の生活そのもののサポートを当たり前のように取りおこなっていた。

　使い捨てのワイパーで廊下の埃ほこりを掃除していた真ま雪ゆきくんは、きょとんとした表情でこちらを見やる。先ほどまで化粧品のレビュー動画を撮影していた関係で顔には完璧なメイクが施されている。すっぴん状態だと小動物みたいな雰囲気を醸かもし出だす彼も、赤いアイシャドウとぷっくりした涙袋、薄いリップの乗った唇によって小悪魔系の美少女に様変わりしていた。れっきとした男子高校生なんだけどね。

『神か村むらまゆ』の配信者としての性質上、とにかく洗濯物が溜たまる。先日、化粧品会社からの案件がいくつかバッティングした影響で動画ごとに衣装替えをおこなったらしく、加えて編集作業に集中したためか、膨大な数の衣服が塊となっていた。

　その中のひとつを手に取って、おもむろに声をかける。

「……この秋物のワンピース、真ま雪ゆきくん着られるの？　どう考えても男子高校生の体格で着こなせるデザインじゃないんだけど」

「エルエムシーの新作ファンデの動画、それ着て撮りましたよ」

「噓うそでしょ……」

　まるでそれが当然だとでも言わんばかりに答えられてしまって意識が吹っ飛びそうになる。そこそこの間、側そばで真ま雪ゆきくんを見ているのになにを今さら？　と思われるかもしれないが、毎日がこういう衝撃の連続なのだ。現在わたしが手に取っている服も、グレンチェック柄のスタイリッシュな代物である。ウエストのくびれを強調するタイプのデザインが施されていて、ボタンでフロント部分を留めるタイプ。どう考えてもわたしが身につけられるものではない。バストのボタンが吹っ飛んでいくことうけあいである。

「んぅ……うんっ」

　なまめかしい吐息を出しながら、掃除を終わらせたらしい真ま雪ゆきくんがぐっと伸びをする。外気はすっかり冷たくなっているものの、部屋の中は空調が整えられている関係で、真ま雪ゆきくんはふわふわもこもこのトップスとショートパンツ姿。太陽光から隔絶された場所で暮らしている人間特有の白い腕や太ももがあらわになって、『かわいい女の子』に備わっている仕草のシミュレーションが相変わらず完璧だなぁ……と思わされてしまった。くれぐれも、彼は男性である。

「痛っ…………」

　その束つかの間ま、真ま雪ゆきくんが右肩を押さえて苦く悶もんの声を上げる。

「どうかした？」

　ちょうど衣服の塊を分解し終えたところだったので、廊下から顔を出して尋ねると、真ま雪ゆきくんは少し涙目になりながらこちらに視線を送る。

「……攣つりました」

「どこを？」

「肩です……」

「珍しいね……ってわけでもないのか、運動しない人ってけっこう攣つるらしいし」

　怒られて不機嫌になった子犬みたいに「うぅ〜」とうめき声を上げながら、トコトコとリビングのソファまで移動し、腰を押し付ける真ま雪ゆきくん。

　動画編集は過酷な作業だな、と側そばで見ていて思う。わたしにはその技術がないけれど、ずっと机に張り付きっぱなしだし、確認することはたくさんあるし、なにより時間がかかる。

　運動不足にもなるよなぁと納得感をおぼえつつ、わたしは真ま雪ゆきくんのもとへと向かった。

「お姉ちゃんが伸ばしてあげるから、いったん力を抜いて？」

「力を入れているつもりはないんですけれど……」

「うーん、力を抜く感覚っていうのかな、痛いところを逆の手で押さえずに、だらんと脱力してみて。痛いのはわかるけど、押さえて痛みがマシになるわけじゃないからね」

「痛いです……」

　そう言いつつも素直に従う真ま雪ゆきくんの腕を、背後から支えつつ無理のない範囲でぐるりと回していく。

「ちゃんとご飯食べてる？　朝とお昼はなに食べた？」

「……いッッッ！　……そ、う、いえばっ、なにもっ、うッッッ、食べて、ない、かもっ」

「それが原因じゃん」

　筋肉が攣つる……つまり、固くなって動かせなくなってしまう状態。これは筋肉を緩める動きと縮める動きのバランスが崩れることで発生する。身体からだが冷えていたり、長時間同じ姿勢を続けて身体からだが硬くなってしまったり、電解質の不足などが主な原因として挙げられる。つまりデスクワークが主で、かつ食事が不規則な真ま雪ゆきくんには誘引要素が多すぎるのだ。

「ひぃ……うぅ〜……」

「はい深呼吸して。筋肉にちゃんと酸素を送ってー」

「筋トレみたいになってます……ふっ、うぅ〜」

　ふだんから運動習慣のあるわたしでも、体調によってはふくらはぎや脇腹が攣つったりする。少し対処法が我流じみているけれど、こういうのは結局『身体からだを動かすこと』でしか解消できないので、ウンウン唸うなりながら痛みに耐える真ま雪ゆきくんの肩をストレッチしていく。

　ふと気になって肩けん甲こう骨こつあたりに触れてみると、「ふひゃっ」とくすぐったそうな声とともに真ま雪ゆきくんが振り返った。しかしわたしは手のひらの感覚に意識を集中する。

「なっ、なっ、なにをっ」

「うわー、これはひどいなぁ……」

「なにっ、なにっ、なにがですかっ」

「背中が張りすぎてる。ちょっと押すね」

「いっ、いっ、痛いんですけどっ」

「ほら、肩けん甲こう骨こつのあたり。ぜんぜん指が沈まない」

「張ってるとか沈まないとかよくわかんないんですけどっ！」

「30分以上同じ体勢でいると、それだけで筋肉は固まっちゃうんだよ。だからデスクワークの人でも、定期的に肩を回したり首を伸ばしたりするのって大事なんだけど……この様子だと、そういうのはやってないっぽいね──どう？　肩の調子。動くようになった？」

　わたしが手を離すと、真ま雪ゆきくんは右腕をゆっくりと動かす。先ほどまでの硬直は取れているようで、ホッとため息をついたのがわかった。

「ありがとうございます。なんとか戻りました……まだ違和感がありますけれど」

「よかった。じゃあ横になって？」

「はい──んぇっ!?」

　素っ頓狂な声を上げる真ま雪ゆきくんが、跳ねるように飛とび退のく。わたしは両手の指をポキポキと鳴らしながら、ぱくぱくと口を開け閉めする真ま雪ゆきくんに近づいた。

「真ま雪ゆきくん、整体とか整骨院に通ってないでしょ？　マッサージしてあげるよ」

「それはたいへんありがたい申し出なんですが……その、えっと……遠慮しておきます……」

「いいよいいよ！　ていうか、ぜったい解ほぐしておいたほうがいいって」

「でも、マッサージって、その……身体からだ中を触られるってことですよね……？」

「そういうことになるけど──」

　なるほど。

　そういうことになるのか。

　メイクの上からでもわかるくらいに頰を紅潮させる真ま雪ゆきくんがこちらを見上げている。扇情的な光景だった。そうか、わたしはこの子の肉体に直接触れようとしたのか。

　わたしは女性で、相手は男の子。

　そして真ま雪ゆきくんは──わたしに好意を抱いてくれている。

　純粋に嬉うれしいし、ありがたいと思う……今は返事を保留している状態だけれど。

　わたしが憧れていたインフルエンサーが、そこらへんにいる、なんでもない女子大生である姉あね崎さきひまりを好いてくれるなど、嬉うれしくないはずがない。

　そしてわたしの起こそうとしたアクションが、真ま雪ゆきくんにどういう心証を与えることになるのかは想像に難かたくない。

　一瞬、躊ちゆう躇ちよしたが──。

「いやいやいや、そういう邪念は放っておいて！　真ま雪ゆきくんの身体からだが鋼鉄みたいになってるのは事実だから！　攣つるだけじゃなくて変なところ傷いためちゃうかもしれないから！　自分じゃストレッチしづらいところも伸ばしてあげるから！」

「うえぇっ!?　ちょっ、ひまりさっ、きゃあああああっ！」

　お手本のような悲鳴を上げる真ま雪ゆきくんをソファへと組み敷いて、わたしは機械的に首から腰のあたりに触れて確認していく。ボディケアも立派なサポートである。ですよね？

　誰にともなく脳内で語りかけ（当然返事はないが）、自己完結して、親指に力をぐっと込めて凝り固まった肢体を押おう圧あつしていく。腕も足も細すぎて、扱い方を間違えたらすぐに壊れてしまいそうだなぁ……なんて考えは消しとばした。

　まずは肩から。

「いだいだいだいだい！」

「知ってる」

　しっかりと揉もみ解ほぐしてから、次は広背筋をまんべんなく。

「ひどいひどいだいだいだいだい」

「ほんとうに痛いときは声も出なくなるからまだ大丈夫」

　次に腰と太ももの間。足の付け根のあたり。

「う、うぎゅう、ぐぅぅ……」

　あっ、これはマジで痛そうだ。少し緩めてあげよう。

「ひぃん……はぁ……はぁ……あぁぅ……」

　わたしがスポーツ外科で何度か受けたことのある施術を見よう見まねで試してみたところ、ひととおり終わったころには真ま雪ゆきくんはぐったりとして荒い呼吸を吐いていた。

「…………えっ、と。なんかごめん」

　改めて、なんだか妙な空気になってしまった。

　けれど、この状況下で「そろそろやめておこう」と中止してしまうと、それはそれで変な空気になりそうな気がする。ここはあえてボディケアを最後まで遂行しよう。

　気を紛らわせるために、わたしはそれとなく雑談を振ってみた。

「さっき話してたハッシュタグ……『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』のことなんだけど、真ま雪ゆきくんの周りでも流は行やってたりするの？」

　すると真ま雪ゆきくんは呼吸を整えて答える。

「そう、ですね……インフルエンサーの間で取り上げられることが多いです。僕は学校に友達がいないので、実生活まではどうかわかりませんけれど、たまに休み時間とか、授業の合間に廊下に出たときなんかに、ネコの写真がどうこう、みたいな話を耳にするので……おそらく流は行やっているんじゃないかなと思います」

「なんかごめん……」

　よくない話題を振ってしまったかもしれない。わたしはふたたび手元の作業に集中する。

「僕に友達がいないことなんて、今さらですよ……痛っ、いたいんですけどっ、首が折れちゃうっ！　折れるっ！　肉が潰れちゃうっ！」

「ついでに肩けん甲こう骨こつ、剝がしておこっか」

「剝がすってなに！　こわいんですけど！　……んあっ、あふぅっ」

「禁止区域突入!?」

　突然、艶っぽい反応があったので反射的に手を離す。

　真ま雪ゆきくんは今度こそ身体からだをくねらせて、ソファから跳ね起きた。うるうるとした瞳で、なにかを言いたげにわたしを「うぅ〜」と睨にらみつける。チワワみたいだなぁ。わたしはすかさず彼の足を取って、今度はソファの上に仰向けになるかたちで組み伏せる。「きゃぁっ」と短い悲鳴を上げてわたしの為なすがままになる真ま雪ゆきくんの足の裏に手のひらを置く。

　なんだかちょっと楽しくなってきたぞ。

「足ツボ、やってみよっか」

「むりむりむりむり！　むりなんですけど！」

「えいっ」

「ひっ──」

　直後、まるで車に踏み潰されたカエルみたいな声を上げて全力で暴れ回る真ま雪ゆきくんを、わたしは存分に揉もみ解ほぐしたのだった。

　──で、数十分後。

「ふっ……ふへっ……はへっ……あへぇ……」

　完全に脱力してぐったりとした真ま雪ゆきくんは、抵抗する気力も失ったようだった。

　わたしもマッサージの手を止めて、ふと別のことを考える。なにかに没頭している間は、余計なことを考えなくていいのは救いだな、と思った。気を抜くと、すぐに冬ふゆ美みのことを考えてしまうから。
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「ねえ、真ま雪ゆきくん」

「……なんですか？」

　明確な答えが返ってくるとは思っていないけれど。

　なんとなく、意見を聞きたくなって。

「もしもの話ね。もしも……昔、仲の良かった友達と数年ぶりに再会したとして……その友達が、顔もかたちもそのままなんだけど、まったくの別人みたいな雰囲気になっていたら……どう声をかければいいと思う？」

「……さっき友達が少ないって話をした僕に、それ聞きますか？」

「真剣に答えなくてもいいよ。思ったことを素直に言ってほしい」

　すると真ま雪ゆきくんはそのままの姿勢で、ぽつりぽつりと語り始めた。

「……人って、一度に大きく変われないと思うんです。なにかきっかけがあって性格が変わったりすることはあっても、根幹は同じだと思っています」

「……………………」

　口を挟まずに耳を傾ける。

　先日、サービスエリアで教授が主張したことと内容がリンクしていた。言葉こそ違うけれど真ま雪ゆきくんも同じ思想を持っているんだな、と思う。教授もれっきとしたインフルエンサーであり、ふたりの間にはたびたび共通点を感じる瞬間がある。

　しかし。




「現に、神か村むらまゆが生まれてからも、中なか村むら真ま雪ゆきは中なか村むら真ま雪ゆきのまんまですから」




　真ま雪ゆきくんは、実体験としての想おもいをわたしにぶつけてくれた。

　彼は以前、現実から逃げた先でインターネットの世界と出合った、と語っていた。その延長線に『神か村むらまゆ』はいるんだと。実際、わたしも仮想世界である動画サイトの中で笑顔を浮かべる真ま雪ゆきくんを『インフルエンサー・神か村むらまゆ』として認識していたし、現実世界でこうして触れ合っている彼のことは『男子高校生・中なか村むら真ま雪ゆき』として接している……というか、接することにしている。

　けれど根幹は変わらない。彼から出てくる言葉は紛れもなく『神か村むらまゆ』のもので、たとえ発信する場が電脳世界であれ、現実であれ、彼自身のものであることに変わりはない。

　人間は変わらない。

　だったら──早さ蕨わらび冬ふゆ美みの根本も、以前の彼女と変わらないのだろうか。

「…………ありがとう」

　まだまだ答えは出ないけれど、それでも思考に輪郭が見えてきた気がする。

　そっとお礼を言いながら、わたしはふたたび親指に力を込めた。

「ふぎゅぅぅぅぅぅ！」




　　　　　三




『──ひまりん気にしないで。あたしはもういいから』

　ふと、脳裏に蘇よみがえる言葉がある。

『──もう、なにもかも疲れたの』

　早さ蕨わらび冬ふゆ美みが通っていた学校の屋上から飛び降りた、と報道が出たときに、わたしは自らの行動を悔いた。

　否、悔いたのは行動力のなさだ。

　無力感だ。

　わたしが感じていたよりも、冬ふゆ美みが受け止めていた負の感情のほうが遥はるかに大きかったのに、それを頭ではわかっていながら……理解していると思い込んだまま、冬ふゆ美みの行動を押し留とどめることが叶かなわなかった。彼女の積み上げてきた努力、獲得した実績を目まの当あたりにしながら、その過程を見ようともせずに、表面的な部分だけ知ったような気になって、冬ふゆ美みに言葉の暴力を浴びせかける顔の見えない他人から、守ることができなかった。

「……やっと、乗り越えたと思ったんだけどな」

　自宅のクローゼットから着替えを取り出しながら、ぽつりと呟つぶやく。ひとり暮らしの部屋。わたしのほかには誰もいない空間。誰にともなく、声は虚こ空くうに吸い込まれていく。

　初夏に勃発した『神か村むらまゆ誘拐事件』を経て、わたしは自らを苛さいなんでいた過去の瑕きずを埋められたと思っていた──思い込んでいた。

　しかし、いざ冬ふゆ美みの姿を目にすると……どうしても過去の記憶に引っ張られてしまう。

　どんなに卓越した肉体を持つ人間でも、人間である以上は心がある。心に替えは利きかない。

　複雑な家庭問題があって、高校を卒業してすぐに独居を始めたわたしの住居には、実家から持ってきたものが少ない。それほど広くない学生マンションだから、単に置き場がないというのもあるけれど……実家にそれほど重要な思い出がないというのもある。

　けれど、本棚の上には中学生のころに大会でもらった賞状とトロフィーが置いてある。全日本キックジュニア選手権大会女子の部・準優勝、向むか井い日葵ひまり。わたしの苗みよう字じがまだ『向むか井い』だったころの大切な思い出。早さ蕨わらび冬ふゆ美みと殴り合って得た勲章。まあ、負けたんだけど。

『早さ蕨わらび冬ふゆ美みは生きていたか？』

　そう教授は言った。

『人って、一度に大きく変われないと思うんです』

　真ま雪ゆきくんはそう言った。

　確かめたい。

　わたしの泥くさい青春をともにした親友が、まだあのころの気持ちを持ったまま存在しているのかを確かめたい。

　その結果、もしも当時の冬ふゆ美みの人間性が失われて──『死んでいた』としても、受け入れる心の準備は整っている。彼女が飛び降りた瞬間、早さ蕨わらび冬ふゆ美みはわたしの中で一度、たしかに死んでいたのだ。存在からなにから、無に帰ってしまった。あとに残されたのは後悔のみ。

　けれど、後悔の上に成り立った日常は、すでに手にしているのだから。

「…………よしっ」

　わたしはいつもどおりに自宅をあとにする。

　行き先は白しら鷺さぎ玲れい華か研究室。わたしの居場所。

　わたしの『生』がある場所だ。




　建て付けの悪い研究室の扉をガタガタ鳴らしながら開けると、中から淡々とした音声が流れてきた。室内にテレビはないはずだから、設しつらえられているオーディオか、もしくは教授のパソコンから漏れ出ているものだろう。

『──昨晩23時、品しな川がわ区く五ご反たん田だ駅近辺の道路上で、倒れている女性を通行人が発見しました。女性は全身を強く打っており、その場で死亡が確認されたとのことです。現場の状況から、近くの市民会館の屋上から女性が落下したと見られており、事件と自殺の両方で引き続き捜査がおこなわれ──』

　どうやら後者だったらしい。教授はパソコンのディスプレイを注視しており、わたしの入室に気づいた様子はない。なにか調べ物に没頭しているときには視野が狭くなる人だから、さして気になることもない。わたしはなるべく物音を立てないようにしてバッグをデスクに置き、いつもどおり、床に散らばった無数の書籍を一箇所に集め始めた。

「ひまり。どう思う？」

　挨拶もないままに、突然デスクの向こうからそんなふうに尋ねられる。

「目的語はなんですか？」

「このニュースについてだ」

「どれでしょう？」

　抱えた書籍の束をいったんデスクに置いて、教授の背後に回る。ディスプレイに表示されていたのは動画サイトだった。テレビ局の公式チャンネルが配信しているニュースのアーカイブ動画が流れていて、そこには先ほど流れた音声のものとおぼしき『都内で女性１名が死亡』とテロップが出ている。

「このニュースがどうかされましたか？」

「妙だと思わないか」

「えっと……妙、と言いますと？」

　よくない表現だとは思うけれど、言ってしまえば、連日見かけるニュースのうちのひとつでしかないと思った。けれど教授は神妙な面持ちでポツリと漏らす。

「本来ならば『逆』のはずなんだ」

「逆、ですか……？」

「たとえば、だ。インフルエンサーの死が引き金となって後追いのように自殺が頻発する事例は過去にも存在している」

　教授は研究室内に設しつらえてあるホワイトボードを引っ張り出して、マーカーペンで要所を板書しながら語った。

「有名なのは岡おか田だ有ゆ希き子こ氏の事件。彼女は次世代のアイドルブームを担になう存在と呼ばれるほどに評価された人物だったが、86年に遺書を残して所属先の事務所のビルから飛び降り自殺をおこなった。彼女の自殺報道は全国の放送局で取り上げられたが、ワイドショーで現場の遺体がそのまま電波に乗ったことによって、全国の若者が相次いで自殺をおこなったわけだ。マスメディアの報道が人間の希死念慮を刺激することによって起こる現象で、ゲーテの『若きウェルテルの悩み』から取って『ウェルテル効果』と呼ばれる」

　そこまでひと息で続けた教授は、ボード上に記した文字列に大きくバツをつける。

「だが今回は異なる。自殺が増える発端となるインフルエンサーの死亡報道が見当たらない。なのにもかかわらず、同じような事例が全国的に頻発している。性差による数の偏りは見られないものの、自殺と見られる遺体が発見されている。死因はすべて同じだ。地上波で報道されているものが８件、ニュース記事化されているものを含めると25件。国内における１日あたりの平均自殺者数を鑑かんがみれば、表に出てきていないものがさらにあるのかもしれない」

　ひと息に言い切って、教授はおとがいに手を当てる。つまり教授は……この一連の事例を、ひと繫つなぎの関連性がある事柄だと考えているのだろうか。

　教授はディスプレイから視線を切って、手元に置いてあった書籍に手を伸ばす。

　なんとはなしに表紙に目を走らせると、『心理術』『マインド・コントロール』『洗脳論』『犯罪心理学』など、ものものしい単語が目に飛び込んできた。

「教授、これって……」

「人間の思想とは、直観ではなく、特定のテーマについて個人が体系化したものだ。つまり個人が『どう生きるか』に直結する。そして洗脳とは、外的な強制力により、その思想を根本から覆くつがえし、塗り替えることだ。戦国時代でもあるまいし、人間が自ら命を絶つにはかならず内的要因が存在すると考えている。そして、こうした事例が頻発しているということは──なにかしらの強制力が働いているのではないか、というのが私の見解だ。もっとも私はこうした精神面の学問については専門外なので、こうして関連書籍を漁あさっているわけだが」

　教授は流りゆう暢ちように、わたしの疑問に先回りするようにして捲まくし立たてる。少し飛躍しているような気がするが、教授の頭にはなにかが浮かんでいるのだろう。

　教授は天才だと思う。天才でなければ実現できないような社会基盤を確立しているのがその証拠だと考えている。だからこそわたしは主張するのだ。

　天才の出す結論は、往々にしてネジが外れている。

　だからこそ、教授の思考過程に割り込み、遡そ及きゆうするかたちで、わたしのような『ただの女子大生』は教えを乞うのだ。

「すみません、話が見えなくて……洗脳って、誰が誰にかけているんですか？」

「第三者が、自殺者に、だ。あくまで仮定の話だが」

　教授は、手元の分厚い書籍に目をやったまま先を続けた。

「これは知り合いの医師から聞いた話なのであくまで伝聞ではあるものの、現代医学において『希死念慮』……つまり自殺衝動を持つこと自体が生命活動上おかしいと考えられているそうだ。極論だと感じたがね。しかし同時に先ほど私が述べた思想の話と若干重複するところもある。つまり、この世から消えてしまいたい、いっそのこと死んでしまいたいという願いは、精神の許容限界を超えた外的要因によってもたらされていると考えるのが自然なことだと私は思っている。そして、国内における１日あたりの平均自殺者数と照らし合わせてみても、似通った死因、そして若年層の比率が高くなっている……それ以外に故人の間になにかしらの共通項が見つかれば話はさらに細分化できるが、現状ではこれ以上の素材は揃そろっていない」

　のべつまくなしに語る教授に、わたしが口を挟む余地はない。

　ふいに脳裏に浮かんだのは、先ほどまで自宅で考えていたことだった。

「ひまり」

「はいっ！　……すみません、一瞬ボーッとしていました。教授のお話を聞いていなかったわけではないんですけど」

　思考の波を漂っていたところで声をかけられて、ふたたびわたしは現実に舞い戻る。

「私には共感性が欠けている。他者がなにを考えているのかをシミュレートするための本能が欠落しているからだ。だから相手に気を遣えないし、思いやりがないと揶や揄ゆされることも多い。しかし、相手がなにかを考えていることだけはわかる」

「…………はい」

　たびたび教授はこういう主張をする。他人の考えていることがわからないし、共感能力も低い。実際、近くで見ているからこそそれがわかる瞬間もあって、そのたびに、きっとこの人はわたしの知らないところで、わたしにはわからない苦労を重ねてきたのだろうと考える。天才は天才なりの悩みを抱えているはずだと信じたい自分もいる。たとえばインフルエンサーである真ま雪ゆきくんが、インフルエンサーであるがゆえの苦悩を抱えていたのと同じように。

「要するに、だ」

　教授は手元の書物をパタリと閉じ、わたしと目を合わせて。

「気になることがあるのなら、口に出してほしい」

　思いやりがない、と自虐的なことを口にした直後ではあるけれど、きっとこれは教授なりの思いやりだ。わたしはそれを知っている。

　だからこそ正直に打ち明けた。

「冬ふゆ美みのことを考えていました」

「彼女に直接会ってなにかを伝えたいというのなら、やめておけ」

「…………まさか先回りされるなんて」

　一を聞いて十を知るではないけれど、つくづくこの人の思索はどこまで及んでいるのか見当もつかない。他者がなにを考えているのかわからない、という言葉も本当は噓うそなんじゃないかと思いそうになるけれど、きっと教授は本能ではなく理論で、わたしの考えを読み取ったのだと思う。もしくはわたしの考えがあまりにも安直すぎたのか。たぶん後者なんだろうな。

「これは忠告という名の命令だよ。大切な教え子に対する、立場を濫用した強制でもある」

「ひと言だけでもいいんです。まだ冬ふゆ美みの言葉を聞いていないので……」

「案ずるな。今が契機ではないという、たったそれだけの話だよ」

　ふだんは硬く引き締まっている表情筋を、教授はふっと緩めて笑顔を作る。

「早さ蕨わらび冬ふゆ美みと接触する唯一のルートは茜あかね谷や深しん紅くを通じてコンタクトを取ることだ。それ以外の道筋を我々は持っていない。だからこそ、そこに縋すがるのは危険なんだ」

「教授が以前おっしゃったことは覚えています。鳳おおとり仙せん華か──茜あかね谷やさんは危険人物で、特にわたしは関わり合いにならないほうがいいって」

　頭ごなしに否定された、なんて思わない。

　それでもわたしは、微弱な抵抗を示した。

「教えてくれませんか、教授。茜あかね谷や深しん紅くさんについて」

「私の憶測が大半であり、充分な証拠は揃そろっていない。今はただ、最大限の警戒心を払って用心に努めるのが最善だ」

「推測や憶測でも問題ありません、知りたいのは教授の考えです」

　わたしはデスクに詰め寄って、真正面から教授を見つめる。

　そして言い放った。

「わたしは教授の手じよ足しゆです。だから、わたしにも教授の頭の中を見せてください」




　　　　　四




　結果として、教授は茜あかね谷や深しん紅く──通称『ＩＱ２００の天才美人女子大生・鳳おおとり仙せん華か』にまつわるさまざまな情報を教えてくれた。「あくまで私が個人的に調べた内容でしかなく、また意図せずして私の主観が入っている可能性がある」と念を押されたけれど、聞いた内容に偏見や思い込みは感じられなかった。少なくとも、わたしは。

　それなりに勇気を出して懇願したのにもかかわらず教授は実にあっさりと了承して、淡々と語り始めたのが少し拍子抜けだったけれど、あの一瞬の合間に少しでもわたしの想おもいを汲くんでくれたのだろうと思いたい。あと、これは愚痴というわけでもないんだけど、早口で膨大な知識を共有されたので、もしかすると茜あかね谷やさんについて漏れている部分があるかもしれない。教授は質問したらすぐに答えてくれる人なので、そこは臨機応変に対応しよう。

「茜あかね谷や深しん紅く。彼女は都内にある私立大学、鳳ほう雛すう学園大学の文学部人文科学科に籍を置く４年生だ。今年で22歳になる。本人は明言してはいないものの、実家は明治時代から続く茜あかね谷やグループの創業家。彼女が『鳳おおとり仙せん華か』という偽名を使用している意図としては、おそらく表舞台で論客として活動するにあたり、大衆からのヘイトを分散させようとしているのだろう」

「ヘイト……？」

「ルサンチマンだよ」

「ルサンチマン……」

　言葉自体は知っているのだが、どういう意味だったっけ。たしか──。

「端的に表現するならば『強者への妬み』。持たざる者が富む者に対して抱く憎ぞう悪おだ」

　わたしが脳内の辞書を引き終わる前に、教授が解答を提示してくれた。

「彼女が『ＩＱ２００の天才美人女子大生』として注目された経緯は、難関大学として知られる鳳ほう雛すう学園大学理科三類にほぼ満点に近い点数で首席合格し、ウェブ番組に取り沙汰されたことに端を発する。その際に、彼女の写真や動画が出回ったことで耳目を集めたわけだ。同時に『本人の希望』とやらで本名を隠し、後の通称となる『鳳おおとり仙せん華か』の名を使い始めた。彼女はそのあと、なぜか文系である人文科学科に転部している。このことについて本人は『表舞台で活動させていただける機会をたくさんいただいたことで人間の心や文化への興味が湧いた』とメディアで語っている。真意のほどは定さだかではないがね」

　ひと息に言い切って、温ぬるくなったコーヒーに口をつけ、顔をしかめる教授に、わたしは率直な疑問をぶつけた。

「茜あかね谷やさんの偽名と、その……ルサンチマンとの関係がわからないんですけど……」

「ふむ」

　教授はこくりこくりと音を鳴らしてカップの中身を飲み切って、先を続けた。

「文化的再生産という言葉があるだろう。もっとも、あくまで例に出したに過ぎないが」

「えっと……」

　同意を求められたが、言葉に詰まってしまった。教授が不思議そうな顔をする。

「講義で話さなかったか？」

「……すみません、覚えていません」

「ふむ」

　さして気にしたふうな素振りもなく、教授はさらに続ける。

「つまり茜あかね谷や深しん紅くの明めい晰せきな頭脳は、実家の潤沢な資本と恵まれた教育環境によってもたらされたものだ。富裕層の持つ文化が、行き届いた教育によって社会的成果を上げてさらなる利益を生み、次世代に継承していく。茜あかね谷や深しん紅くはその顕著な例だと言える。もちろん彼女自身の才覚や学習への向き合い方に突出した器量がなければ成立せず、それは事実だろう。しかし一方で、大衆の共感を呼び、感情移入を誘いやすいシンデレラストーリーと、茜あかね谷や深しん紅くのバックボーンは対極の存在となるわけだよ──そしてまた、インフルエンサーにとって肝要となるのも大衆の共感だ。むしろ共感なしには成立しない」

「ええと、つまり……」

　耳にした単語を頭の中で再構築しながら、確認を取る。

「茜あかね谷やさんは、いわゆる実家の権力に頼って名声を得ているという風評の発生を予防し、かつインフルエンサーとして自身を売っていくために、自分の生い立ちを隠しているということですよね？」

「ふむ」

　この相あい槌づちが肯定を示しているのは仕草から見てとれた。教授はわたしの質問にこくりと頷うなずいて、ＩアＱイＯコＳスの電源を入れた。

「ただ……茜あかね谷やさんほどの人物なら、ネットを使えば簡単に本名が出てくるんじゃないかと」

「もちろんだ。事実として、インターネット上の匿名掲示板などでもたびたび彼女の出身に言及されている。表向きは『本名非公開』と記載されているがね」

　あっさりと受け入れられてしまった。いささか拍子抜けだなと思ったけれど、教授は紫煙を燻くゆらせながら「しかし」と続ける。

「ここで重要なのは『本人が明言していないこと』だ。我々にとってインターネットはごく身近にあるもので、スマートフォンひとつでなんでも実現できる。遠方の友人とリアルタイムで映像を繫つなぐこともできるし、わからないことがあれば検索エンジンに単語を放り込むだけで瞬時に模範的な回答が示される。だが、それはあくまで我々がインターネットをごく当たり前に使いこなしているからこそ直感的に思い込んでしまうだけに過ぎない。知らないことを知らないまま気に留めずに過ごせる人間は、案外、世の中にたくさん存在するわけだよ」

「……そういうことですか……公開していない本名をわざわざ詮索する人は少ない。そもそもインターネットを当たり前に使いこなして、いろんな情報を手に入れる技術を持っている人もそれほど多くない……」

「というよりは、インフルエンサー・茜あかね谷や深しん紅くが狙っているメインターゲット層が、そうしたリテラシーの低い人々なのだろう。自らの優秀な実績を盾に、知識を持たない人々にわかりやすく問題の本質を嚙かみ砕くだく力があるため、論客としての発言力を手にしているわけだ」

　世の中には知らないことがたくさんある。それは大前提。

　だからこそ膨大な情報の断片を知るために、高速化した情報網は活用され続けている。

　しかし一方で、知らない情報が溢あふれていることに焦燥感や危機感をおぼえないまま、『すでに知っているものごと』の枠組みの中で生きている人はたくさんいる。

　頑固で意固地な性格の人。楽観的かつ直感的な人。目にしたものについて勝手に決めつけて語る人。過去の方法論に固執して進化の芽を自ら摘んでしまう人。

　実際、わたしも『ＩＱ２００の天才美人女子大生・鳳おおとり仙せん華か』の中身について、なにも知らなかったわけだからまったく他ひ人と事ごとではない。自分だって陥っているのだ。そういう状況に。

　あらためて、わたしがもともと持ち合わせていた茜あかね谷やさん──鳳おおとり仙せん華かについてのプロフィールを頭に思い浮かべる。そこから感じていた印象は、果たしてどのようなものだっただろうか。

「わたしたちの住んでいる地域からすればあまり馴な染じみはありませんけど、鳳ほう雛すう学園大学がすごいところだということは知っています。政治家や著名人を数多く輩出している名門大学で、私立大学なのに偏差値も国内トップを争うレベル。そんな大学に首席入学したっていう実績だけで──正直、気け圧おされるところはありました。彼女の考えていることや言っていることが、まるですべて真実であるかのような。話し方が理知的だというのもありますけど……」

「そこに『実家が膨大な財産を有している』という情報は必要だと思うかね？」

「…………いえ、むしろノイズになってしまうような気がします。『実家が太いから心や思想に余裕があるんだろう』とか、『親ガチャに勝ったから理想を語れるんだろう』とか……そういう余計な感情が生まれてしまうような」

「そういうことだ。なにもひまりが特別なわけではない。そもそも人間の心理上、容易に他人を全面的に受け入れられるはずがないんだ。でなければとうに人間は絶滅しているからね」

　教授はそう言ってくれたけれど、一方で思うところもある。

「けれど、わたしも大学受験を経験したから思うんですが……いくら生い立ちが良くて環境に恵まれているからといっても、相応の努力をしないと首席になんてなれないはずですよね」

「もちろんだ」

　教授は吸い終わったらしいヒートスティックをデスクの上に置いて（すぐ側そばにある灰皿を使ってほしいのだがもはや諦めている）先を続けた。

「私個人の意見ではあるが、映画や小説、あるいはソーシャルメディアでの呟つぶやき中に登場する『銀のスプーンを咥くわえて生まれ、環境にあぐらをかいて、なにひとつ不自由なく育ったボンボン』などというキャラクターは、民衆の反感を誘導するための虚像に過ぎないと考えている。そもそも彼女のような生い立ちの人間が、幼少期から成年に至るまでの間に他者からの憎ぞう悪おを受けて育つとは考えていない。人間が育つ上で重要となる生育環境が恵まれているのだから、必要かつ莫ばく大だいな努力を重ねて、良識を携えた人間へと育つ。環境がどれほど人格の成育に影響を与えるのかについては──春かす日が夜よ鶴づるの一件で学んだだろう？」

「春かす日がさんの……」

　今年の夏、わたしはとある事件に遭遇した。

　元子役という肩書きを持ち、世間の中高生に広く認知されているインフルエンサー・春かす日が夜よ鶴づる。彼女にまつわる風評被害について、一連の顚てん末まつを知ることとなった。

　春かす日がさんはかつて、両親と決別し、いわゆる『レールの上から外れた人たち』と交流を持っていた。その結果、逸脱した子どもたちは『逸脱した大人』となり、独善的な理論と勝手な同族意識を以もつて、春かす日がさんの活動を妨げていた。

　客観的に見れば理屈が通っておらず、巻き込まれた春かす日がさんはひどく落胆していたし、研究室の一員である蓮はす水み凛りんさんも、その過程で暴行被害に遭ってしまった。

　けれど、そもそも環境に恵まれず逸脱した人間は『客観的に見る力』を持たない。教えてくれる人がいないから、自ら築き上げた文化と思考に沿って行動してしまう。

「……納得していいのかどうかわかりませんけど、でも理解はできます」

「恵まれた環境を持つ人間も、恵まれた環境を持つ人間なりの努力を重ねている。しかし、そこに頭が回らず、純粋に反感を抱く人間もいる。そして茜あかね谷や深しん紅くは、あえてそちらの選択肢を取らなかった。ものごとを深く捉えず、論客を経由しての伝聞形式で情報を捉える人々のニーズに合致するキャラクターとして『鳳おおとり仙せん華か』をつくりあげた──つまり彼女は、人間が生来抱える『弱さ』に干渉し、コントロールするのを得意としているわけだよ」

　教授は先を続けようとした。しかし、一瞬の静寂。

　パソコンに視線を落として──一瞬、目を瞠みはる。

　なにかを見つけたように。

「──もうひとつ。茜あかね谷や深しん紅くが裏で起こしている行動についての話だが……それはいったん置いておこう。じきに話す。やるべきことができた」

「……隠しておかなければならないこと……なのでしょうか？」

「そういうわけではない。繰り返すが、じきに話す。洗脳にまつわる仮説や、RootSpeakルートスピークの成り立ちについての説明と推測が残っているからね」

　恐る恐る尋ねたわたしに、教授はディスプレイを指差しながら。

「…………とうとう動いたようだ」

　ディスプレイに表示されているのはRootSpeakルートスピークのトレンドワード一覧。

　その中に、ひときわ拡散数と注目数の集まる投稿が存在した。




『本日の深夜23時からホラー映画を見ましょう！　作品に指定はありません。みんなで一緒に楽しめば怖くない！　#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』




　教授は、心底腹立たしいとでも言わんばかりの口調で。

「粛清者にでもなったつもりか？　──茜あかね谷や深しん紅く」

　ここではないどこかへ向けて、紫煙とともに吐き捨てる。

「調べたいことがある。ひまり、手伝ってくれるか」

　かけられた言葉に、わたしは思わず硬直してしまった。

「どうかしたか？」

「あ……い、いえ……」

　図らずも間の抜けた返事をしてしまう。

「教授はいつも、調べものは自力で完結なさるから、本棚の整理とか、買い出しとか、スケジュール管理とか、送り状の代筆とか、そういう作業ばっかりだったので……ちょっと意外で」

　すると教授は「なにを言っている？」と、呆あきれたように。




「助手が雇用主の仕事を手伝うのは当然だろう？」




　と、言い放った。

　教授は表情を変えなかったけれど──わたしにとって、光栄以外のなにものでもない。

「────はいッ！」

　勢いよく返事をすると、教授は引き出しからなにかを取り出してわたしに投げてよこした。キャッチすると、ずしっと重量感。手元を見てみると、それはタブレット型のＰＣだった。教授がサブ機として用意している代物。いや、こんな大事なものをぞんざいに扱わないで。

　けれど、いつもみたいに吞のん気きにツッコんでいる暇はない。ＰＣを開いて準備に取りかかる。

　RootSpeakルートスピークの中で拡散される、謎のハッシュタグ。

　茜あかね谷や深しん紅くの正体。

　目の前にはわからないことが立ち塞がるばかりだけれど、地道に情報を探っていく。

　それらをすべて引き結んだ先に、きっとかつての親友の姿があると信じて。
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　ぼくが人間をあやめたのは10年ほど前のことだ。人を切り裂く感触だけが、手のひらに残っている。幼少時からたびたび海外に行く機会があり、頻繁に航空機を利用していた。とはいっても海外のセレブのような自家用機ではなく、旅客機での移動が主だった。不必要な出費をしない、というのが父親の信条だそうだけれど、それならエコノミークラスではなくファーストクラスを利用していたことに齟そ齬ごが生じる。あの人間の思考はいまだに理解ができない。する気もないけれど。

　さて。当時のぼくはさまざまな材質で刃物を作ることに熱中していて、レジンやペットボトル、ダンボールなどを成形し、包丁のような形状にしては、いろいろなものを切って遊んでいた。飛行機の搭乗時に選んだのは不要なＤＶＤ−ＲＯＭ。これを紙やすりで削っていた。飛行機に持ち込めるものが制限されるという話は聞かされていたので、時間潰しに適当な映画のディスクをセレクトしたのだけれど、開始早々に飽きてしまったので手慰みを始めたのだ。

　で。上空へ飛び立ってしばらく経たったころ、搭乗していた航空機がハイジャックに遭った。

　周囲の乗客が狭い機内で散り散りに逃げていく中、刃物を手にしたその男は、一心不乱にディスクを削っていた僕の首根っこを摑つかんで身体からだを引き寄せた。

　なにか恫どう喝かつのようなものを受けた気がするのだけれど、記憶から抜け落ちてしまった。対象に興味がなかったのと、唾液が飛んできたのが煩わしくて、削ったディスクでその首を切り裂いてしまったため、単に聞き取れなかったのもある。

　カエルやヘビ、ムカデやクモなどは切ったことがあったのだけれど、哺乳類や霊長類を切ったことはなかったので新鮮な感覚だった。『犬や猫を切ると異常だと思われる』程度の認識は子どものころから持ち合わせていたので、ある意味鬱屈した欲求があったのかもしれない。

　人間の首には頸けい動どう脈みやくが通っている。とても大きな血管だ。皮膚の１センチほど下に通っているのだけれど、僕の研いだ刃はうまい具合に人体の柔らかい部分を捉えていた。

　犯人は一瞬「なにが起こったのかわからない」といった様子で首元を押さえて、その後、ポンプに組み上げられた汚水のように噴き出した血液で手を濡ぬらし、服を濡ぬらし、足元を濡ぬらして、その間にぼくは男の腕を振り払う。張り詰めた場の緊張が解けた瞬間、男は取り押さえられるに至った。

　一連の顚てん末まつは実家が多方面に圧力をかけて箝かん口こう令れいを敷いたのもあいまって、ぼくの所業に言及されることはなかったが、世間には『旅客機をハイジャックした犯人が現場の人間に取り押さえられた』という事実のみ伝わった。のちに男は死亡したらしい。その結果、犯人の素性を紐ひも解とく報道番組がしばらくワイドショーを賑にぎわせることとなった。

　犯人は30代の男性。勤めていた会社が不景気の煽あおりを受けて倒産し、働き口がなくなってからは自治体からの補助金を受けながらギャンブル漬けの生活を送っていた。スーパーマーケットの半額の惣そう菜ざいで空腹を満たし、徐々に資産は尽きていく。そんな生活の末に犯罪に手を染めたのだという。見上げた行動力だ。

　なぜこうした背景が判明したのかというと、男が懇切丁寧に自らのＳＮＳアカウントに詳細を書き込んでいたからである。投稿の内容は、政治への一面的な批判と、自らの生活苦が一向に変わらないことに対する不満で埋め尽くされていた。

　報道の中では、社会におけるセーフティネットが十全でない現実にフォーカスされたコメントが多数並んでおり、それに応じてハイジャック犯の境遇に憐あわれみや同情の目を向ける意見が散見された。

　はて？

　ぼくの手によって乗客が全員助かった、その事実はどこに行ってしまったのだろう？

　もしも航空機が墜落して、乗員と乗客すべてが死亡してしまった場合はどのような報道になっていたのだろう？

　世間は加害者を弱者と見立てた。弱者も健やかな人生を歩むのが社会のあるべき姿と捉えた。勝手な理想を共通認識として提示し、滲にじみ出でたギャップを問題視して責任の所在を問う。

　けれど、そもそも世間とは人間の集合体だ。

　そもそも、ぼくの細腕で生命を脅おびやかされる程度に脆もろい存在だ。

　人間はひとりでは生きていけない。

　そう口にしながらも他人を傷つけ、害することで生きている。

　それを『しかたないもの』として正当化しながら生きている。

　ぼくはもともと、人間などに興味はなかった。世の中にはいろいろな人間がいて、好きなものや嫌いなものは千差万別で、そうした複合的な構成要素が重なり合っているから、興味を抱いても意味がないと幼心ながら感じていたから。

　けれど、このハイジャック事件と、事件にまつわる世間の反応を目まの当あたりにした際に、はじめて興味が湧いたのだ。

　そして同時に、天から許しを賜ったのだと悟った。

　ぼくの行動が他者の生命活動に関わった。

　すなわちそれは、ぼくにそうした権利が認められているということだ。

　それならば。

　観察したい。

　観測したい。

　その結果、自浄作用が間に合わないというのなら、ぼくが代行者に──。

　否、粛清者になってあげたい。

　これは、紛れもない、人きみ間たちへの愛だ。
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　　　　　一




　各種ＳＮＳサービスや動画サイトで１００万人以上のフォロワーを抱える現役高校生インフルエンサーの学生生活がどのようなものかと問われれば、おそらく『人による』以外の答えは得られないのだろうけれど、少なくとも僕のスクールライフは無味無臭に尽きる。

　インターネット上のコミュニケーションと、現実のコミュニケーションはまったく種類が異なる──意訳すればそういうニュアンスのことを、お世話になっている大学教授に言われたことがあるけれど、まったくもってそのとおりで、ＳＮＳ上で人気を集める人間が現実でも絶えず人に囲まれているかというと、きっとそうではない。

　けれど、そんな無味無臭な日常の中でも、周囲の声は耳に入ってくる。

『ねぇ、昨日のクエスト見た？』

『見た。ホラー映画のやつでしょ？』

『あれってほんとにホラー映画観みた人いるのかな、ちょっと唐突だよね』

『私は観みてないなー』

『でも、ちょくちょくタイムラインに観みてるっぽい呟つぶやき流れてきたよね』

『そういや後輩が観みてたっぽいなー』

『マジ？　よくやるわー』

『あれってなんの意味があるんだろうねー？』

『まあ、もともと猫の写真を上げること自体あんま意味なくね？』

『いやいや、RootSpeakルートスピーク眺めてるだけで癒やされるんだからめっちゃ意味あるじゃん』

　周りで話題になっているのは、ブログ型ＳＮＳ『RootSpeakルートスピーク』で近ごろトレンドになっているハッシュタグ『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』についてのものだ。

　ワード自体は１ヶ月ほど前に生まれたものらしいけれど、ここまで大きな話題になったのは１週間ほど前からである。『お題』を掲示する『本体アカウント』が１日ごとにテーマを投稿し、それに応じた写真を各ユーザーが投稿する、一般参加型の大喜利のような企画だ。『今日は気温が高くてお昼寝日和。お昼寝中の写真をシェアしよう！』とか、そんな感じ。本体アカウントのフォロワー数はワードの拡散にともなって爆発的に増え続けていて、いまや１５０万を超えている。インフルエンサーどころの騒ぎではない。

　個人的に抱いた印象だけれど、ソーシャルメディアでは殺伐とした『負』の話題が拡散されることがたびたびあって、著名人の訃報や、理不尽な事件・事故について語られがち。そんな空気感の中に、『ただ眺めているだけで癒やしを得られるテーマ』と『誰でも気軽に参加できるハードルの低さ』が絶妙にマッチしたことで、これだけの拡散数が生まれているのではないかと思っている。アカウントから人間の気配を消し去っていて、機械的に投稿されているのも好印象を与えるのではないだろうか。

　僕はインターネット上で活動する動画配信者だ。自分が『生きている人間であること』を押し出すことで、さまざまな人たちからの共感を得ている。根本的に運用方針が異なるので、僕に#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストのような真ま似ねはできないな、と思う。

　そうした会話を尻目に、僕は今日も、授業を終えると同時に教室の席を立って、廊下の人波を縫うようにして校舎をあとにする。

　目と鼻の先にある大学棟に踏み入ると、僕は一目散に構内の多目的トイレに向かう。

　そして変身する。

　中なか村むら真ま雪ゆきから『神か村むらまゆ』へ。

『女の子よりもかわいい男の娘配信者』の皮を被かぶる。




　山やま吹ぶき大学の研究棟は文系学科と理系学科でそれぞれ分けられているそうで、玲れい華かさん──白しら鷺さぎ玲れい華か教授の所属する社会学部は前者にあたる。どういう違いがあるのかというと、理系棟が比較的近年に改修されてとても綺き麗れいなのに対して、文系棟はかなりの年季の入った建物になっている。外装もさることながら内装もそれなりにガタが来ていて、その最たるものだと個人的に思っているのが玲れい華かさんの研究室の扉だ。開けるのにそれなりの力が必要で、なおかつコツを摑つかめないとスムーズに開閉できない。一見、とても不便なように思えるのだけれど、この開閉音によって「部屋に誰かが入ってきたこと」がわかるので、玲れい華かさん的には重宝しているのだと以前聞いたことがある。

　そんなわけで、今日もコンコンと軽いノックのあと、ガタガタと大きな音を鳴らして研究室の扉を開いた。

「おはようございます！」

　部屋には部屋の主である玲れい華かさんと、助手を務めるひまりさんのふたりがいた。もうひとりの助手である蓮はす水みはまだ来ていないらしい。後期に入ってからひまりさんは平日すべての曜日において14時までに講義を終わらせるスケジュールを組んでいるらしいので、放課後に研究室を訪れるといつでも会える。就職活動のため、と本人はおっしゃっていたけれど、その感覚は僕にはわからなかった。けれど世の中には僕と同い年で就活を進めている人もいるわけで、こうした認識のズレが立ち塞がるたびに自らの世間知らずを実感する。

　いつもなら挨拶が返ってくるはずなのだけれど……どういうわけか、今日は雰囲気が違った。玲れい華かさんがＰＣと睨にらめっこしているのはいつもどおりではあるのだけれど、ひまりさんも同じような姿勢でノートパソコンを開き、顔をしかめている。耳にはワイヤレスイヤホンが付けられていて、僕の声が聞こえていないのはおそらくそのせいだ。どうしたんだろう、なにか大事なお仕事中なのかな。邪魔するのは本意ではないんだけれど、かといってなにも反応がないと少しだけ不安になる。

　研究室には、打ち合わせや来客対応用に使われるソファが置いてあって、その脇の棚にはコーヒーメーカーと電気ケトル、大量の新品の紙コップが置いてある。研究室に入り浸っているメンバーは利用し放題。温かい飲み物が欲しいところだったのでミネラルウォーターをケトルに注いでスイッチを入れると、ちょうどデスクから「教授」と声が聞こえてきた。

「やっぱり動画サイトではタグの裏まで考察しているものは少なくて、写真を紹介して楽しんでる配信者がちらほらいるくらいで──っと、真ま雪ゆきくん来てたんだ。ごめん、気づかなくて」

「いえ……僕、お邪魔じゃないですか？」

　ひまりさんに確認を取ったつもりだったのけれど、返事をくれたのは玲れい華かさんだった。

「ちょうどいいところに来た。むしろ好都合だ。きみにも話しておかなければならないことがある。動画配信者『神か村むらまゆ』としてのきみに、だ」

　その言い方に少しだけ引っかかりを覚える。

　僕はインフルエンサーと言われる存在だ。自称しているわけではなく他称だけれど。

　そして、ソーシャルメディアを対象とした研究をおこなっている玲れい華かさんにとって、僕のような存在は研究対象となる。だからこの場所に通っている。

　これまで何度も会話を重ねてきたけれど、玲れい華かさんは僕の中身に興味を持ってくださっていたのだと思う。

　わざわざ『インフルエンサーとしての僕』になにかを語られた覚えはない。

　つまり、そこにはなにかしらの意味があるはずなのだ。

「……はい、お聞きします」

　すると玲れい華かさんは腰を上げ、コーヒーメーカーのもとにやってきて、先ほど僕が沸かしたお湯とインスタントコーヒーを紙コップに注ぐ。

「掛けるといい。ひまりも」

　そうして僕とひまりさんをソファに誘導しつつ、自らも腰を下ろす。

「きみは──」

　そう語り始めたところで。

　ガタガタと、ふたたび引き戸が鳴り、新たな訪問者が現れた。

「こんちわ、おつかれさまで…………あれ、なんか会議中っすか……？」

　そこにいたのは蓮はす水みだった。蓮はす水み凛りん。僕の元同級生であり、大切な友人である。彼女に関する紆う余よ曲きよく折せつについては割愛するけれど、現在はこうして玲れい華かさんの研究室で助手……の、さらに補佐を務めている。ひまりさんの時間の都合がつかないときに率先して玲れい華かさんの身の回りの雑用をしていて、その中でいろいろと自習しているのだ。

「ちょうどいいところに来た。むしろ好都合だ。きみにも話しておかなければならないことがある」

「定型文！」

　ひまりさんの鋭いツッコミが炸さく裂れつする。一方で蓮はす水みはきょとんとした顔で首を傾かしげ、「とりあえずあたしも座ればいいんすかね？」と僕の隣に腰を落ち着けた。到着から１分も経たっていないのに順応が早すぎない？

　しかし玲れい華かさんはまったく動じずにコーヒーをひと啜すすりして、質問を投げかけてきた。

「RootSpeakルートスピーク上で注目を集めている#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストは知っているかね？」

　ひまりさんからも同じような質問を受けたなぁ、なんて考えつつ、端的に答える。

「はい。もちろんです。ユーザー間で猫の画像をシェアするハッシュタグですよね。参加者の年齢層は幅広くて、僕の周囲でも流行しているようです」

「あたしも知ってるっす。RootSpeakルートスピークはやってねえけど、古着店うちの店長がよく話してるんで。なんか奥さんがハマってるみたいっすよ」

「ふむ」

　玲れい華かさんはそう相あい槌づちを打って、切り出した。
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　いつのまにか、当たり前のようにそこにあるもの。

　情報を得るためにＳＮＳを利用している人々は、検索欄を活用して能動的に目的のものを探しにいくこともあれば、タイムライン上に更新されて流れていく投稿や、個々人の用途に合わせてサジェストされる注目ワードなどを通じて受動的にテキストを摂取している。

　トレンドには起点となるきっかけがあって、発信力のある個人や団体が拡散を促したり、流行気配に敏感なトレンドセッターと呼ばれる人々がそれらをいち早く察して拡散し、放射的に広がっていく。さまざまな人々のもとに情報が届き、受け取った人々が新たな発信者となって広めていき……とループを起こすことで、流行は形成されていく。流行したコンテンツにのみ関心を示し、それに熱中する『ミーハー』と呼ばれる人々も、こうした構造の上に成り立っている存在なのだと玲れい華かさんは語った。

「現在RootSpeakルートスピーク上で話題となっているハッシュタグ『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』は……いったい誰が流は行やらせたのだと思う？」

　玲れい華かさんからの問いかけに、僕は口を噤つぐむ。理由は明白で、知らなかったからだ。いつのまにか、当たり前のようにそこにあった。いつのまにか日常的に目にするワードのひとつとして浸透してしまっていた。

　僕たちが答えあぐねていると、玲れい華かさんは早々に答えを開示する。

「RootSpeakルートスピーク上で散逸的に発信源を突き詰めるのは現実的ではない。特定の投稿が発信源だと決めつけることはできないからね。そこで、RootSpeakルートスピーク上の特定の検索ワードの増加率を抜き出してグラフ化してみたところ、10月の中旬から末日にかけて投稿の総数が１２０倍に増えていた。その転換点となったあたりの投稿ログに見当をつけてさらに精査したところ、とあるインフルエンサーの投稿が拡散されていたことが判明した」

「とあるインフルエンサー……？」

　ふだんタイムラインを追わない僕には心当たりがない。

　過去の炎上経験がきっかけでＳＮＳから距離を置いている蓮はす水みも首を傾かしげている。

　そんな僕たちに、玲れい華かさんは変わらない口調でこう言った。




「鳳おおとり仙せん華か。彼女が#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストを国内に広めた張本人だ」




　鳳おおとり仙せん華か。

　直接お話ししたことはないけれど、もちろん名前は知っている。

『ＩＱ２００の天才美人女子大生』としてさまざまなメディアに出演している人だ。難関大学に現役で首席合格した女子大生で、整った容姿から繰り出される論理的で語気の強い物言いが人気。テレビやインターネットの討論番組で理路整然とした口調で相手を打ち負かし、社会問題を取り扱う専門家と対等、もしくはそれ以上の激論を交わす姿がたびたびクローズアップされる。ショートムービーの投稿サイトでは『頭でっかちの評論家を女子大生が言い負かす瞬間』などとタイトリングされた番組のダイジェストがバズっていて、男性だけでなく女性の支持者もたくさんいる。それこそ──僕と同じくらい、またはそれ以上に。
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「彼女の本名は茜あかね谷や深しん紅く。茜あかね谷やグループの令嬢だ。以下、彼女への呼称は本名で統一する」

　玲れい華かさんは次のように語った。

「地上波の番組で、直近のトレンドワードをランキング方式で紹介するものがある。その中に『インフルエンサーが注目する次のトレンド』というコーナーがあり、ゲストとして呼ばれていた鳳おおとり仙せん華かが『猫の画像を眺めては癒やされているんですよ』と取り上げていた。もともとソーシャルメディアにおいて『動物』はシェア数が多くなる傾向がある。番組の放映日を皮切りに、RootSpeakルートスピークでのハッシュタグの拡散数が右肩上がりとなっていた」

　そして玲れい華かさんは、そもそもRootSpeakルートスピークというサービスが、どのような成り立ちを持っているのかについて語ってくれた。

「あれは鳳ほう雛すう学園大学に所属する大学生たちが集まって作られたものだ」

　僕たちがいつも利用しているＳＮＳは国外に拠点を持つものが大半であるところを、試験的に国内の情報に特化したものを作ったのだという。

「ここでひとつ不思議な点が出てくる。ソーシャルメディアの原理は『六次の隔たり』。人間関係を６人分渡れば世界中の人々と繫つながるという大規模な仮説。ということはだ。RootSpeakルートスピークの『国内の情報に特化する』という運営施策はこれらの原則から外れているわけだよ」

「……たしかに、そうですね」

　思わず頷うなずいてしまう。ソーシャルメディアのメリットのひとつとして、世界中の人々とインターネットを通じて容易たやすく繫つながることが挙げられると思う。僕がいつも使っている動画サイトだって、いわばＳＮＳのうちのひとつで、配信には国内だけでなく、別の国からのコメントだってたくさんついたりする。

「なのにもかかわらず、RootSpeakルートスピークはいまや日常生活に当たり前のツールとして浸透しているわけだ」

「……考えたこともなかったです。僕がRootSpeakルートスピークを知ったきっかけは、当時の配信の視聴者や、他のインフルエンサーが話題にしていたからです。今一番熱いＳＮＳはこれだ、なんていう煽あおり文句も聞きました」

「あたしもそんな感じだったっすね。周りの友達が当たり前のように使ってるからってことで、ノリで始めたのがきっかけで」

「ふむ」

　玲れい華かさんはいつものように頷うなずいて、続ける。

「では、なぜか？　グローバリゼーションを重要視される世論に反抗するように、国外の利用者のユーザビリティを考慮せず、国内での情報発信および情報受信に絞ったこのサービスが、なぜ大規模化したのか。端的に言えば、サービスのリリース当初からユーザーの莫ばく大だいな外部流入がおこなわれたからだ。新しいサービスが始まったことを発信力のある個人が喧けん伝でんし、自身も利用者となることで支持者たちを誘導した。その先陣を切ったのも──」

「……鳳おおとり仙せん華かさん、ということですか」

「そのとおりだ」

　僕の言葉を肯定した玲れい華かさんは、「さて」と次の話題に移行する。

「当然ながら、RootSpeakルートスピークの規模が肥大化するにあたって、私と同じような着眼点から疑問を持つ人間も多かった。そして当時、ガジェット系のニュースメディアがRootSpeakルートスピークの開発陣にインタビューをおこなったところ、対面式のやりとりは拒否され、代わりに書面での取材がおこなわれた。当該記事を見せよう。こちらへ来なさい」

　そう言って席を立った玲れい華かさんに続いて、僕たちはぞろぞろとＰＣの設置されたデスクへと向かう。

　手元のマウスを操ってディスプレイにウェブブラウザを表示させた玲れい華かさんが、表示されたテキストの一部を指し示した。

『かつて国内に存在し、その後利用者数を削られるかたちで消え去ったサービスの中にも、ユーザーのニーズに沿った素晴らしい機能がいくつもありました。しかし、当時の使用感に愛着を持っていた方もたくさんおられるはず。だからこそ流行したのではないかと考えます』

「そして、この記事がリリースされる３ヶ月前。RootSpeakルートスピークのユニークユーザー数が爆発的に増える以前。新興ＳＮＳとしてメディアで紹介された際、論客としてゲスト出演していた茜あかね谷や深しん紅くの音声も残っている」

　そして玲れい華かさんは無数に開かれたフォルダのひとつから動画ファイルを引き出して、ダブルクリックをする。

　再生された映像で、鳳おおとり仙せん華かさんが述べていたコメントは──。

「同じだ……というか、インタビュー記事の内容が鳳おおとりさんの言葉を丁寧に書き起こしたみたいになってる……」

「そういうわけだ。メディアに掲載された記事でインタビューに答えているのが誰なのかは明確になっていないが、茜あかね谷や自身が記したものか、はたまた運営代表者が音声をそのままトレースしたのか……茜あかね谷やがこんな綻びを見せるとは思えないから、おそらく後者だろうな。ともかくとして、だ」

　玲れい華かさんはデスクに常備してあるタバコのスティックを１本手に取って、それを専用の機器にねじ込みながら言う。

「この内容を鑑かんがみるに、おそらくRootSpeakルートスピークを実際に開発した学生たちには頭脳が欠落していた。そして鳳ほう雛すう学園大学には、すべてを計画的に成すことのできる優秀なブレーンがひとりだけ存在したわけだ」

　タバコを口に咥くわえた玲れい華かさんが、ふぅ、と紫煙を吐きながら続けた。

「ようは、これまでの基軸とは異なる新興ＳＮＳを浸透させるまでの一連の流れ。ここまでがすべて計画の内だったと考えられる。つまりRootSpeakルートスピークは茜あかね谷や深しん紅くによってかたち作られたサービスであると、状況から見て察せるわけだよ」

　吐き出された煙が空気に溶けていく。

「茜あかね谷や深しん紅くの表の顔は、容姿端麗で頭脳明めい晰せきな淑女でしかない。しかし私は彼女と何度か関わったことがある。一度、ひまりにも立ち合わせた」

　玲れい華かさんの言葉に、ひまりさんは「そうですね」と首肯する。

「単刀直入に聞くが、彼女にどのような印象を抱いた？」

「……あの人は……あれは──」

　ひまりさんは少しだけ言いい淀よどんで、ごくりと喉を鳴らしてから言葉を続けた。

「教授がおっしゃっていた、『化生のたぐい』という言葉がしっくり来ました。あんなに澱よどんだ瞳を、わたしは見たことがありません」

「ふむ」

　軽く頷うなずいて、玲れい華かさんはふたたび僕と蓮はす水みに目を向ける。

　そして、こう口にした。

「単刀直入に言うが、#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストには絶対に関わるな。これを喧けん伝でんした人物と、RootSpeakルートスピークを広めた人物が同じだと考えられる以上、このハッシュタグは『RootSpeakルートスピークというシステム』そのものを利用した誘導だといえる。彼女がなにを企たくらんでいるのかを、現段階ではまだ察することができない。これについては後々のハッシュタグの投稿内容から見て判断をする。ただ、そうだな──現状で描ける最悪のシナリオとしては──」

　身構える僕たちに玲れい華かさんが語り始めたのは。

　とてもスケールの大きい、想像すらおよばない──。

　──それでいて、最悪の仮説だった。
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　それから#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストは連日、意味のわからない課題を提示し続けた。

　一例を挙げると、このような内容。

『朝４時に起床し、なるべく高いところに登って日の出の写真を撮ってください！　地平線を眺めて自らの存在の小ささを実感し、箱庭の中の自由を感じましょう！』

『朝４時に起床し、線路の近くで始発電車を眺めてください！　社会の雑踏の形成を担になっているのがこの電車です。外から眺めて自由を感じましょう！』

『朝４時に起床し、そこから20時間、誰とも話さずに過ごしてください！　口は災いのもと。今日１日しっかりと自己を見つめ返しましょう！』

　見返しても、意図の不明瞭な投稿である。

　しかし……なぜかサービス上では、こうした謎のクエストにしたがって、その経過を報告したり、実際に写真を投稿したりするユーザーが散見された。

　僕の通う教室でも賛否が分かれていて、

『ねぇ、さすがにもうやってないよね、あのクエスト』

『無理無理。朝４時に起きて出かけるなんて家族が黙ってない。つうか普通に寒いし』

『あたしもそう思うんだけどさ。なんかうちの部活の後輩が続けてるっぽくて』

『えぇ……？』

『止めたほうがよくね？　やばいじゃん』

『って言ったんだけどね。なんか、朝の空気ってすごいおいしいんですよーみたいな感じではぐらかされちゃった』

『こんな街中で空気うまいもまずいもないっしょ』

『だと思うんだけどねぇ』

『先生の中でもやってる人いるっぽいよ』

『うっそ、まじぃ？』

『ほら、数学の……』

『ああ……あの先生、生徒のアカウントにも平気でメンションしてくるよね』

『リプつけられると目に入るじゃん？　めっちゃ#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストって投稿してた』

『さすがにＳＮＳのアカウントくらい放置しててほしいわ……』

『そう？　歳としも近いし担任でもないからあんまし気になんないかな』

『あんたらまだブロックしてなかったんだ？』

『容赦ねー！』

　……などと、ハッシュタグについてのスタンスも個人の間で変わってきているらしい。あくまで教室内の会話を盗み聞きしただけなのだけれど。

　そして放課後。

　研究室にて。

　くだんのやりとりを耳にしたと報告すると、玲れい華かさんは「ふむ」と頷うなずいた。

「類例からはやや外れてはいるものの、過程は同じか……」

「過程は同じ？」

　おうむ返しをする僕に、玲れい華かさんは穏やかな口調でこう語った。

「朝４時に起床しろ、という課題は、参加者の正常な思考能力や判断能力を低下させるために指定されているわけだよ。過去に似た事例があるんだ。それこそ、先日私が説明した『最悪の仮説』に関連する事例だ。同時に、仮説の信しん憑ぴよう性せいがなおさら高まったことを意味する」

　そして玲れい華かさんは、室内に集まった僕、ひまりさん、蓮はす水みに向けて質問を放ってきた。

「きみたちはエコーチェンバー現象を知っているか？」

　僕と蓮はす水みがふるふると首を振る。ひまりさんは苦々しく笑いながら、

「聞き覚えはあるんですが……」

「講義で話した記憶があるが」

「…………すみません、改めてお聞かせ願えると幸いです」

　と、深々と頭を下げる。

「まあ、あくまでＳＮＳを取り扱った際に余談として話した程度なので、覚えていないのもしかたがないだろうね」

「無駄な謝罪！」

　頭を下げた姿勢から、起おき上あがり小こ法ぼ師しみたいに元に戻ったひまりさんとともに、玲れい華かさんの説明に耳を傾ける。

「語源から話そう。エコーチェンバーとは、もともと残響室という意味を持つ。閉鎖された空間で音が残響を長くもたらすように設計された部屋のことだ。転じて、エコーチェンバー現象とは、閉鎖的な空間において同質の意見を持った他者と密にコミュニケーションを取り続けることで、特定の情報や思想が増幅されることをいう」

「えっ、と……？」

　蓮はす水みが脳内を疑問符でいっぱいにしていそうな表情で首を傾かしげるのを見て、玲れい華かさんは補足を入れた。

「たとえば、『競馬界において、スペシャルウィークの世代が最強だ』という人間同士で固まったコミュニティがあるとする」

「教授、未成年相手に競馬で例えるのはいかがなものかと……あとそれ、わたしにも伝わりづらいので……」

「ふむ」

　玲れい華かさんは少しだけ間を置いてから、

「たとえば『料理において、日本食こそが至高であり世界の頂点だ』という人間が集まったコミュニティがあるとする……これならわかるかな？」

「あっ、それなら想像できるっす……たぶん」

「では続けよう。日本食こそが頂点だという人間が集まったコミュニティにおいては、日本食の素晴らしさについての意見に同調が生まれる。味が良い、栄養バランスが良い、趣がある、世界的な評価も高い……などなど、肯定的な声は共感され、しだいに彼らは『日本食こそが頂点である』という思想を強固なものとしていくわけだ」

「そっか……自分の意見こそが正しいと思っている人が発言して、発言者が正しいと思っている意見が肯定されるわけだから、なおさら『正しい』って思い込むようになるんですね」

　僕の呟つぶやきに玲れい華かさんは「そのとおりだ」と答え、さらに続けた。

「では、このコミュニティにおいて、たとえば誰かが『フランス料理こそ至高だ』と声を上げたとするならば……どうなると思う？」

「どうもなにも……聞き入れられないんじゃないっすかね。なんなら空気読めよって叩たたかれるかもしれないし……」

「そうだ。それこそがエコーチェンバー効果の起こす問題だ」

　そう口にして、玲れい華かさんはタバコの電源を入れる。

「同調意識の中で育まれた、歪いびつな客観性。その歪ゆがんだ客観性によって起こる意見の正当化。これによって、自身の思想を強固なものとし、自分と異なる意見に対する検分や考慮の機会が失われてしまうわけだ」

　ひと息に言い切ってから、玲れい華かさんはすぅ、と大きく煙を吸った。

「……ちなみに教授、研究室内での喫煙については誰ひとり正当化してませんけど」

「これはエコーチェンバー現象ではなく私個人の思想に基づく行為なので問題はない」

「エグい詭き弁べん！」

　頭を抱えるひまりさんをよそに、玲れい華かさんはふたたび説明を開始した。

「つまり、日本食こそが頂点だと捉える人間たちのコミュニティにおいて、エコーチェンバー現象によって意見が強固なものとなったとき、対照的に他の食文化は否定的に捉えられてしまう。同様に、『日本競馬の歴史において、スペシャルウィークの世代こそが最強だ』と唱えるコミュニティにおいてはオルフェーヴルやアーモンドアイの実績は『あの世代に比べれば……』と軽んじられる。ポップスこそが最上級だと考えるコミュニティ内でチルドレン・オブ・ボドムの良さを説いたところで一笑に付されてしまう。そういうわけだよ」

「わかったようなわからないような、妙な感じなんですけど、とにかく、いい現象ではなさそうですよね。価値観が固定化すると時代の変化についていけなくなるでしょうし……」

　僕が言うと、玲れい華かさんは「ふむ」と続けた。

「そんな壮大なスケールの話に限らないとも。たとえば、学校の中で『誰々は異端者だ、傷つけても構わない』という価値観が浸透してしまった場合、どうなる？」

「どうなるって……えっと……」

　かけられた言葉を脳内で反はん芻すうしてから、実生活に投影したところで。

「あっ」

　と、声が漏れた。

「……いじめが起こります」

「そう。これも一種のエコーチェンバー現象によって引き起こされるわけだよ。他ひ人と事ごとではないだろう？」

　ようやっと得心がいく。

「ほんとうの意味での客観性が与えられないと、いつのまにか当たり前が当たり前じゃなくなってしまうんですね……」

「そういうわけだよ。もちろん、私は教授という立場を背負っていて、なるべく定量化されたデータや類例を挙げて説得性を担保している。しかし、だからといって私の話している内容が必ずしも正しいとは限らない。万物を疑ってかかるのは難しいことだが、ゆえに必要なことだというわけだね──さて、それでは今回の事例ではどうだろう？」

　絶妙な緩急で、玲れい華かさんは続けた。

「不明瞭な課題の増えてきた#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストが、なおも面白い──そう捉える人間たちが集まるコミュニティにおいて、ハッシュタグに嫌けん悪お感を示す声は？」

　まるで答えのわかりきった例題の回答を誘導するように、こちらに手をやって「どうぞ」と先を促してきた。

「かき消される……？」

　だから僕たちは、当然のように口を揃そろえて──同時に、認識する。

　僕たちの声を聞いた玲れい華かさんは、相変わらずの無表情だったけれど。

　しかし、咥くわえたタバコをギリリと嚙かみ締しめて。

　憎々しげな声で、こう口にした。

「そうだ。おそらくこれからも、意図の判別できないクエストが山ほど投稿されていくのだろうね、あのハッシュタグには。その中で当然、しだいに脱落していく者が増えていくのだろう。けれど当然、愚直に#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストに従い続ける人間もいるのだろうね──その先になにが待ち受けているのか、考える機会を失ったままに」
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　さて。玲れい華かさんの研究室で、ふだん僕がどんなことをしているのかというと──さして特別なことをしているわけではない。中高生の間で流は行やっているＳＮＳについてとか、動画配信者の間で次にブームが来そうなコンテンツについてとか、話す相手が玲れい華かさんでなければ、きっと同年代の人間とファストフード店で語り合うような他愛たわいのない雑談がほとんどだ。にもかかわらず、玲れい華かさんは僕がどんな話題を出しても、当たり前のように受け答えをしてくれる。

　知識の幅が、想像もつかないくらいに広いのだ。

　それでいて、僕からもさまざまな学びを得ようとしているのが伝わってくる。

　僕はまだ高校生だから『大学教授』という職種がどういう意味を持っているのか、どういう役割を持っているのかを詳しくは知らない。でも、聞いた話によると、まだ30歳を迎えていないにもかかわらず、すでに『教授』の地位を持っている時点で、相当な怪物らしい。普通はありえないそうだ。そういう「普通ありえないこと」を、玲れい華かさんは当然のように受け入れているのだから、いろいろな媒体に論客として起用される理由にも頷うなずける。

　僕なんかよりも相当に規模の大きなインフルエンサーだ。

　そんな偉大な人の研究材料としてさまざまなトークテーマを提供しているうちに、陽はとっぷりと暮れてしまっていた。山やま吹ぶき大学付属高校において、生徒は20時までには完全下校だと定められているのだけれど、時計を見るとすでに指定時刻が差し迫っている。玲れい華かさんはあまりルールに頓着がない人（研究室で喫煙しているあたりが特に）なので、僕はいつものように自主的にお暇いとまする。大学棟と高校の学舎が地続きになっている関係上、変にトラブルを生み出したくはない。

　建て付けの悪い研究室の扉を揺らして外に出ると、ひょっこりと蓮はす水みもついてきた。

「たまには一緒に帰ろうぜ」

　思えば、蓮はす水みが研究室で玲れい華かさんの助手を務めるようになってから、もうすぐ半年が過ぎようとしている。もともと土曜日と日曜日……高校の授業が休みになるタイミングで足を運んできていたのだけれど、今では普通に平日も顔を出すようになっていた。

「たまにはっていうか、蓮はす水みはだいたい古あ着つ店ちのお仕事のために先に帰っちゃうでしょ。今日はシフト入ってなかったの？」

　僕が尋ねると、蓮はす水みは「休み」と端的に答えた。手慰みに、インナーカラーが入ったボブカットの先をくるくると指で弄ぶ。

　赤色のヘアカラーはすぐに落ちてしまうから定期的な染髪が必要なのだけれど、最近忙しくて美容院に行っていないからか、少しだけ色がくすんで見えた。

「今日も明日もオフ。だから明日も昼から研究室で雑用だな」

「……それでお店、ちゃんと回るの？」

「この時期はあんまり客足伸びねえしなー。それに、もともと店長から言われてたんだよ。りんちゃんは働きすぎだって──で、お前のほうはどうなんだよ？」

　蓮はす水みは僕と歩幅を合わせつつ、顔を覗のぞき込んでくる。

「高校は卒業できそうなの？」

　少しいじらしい目でそんなことを尋ねてくるので、たどたどしくなりつつも素直に答える。

「なんとかなる……と、思う……試験はちゃんと受けてるし、出席日数も足りてるし……」

「なんかウケるな。お前の場合、別に大学なんかに行かなくても周りの人よりも数段いい暮らしができるはずなのに、そんなことで躓つまずきそうになってるの」

「それはそう……なのかな」

　動画配信者なんて、活動しているサイトが閉鎖されたら一気に食くい扶ぶ持ちを失ってしまう。今日の暮らしが明日も保証されているなんて限らないし、世間の注目から外れてしまったら数字はついてこなくなる。

　翌年の税金が払えない配信者の話なんかも、噂うわさレベルではあるけれども流れてくる。たしかに僕は年齢に見合わないくらいの金銭をいただいているけれど、それを当然のものとして受け入れられるほどの度胸は持ち合わせていない。

　だったらどうして怠慢な学校生活を送っていたのかというと……見通しが甘かったから。

　けれど、世の中にはまだまだ知らなければならないことがあって、僕にはそうした環境が与えられている。灯台下暗しというわけではないけれど、ひまりさんや玲れい華かさんと接することで僕は気づくことができた。

　だから、とにかく今は、遅れをとった学校生活を取り返そうともがいている。

「あたしもいろいろ考えたんだけど、山やま吹ぶき大学目指すことにするわ。入学は１年遅れるけどな」

「……そう、なんだ」

　蓮はす水みがそんなことを口にするので、なんと答えていいのかわからず相あい槌づちだけ打つ。

「１年待たなくても入れるっちゃ入れるけど、ある程度貯金して、しっかり受験勉強しなきゃなんねーからさ」

「待たなくてもいいってどういうこと？」

「定時制って単位の持ち越しができるんだよ。だから、うまく授業を詰め込めば来年の春には卒業はできるって言われたんだよな。でも、そういうスケジュールでまともに卒業できる自信なくてさ。入学金稼ぐために働かなきゃいけねえし、そもそも人生とか進路とか、見つめ直す必要あるなって思ってたし。はじめはさぁ、服飾系の専門学校とかもいいかなって思ったけど」

「いくつか進路を考えた上で、大学に行こうと思ったんだね」

「そういうこと。で、今住んでる家がちょうど２年で契約切れるから、その間に金貯ためて、入学のタイミングで大学の近くにでも引っ越すよ。お前ん家ちの近くとかいいかもな。姉あね崎さきさんともご近所さんになれるし」

「じゃあ蓮はす水みが後輩になるんだ」

「関係なくね？　お前どうせ大学で留年するだろ？　したら学年並ぶじゃん」

「決めつけないでほしいんですけど！」

「それにさ、大学って別の学部の人間とはぜんぜん接点なくなるらしいじゃん。サークルだっけ、ああいうのに入れば話は違うんだろうけど、あたしは学費稼がねーといけねえから、そういうのにはたぶん所属しないし……つうか真ま雪ゆきってどの学部に入るわけ？」

「それは……」

　思えば『どの学部にするのか』なんて考えたことがなかった。いや、わかっているのだ。僕と同年代の学生はみんな志望する大学と学部、学科までしっかりと決めた上で受験勉強に取り組んでいる。学びたいことを明確にして、目標に向かって学習を積み重ねている。

　頭では理解しているのだけれど、それでもなお脳裏によぎる候補はひとつだけだった。

「社会学部……かなぁ……？」

「ふうん。玲れい華かさんの研究室に入りたいから？」

「それはそうだけど……それ以外に理由があるかというと、そうでもない……」

　すると蓮はす水みは嘆息して、人差し指を立てながら口を開く。

「いいか真ま雪ゆき、ひとつ教えておく……内部進学者の社会学部の志望率、めっちゃ高いぞ」

「へえ、そうなんだ。やっぱりみんな興味あるんだね、華がある学部っぽいし」

「じゃなくて」

　蓮はす水みは『わかってねぇなぁこいつ』とでも言わんばかりのジト目をこちらに向ける。

「お前、内申点ヤバいだろ。定期考査の点数もそんなに良くねえし」

「えっと……はい……」

　思わずかしこまってしまう。

「内部進学にあたって、各学部の希望者を募るわけだけど、定員の上限からあぶれた生徒はむりやり別の学部に振り分けられるんだぞ」

「…………ほんとに？」

　すると蓮はす水みは歩みを止めて、今度は「はぁ……」とわかりやすくため息をつく。

「なんで半年以上前に学校辞めたあたしのほうが在学生のお前より詳しいんだよ」

「面目ないです……」

　思えば蓮はす水みって勉強できるんだよなぁ、僕よりも格段に。

　僕よりも遥はるかに優秀な学生だった彼女が学校を去ることになったことに関して、今さらなにを言っても遅いのだけれど、やっぱり残念だと思わずにはいられない。

「どうせ大学で留年するんだし、いっそのこと高校３年生をもっかいやりなおしたほうがいいんじゃねえの？」

　そんなふうにからかってくる蓮はす水み。

　けれど、ふと想像してしまって……思わず本音が漏れた。

「それは……やだなぁ……」

「おいお前どういう意味だ。そんなにあたしのことを後輩扱いしてえのか」

「そうじゃなくて……」

　これ以上弱々しい声があるか、くらいのか細い声が喉奥から漏れ出た。

「だって、１年遅れちゃうと……ひまりさんが卒業しちゃうから……」

　蓮はす水みはすっかり呆あきれた様子で自らの額に手をやりながら。

「お前、マジでややこしい男だなぁ。ぜってえ彼氏にはしたくねえわ……」

「…………むっ」

　ずいぶんな物言いだ。ぼくは売り言葉に買い言葉で反はん駁ばくする。

「ややこしい男じゃなかったら、今ごろ女装配信者なんてやってないんですけど？」

「どういう切り返しだよ」

　どうやら墓穴を掘ってしまったらしかった。なにも言えずに沈黙する。

　蓮はす水みは「やれやれ」とでも言いたげな仕草で、話題を転換した。

「もうひとつ気になってたんだけどさ。お前なんでずっと女装してんの？　こないだ聞いたとき、適当にはぐらかされたからさ。別に配信するわけでもねえんだし、研究室の中でくらいいつもの格好でよくね？　いちいち着替えんのめんどくせえだろ」

「…………うん、まあ、それはそうなんだけど」

　ふたたび家路を辿たどりながら、返答を考える。

　やがてバス停が見えてくる。僕の自宅は徒歩圏内だけれど、蓮はす水みはここからバスと電車を乗り継がなければならない。スマホで時刻表を確認した蓮はす水みが「うえぇ……次の便まで15分もあるのかよ」と呻うめいた。それだけの時間があれば僕は自宅の玄関に辿たどり着つくのだけれど、なんとなく一緒に待つことにした。そして。

「ひまりさんが……女装しているときの僕のほうが好きだって言ったから……」

　先ほど投げかけられた質問への回答を、ぼそりと口にした。

　すると。

「……あのなぁ」

　蓮はす水みは少しばかり怒気を孕はらんだような口調で続ける。

「お前、姉あね崎さきさんのこと好きなんだろ？　だから好かれたいって気持ちはわからなくはねえけどさ、それってお前自身が望んでることなの？」

「僕自身の望みって……どういう意味？」

「いろいろあんだろ。男として見てほしいとか、年下扱いじゃなくて対等に接してほしいとか、告白の返事をもう一度欲しいとかさ。いろいろと情念的なアレが渦巻いてるんじゃねえの？」

　そして蓮はす水みは、大きく手を振りかぶって。




「そういうのも含めて、姉あね崎さきさんにぶつけるんだよ」




　ばん、と。

　激励するように、僕の背を叩たたいた。

「ま、あたしにはそういう経験がねえから、知らんけどさ」

「……ほんとうにずるいよ、それ」




　　　　　五




　これはきっと苦しい言い訳にしかならないだろうし、僕自身もそれを自覚しているのだけれど、僕が蓮はす水みよりも高校の事情に疎うとい理由はそもそも生活の基盤が学業ではないからだ。蓮はす水みが比較的成績が優秀な生徒だったのは間違いないが、きっと蓮はす水みに限らず、他の生徒よりも──なんなら、下級生のほうが学園の事情に詳しいんじゃないだろうか。

　では僕の日常がなにを基軸に回っていたのかというと──言わずもがな、インターネット上での配信活動である。始めた当初は『現実ではないどこか』に居場所を求めていただけだった僕も、いつしか画面の向こう側にたくさんの支持者を抱えて、インフルエンサーとして担かつぎ上あげられる機会が増えた。一度、その責任感と重圧から立場を投げ出してしまおうかと考えていた僕も、ひまりさんや玲れい華かさんと出会って、ふたたび前を向くことができた。

　……もちろん、真っ当に学校生活を送りながら、たくさんの人々の期待に応えるのは骨が折れるし、とても大変だけれど。

　現に今だって、僕は土曜日の深夜に、先日依頼された化粧品メーカーの新商品のレビュー動画を編集し終えて、出力したｍｐ４ファイルを地道に確認している。

　動画編集を経験した人間同士で話すと、かならずといっていいほど『確認作業が一番面倒くさいよね』という話題が出てくる。映ってはいけない情報が入っていないか、文字情報は適切に表示されているか、音量のバランスはちょうどいいか……確かめるべきことがたくさんあるのだ。たまにソフトのバグで映像やテキストの一部が出力段階で吹っ飛んでしまうこともある。地道な工程の積み重ねによって、世の中にはたくさんのコンテンツが生み出されている。

　そういうわけで、眠たい目を擦こすりつつ、シークバーを何度も戻しながら画面の向こうにいる神か村むらまゆを眺めていたのだけれど──。

　ぽこん、と軽快な音を立てて、チャットアプリが新着メッセージの受信を告げる。

『今ちょっと話せる？』

　送り主の名前を見て驚いた。

『春かす日が夜よ鶴づる』。

　もともと子役俳優として知名度を得て、現在はその美貌とキャラクターで中高生から支持を集める女性配信者。先日開催された、インフルエンサーを集めたビッグイベント『ＩＭＦ』にも出演している。そこに至るまでにさまざまな経緯が重なって、奇妙な縁から僕も彼女の抱える問題の解消に関わることになったのだけれど、春かす日がさんの人となりを知っていくうちに彼女の人生観や思想に触れていろいろな対話をさせてもらい、現在は友人のひとりとして関わりを持っている。

　ともあれ、そんなインフルエンサーからの誘いに、僕は手短に返信した。

　──あと10分ほど待っていただければ。

　すると、間髪いれずに通知音が響く。

『んじゃ、これからかけるね』

　──読んでませんよね、返信！

　僕がメッセージを送信するかしないかのタイミングでスマホに着信があった。ご丁寧にビデオ通話。はぁ……と、ひとつため息をついてから、僕は画面をタップする。

『まゆまゆ久しぶり。元気にしてたぁ？』

　画面いっぱいに春かす日がさんの姿が映る。人形を思わせる小さな顔、整った鼻び梁りよう、暖色のリップが乗った小ぶりな唇。耳にはピアスがいくつも光っていて、細い指には火のついたタバコが握られていた。背景に散らかった部屋が見えるんだけれど、本人があまり頓着していなさそうなので言及するのはやめておく。

「元気といえば元気です」

『それにしては疲れた顔してるじゃん。つうか普通にメイクしてんのウケる』

「お昼過ぎまで動画を撮っていて、そこからずっと編集をしていたから、落とすのが面倒くさくて……それに、うまく話せてない部分があったら撮り直す必要もありますし」

『相変わらず真面目だねぇ。アタシからすりゃ考えられないなぁ』

「春かす日がさんの場合は、視聴者の方々も春かす日がさんの性格を把握してそうだから問題ないんじゃないでしょうか？」

『アタシの配信は生活感１００パーセントでお届けしてるからねぇ。産地直送』

「たまに映っちゃいけないものが映ってるんじゃないかとひやひやします」

『それは問題なし。酒もタバコも公言してるアタシに死角はないんだよねぇ。まゆまゆはそこらへん大丈夫なのぉ？』

「僕の場合は、映しちゃだめなものをそもそも撮影部屋に置いていないので……」

『つうか話変わるんだけど、高校の学生証の写真でも女装してるって噂うわさ立ってるじゃん？　あれマジだったりする？』

「マジなわけないんですけど！　そんな話どこで聞いたんですか！」

『アタシの配信のコメント欄』

「限定的すぎるコミュニティ！」

『あー、やっぱガセなんだー、ってチャット欄でも言われてるね』

　春かす日がさんのペースに吞のまれないように抵抗しつつ……ふと、違和感をおぼえる。

「あの、チャット欄って言いました？」

『言ったけどぉ？』

「なんのチャット欄ですか？」

『アタシの配信に決まってんじゃん。さっき言ったでしょ』

　嫌な予感（というか確信めいたもの）に白黒つけるため、僕は単刀直入に尋ねた。

「……もしかして……配信してますか、この会話……？」

『してるよぉ。さっき言ったじゃん？』

　即答だった。

　そして、まったく聞き覚えがなかった。

『……あれぇ？　言ったよねぇみんな？』

　通話の向こう側で春かす日がさんの白々しい声が聞こえる。僕は反射的に叫んだ。

「ぜったい言われてないんですけど！　ちょっと今確認します！　まさかこのビデオ通話の画面ごと放送に載せてませんよね!?」

『いやいや見ないほうがいいよぉ？　まゆまゆの股間に男性器がついてるかついてないかでトトカルチョが始まってるからさぁ。超かわいいじゃんこいつ〜って』

「ついてますから！　ちゃんと男ですから！　というかやっぱり載せてた！」

『そりゃアタシは知ってるけどさぁ、前にまゆまゆの家に遊びに行ったときに見てるし』

　突然なにを言い出すんだ、この人！

「僕を炎上に巻き込もうとしてますよね!?　確信犯ですよね!?　リスナーのみなさん勘違いしないでくださいね！　春かす日がさんがいきなり僕の家に押しかけてきただけですし！　一緒に友達も泊まってましたし！　僕がお風ふ呂ろから上がったときに偶然見えちゃっただけですから！」

『ちゃんとついてたよ、みんな。外れたリスナーの投げ銭は没収ねー』

「どういうシステムのギャンブル!?」

　……そうじゃなくて！

「ちゃんと説明してください誤解が生じる前に！　ニュース記事とかに出ちゃいますから！」

『わかったよぉ。みんな、勘違いすんなよぉ？　アタシとまゆまゆはただの友達で、男女の関係はないからさぁ。安心しなよぉ？』

　にまぁ、と意地悪な笑顔とともに、春かす日がさんは決定的なひと言を放った。

『それに──まゆまゆには心に決めた、大好きな女ひ性とがいるもんねぇ？』

　ああ……。

　終わった……。

　僕が絶望感に打ちひしがれていると、春かす日がさんは『あれぇ、これ言っちゃだめなやつだったっけ？』とシラを切る。ぜったい確信犯だ。春かす日がさんなりに、ここまでは配信に載せちゃってもいいでしょー、という臨界点すれすれのホットワードをぶち込んできたやつだ。いくらなんでも爆弾発言すぎる。自分の影響力を考えてほしい。

『あぇ、でもまだ付き合っていないらしいから、みんな温かく応援してあげてねぇ。高校生の男の子だもんなぁ、片かた想おもいくらいするよねぇ？』

「いじめないでください……怖い……もう絶対春かす日がさんの配信見ないもん……」

　ひとしきりゲラゲラと爆笑したあと（悪魔か？）、軽く咳せき払ばらいをして先を続けた。

『で、まゆまゆ。ここからが本題なんだけどさぁ』

「今のは前置きだったんですか!?　もう許してください切ります！」

『あぁいや、真面目な話。ちょっと暗い話題だから空気を和らげようとしただけ』

「和らぐどころかカンカンに熱されてぐにゃぐにゃになってる気がするんですけど……」

『ねぇまゆまゆ、「#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト」ってわかる？』

　思いもよらぬ話題転換と、急激に変わった声のトーンに、思わず真面目に答えてしまう。

「知っていますよ。詳しくは調べていませんし、関わるなと注意されているので」

『注意って誰から？　まゆまゆって事務所入ってないよね。ってことは……あの人あたり？』

　春かす日がさんは以前、玲れい華かさんを『白しら鷺さぎサン』と呼んでいたので、おそらく配信中だからあえて名前を伏せてくれたのだろう。

「そうです。僕からなにかを質問するではなく、先手を打たれるかたちで」

　意図を汲くみ取とって主語をボカしつつ伝えると、画面の向こうの春かす日がさんは「そっかぁ」とどこか納得したような様子を見せた。

『なるほどなぁ。ってことは、やっぱりあんまり穏やかなワードじゃないってことなんだねぇ』

「……なにか気になることがあったんですよね？」

　春かす日がさんに質問を投げかけると、ふたたび『あぁ、うん』と返ってくる。

『最近、動画のコメント欄とか配信のチャット欄によくそのワードが出てくるんだよねぇ。で、なんか書き込んでる人たちが病んでる系っぽくてさぁ。まゆまゆのところはどうなってんのかなぁと思って。そういう危ない系のコメント来てたりする？』

「いえ、その……僕、あまり自分のチャンネルについてるコメントをチェックしていないのでよくわからなくて……ちょっと確認してみますね」

　ブラウザを開いて『まゆちゃんねる』の管理者画面にログインし、最新のコメントを抽出する。上げた動画にはそれぞれにコメントがつくのだけれど、これらの情報は裏で一元管理できるのだ。その中から、『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』に関するテキストを検索してみる。

　見つかった。

　文体が崩れていたり、感情のままに書き殴ったようなものがたくさんあって、ひとつひとつ読み込むのはメンタルに良くなさそうだ。まゆまゆはなんでクエストやらないんですか？　とか、RootSpeakルートスピークに流れてくるネコの画像と配信だけが心の癒やしだとか、実は裏でクエストやってるんじゃないですか？　など……目的のわからないものがたくさんある。

『見た？』

「……こんなに浸透してるんですね」

『なんかヤバいでしょ？』

　僕が首肯すると、春かす日がさんは『つうかさぁ』と続ける。

『そもそもの疑問なんだけど』

　春かす日がさんは紙巻きタバコを咥くわえて、カチリとライターを鳴らしながら。

『SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストって、そもそもどういう意味なわけ？』

　と、率直な疑問を口にした。

『セパレイションは分かれるって意味でしょ？　水着選ぶときなんかにセパレートタイプとかってよく目にするしさぁ。まゆまゆもわかるでしょ？』

「さすがに女性用水着は着ませんけど！」

　僕のことをなんだと思ってるんだ、この人。

『えぇ……マジ……？　良くないよぉ情操教育的に。まゆまゆみたいな見た目の子が上半身すっぽんぽんでプールとかに入ってきたら、楽しく水遊びしてるキッズたちがいっぺんに性に目覚めちゃうじゃん』

「僕のことをなんだと思ってるんですか！」

『ＳＮＳが生みだしたセックスシンボル』

「包んでください！　オブラートに！」

『いや、セックスシンボルって「性的な魅力で注目を集める人」を示す単語だから、オブラートもなにもそのままの意味じゃね？　さては響きだけでいやらしい想像をしてるなぁ？　思春期かぁ？』
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「思春期ですけど！」

「……あれぇ？　思春期ってだいたい何歳までのことを言うんだっけぇ？　チャット欄の有識者、適当に書き込んで教えてくれるぅ？」

「ちょっと、いきなり梯はし子ごを外さないでくださいっ！」

　僕はぜぇはぁと息を切らしながら、飄ひよう々ひようとした態度を取り続ける春かす日がさんの激流のようなワードを捌さばき続けた。そうこうしている間に、春かす日がさんが僕にコンタクトを取ってきた本題が見えなくなってしまったのだけれど、これでいいのだろうか……。

　やがて、そんな掛け合いが10分ほど続いたころ。

『そんじゃそろそろいい時間だし配信終わろっかなぁ。ここまで見てくれた人ありがとうねぇ。投げ銭くれた人もさんきゅ。この金でいいもん食うわぁ』

「いきなり終わろうとしてる!?　通話繫つながったままなんですけど！」

『あれ、まだいたんだぁまゆまゆ』

「ひどい言い草！」

『今日は昼からずっと銃ぶっぱなしてたから目が疲れてさぁ。体力も限界で、配信締める前にチャット欄読んでただけだったんだよねぇ」

「体力が限界とは思えないくらい声がいつもどおりなんですけど……」

『んで、最近アーカイブのコメント欄が不穏じゃね？　って話になってさぁ。テキトーに他の配信者にも聞いてみるかーっつってまゆまゆに連絡した感じ。ぶっちゃけヤマもオチもないんだよねぇ』

「……そこでどうして僕に白羽の矢が立つんですか」

『だってアタシの友達っつったらまゆまゆくらいしかいないじゃん？』

「身に覚えがないんですけど！　……いや、そりゃ交流はありますけれども」

『はあ？　ナメてるでしょ、アタシの連れの少なさ』

「どういうマウント!?」

『まぁ、なんで友達が少ないかというと、アタシと同じくらい顔がいい配信者としか絡からまないからなんだけどさぁ』

「やめてぇっ！」

　突然の衝撃発言に、僕は慌ててフォローを入れる。補完ではなく保身だけど。

「勝手に敵を作らないでっ！　僕は平和主義者なんですっ！」

　そうだった。

　すっかり頭から抜け落ちていたけれど、春かす日がさんってこういう人だった！

「チャット欄でも『なんも言えねぇ』とか『強者の特権』とか、わかってる奴やつが多いねぇ。えらいぞぉ〜一生ついてこいよぉ〜」

「飼い慣らしてる……悪い大人がリスナーを飼い慣らしてる……」

　呆あつ気けにとられる僕をよそに、春かす日がさんは「そんじゃまたねぇ」と軽い口調で挨拶をした。てっきり僕との通話を終了したのかと思ったけれど、まだ回線は繫つながったままだ。カメラに映る春かす日がさんはきょろきょろと画面を見回してマウスをクリックして、なにか操作をしたあとにタバコを持って、ふたたび声をかけてきた。

『とりあえず配信は終わったから、ここからはオフレコで情報共有の時間ねぇ』

「……ほんとうに終わりました？　ちゃんと配信ツール落としました？」

『あはは。まともな母親みたいなこと言うねぇ』

「その言葉めっちゃ重いです……」

　春かす日がさんは過去、子役として活動していたころに、両親のとある行動に傷ついて実家を捨てた経緯がある。家庭内の不和がもとで自立を余儀なくされた身として共感できる部分が多くて、なにげない雑談の中で僕の家庭事情も伝えたことがある。お互いに同じようなバックボーンがあって、同じような仕事をしていることから、春かす日がさんは僕にシンパシーを感じてくれているのかもしれない。

「で、さっきの話。#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの意味。あれについてなんだけどさぁ」

　ふぅぅ、と口から大量の煙を吐き出して、灰皿にタバコを押し付けながら、今度こそ本題を切り出してきた。

『白しら鷺さぎサンはなにか言ってたぁ？』

　そう尋ねてきた春かす日がさんに、僕は研究室で聞かされた情報をかいつまんで説明していった。




　　　　　六




『はあ？』

　ひととおり聞いた春かす日がさんの第一声には、明らかな怒気が含まれていた。

　そのまま画面の向こうで、乱暴な手つきでタバコに火をつける。

『なんだそれ、クソ腹立つんだけど』

　いつもの間延びした口調は鳴りを潜めて、鬱積した感情を吐露するように春かす日がさんは続けた。

『じゃあなに？　鳳おおとり仙せん華かは自分がRootSpeakルートスピークに関わっておきながら、他人のフリしてアタシに声かけてきたってこと？　自分が携わったサービスで起こった風評被害を憐あわれんでるフリして、赤の他人の白しら鷺さぎサンを頼れって善人ヅラしてアドバイスしてきたわけ？』

　ひと息で１本まるまる吸い切ってしまうんじゃないかと思わせるような深い呼吸をした春かす日がさんは、しばらく苛いら立だちを隠せない様子だったけれど……少し経たったら落ち着いた様子を見せた。

『つうかさぁ。そもそもどういう意味なんだろうねぇ。#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストってさぁ』

「……セパレイションは、分かれる、分ける、分割するっていう意味の他に……『別離』をあらわす言葉でもあるみたいなんです」

『うん。辞書に載ってたねぇ……え、そっちの意味？　そうなのかぁ……』

　画面の向こうから聞こえてくる音声は、驚嘆と疑問に染まっている。

『だんだんワードが怪しくなってきてたじゃん？　病んでるっつうか、参加者を病ませるっぽいお題が頻発してたし。てっきり、どこかのタイミングで「猫を真っ二つにしましょう！」みたいな指示が入って、マジで猫を悪ノリで殺しちゃう人が出てきて、それを批判する人が現れて……って感じでRootSpeakルートスピークがぶっ壊れるんじゃないかと思ってたなぁ。わりと本気で』

「……その発想がさらっと出てくるあたり、春かす日がさんってブッ飛んでますよね。そして、それを発言として配信音声に載せない程度の分別を持っているあたり、逆にタチが悪いですよね」

『もしかして褒めてる？』

「皮肉ってるんですよ！」

　ライブ配信は終わっているはずなのに、この消費カロリーはいったいどういうことなんだろう。手のひらの上でころころと転がされている。

　しかし、春かす日がさんが口にした推測を『突拍子もないこと』と一笑に伏すのは違うと思う。なぜならば、それほどまでに……生命に影響が及ぶくらいの危険性を、すでに玲れい華かさんが示唆していたからだ。

　天才と言われるあの人が「絶対に関わるな」と口にしたほどだからだ。

「玲れい華かさんがおっしゃった言葉を、そのまま春かす日がさんにお教えします」

　僕は呼吸を一拍置いてから。

「飼い猫が飼い主のもとから『わかれる』のは、どんなときでしょうか？」

『……………………うぅん？』

　通話ウィンドウに映る春かす日がさんは、頰ほお杖づえをつきながら視線を上へとやってなにかを考える。しかしそれも束つかの間ま、なにかに気づいたように目を見開いて。

『……あはは……マジで言ってんのぉ……？　やべーじゃん……』

「僕もまだ半信半疑ではありますけど、でも、最悪を想定するならば、これがたとえ荒唐無稽な妄想の産物でしかないとしても、考慮せざるを得ないんです。それこそ、猫を殺すどころの騒ぎではありません」

　他に誰も聞いていないのは知っていたけれど、僕は声を潜めて続けた。

「これは、あくまで玲れい華かさんの仮説ではありますが──」

　そうすることで、僕たちの温度感が伝わると思ったから。

「#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの最終目的は、ＳＮＳを媒介とした洗脳による集団自殺です」
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「あたしはね。なにかを極めたこともない人間が、他人を訳知り顔で揶や揄ゆする姿に……もう疲れちゃったんだ」

　病院のベッドに横たわる彼女の言葉を耳にしたとき、真っ先に『これは使える』と思った。

　彼女が学舎の屋上から飛び降りるに至った心理状態に興味があって病室を訪ねただけなのだけれど、それは思わぬ収穫だった。

　彼女──早さ蕨わらび冬ふゆ美みは格闘技の実績を評価されて鳳ほう雛すう学園大学付属高校に推薦入学を果たし、そのまま内部進学をした女子大生である。とはいえ、現在は休学中の身ではあるけれど。

　鳳ほう雛すう学園は小中高大一貫校として知られていて、特に小学校と中学校は比較的富裕層が集中することもあり、外部から入学してくる人間は注目を集める。全国から集中的に有力選手をスカウトしてチームの強化を狙う「野球部ビジネス」などの言葉が浸透して久しいが、鳳ほう雛すうは団体競技ではなく個人競技での特待生を主に受け入れている。整った設備と優秀な外部指導者を用意すれば成り立つのだから、そういった事情を耳にしたときには非常に効率的なモデルだと感心した記憶がある。まあ、ぼくには関係のないことだが。

　ともあれ、刺激に飢えたお坊ちゃんやお嬢ちゃんにとって、野生的で活発なオーラを持った冬ふゆ美みの姿はさぞ魅力的に映ったことだろう。彼女は元来の社交的な性格も相まって交友関係の輪を広げ、またたく間に学園の中心人物となった。

　そして輝かしい実績を積み上げ、晴れてプロの世界へと至った早さ蕨わらび冬ふゆ美みは、インターネット上でバッシングを受けるようになった。これは後に冬ふゆ美み本人から聞いた話なのだけれど、『現役女子高生格闘家』という看板を背負った彼女について、容姿や発言ばかりを捉え、肝心な試合内容に目を向ける人間が少なかったというのは非常に興味深かった。つまり彼女を叩たたいていた人間は、ろくに競技のことなど知らないままに、知らないことを極める冬ふゆ美みの姿を外野から揶や揄ゆしていたことだ。

　そして彼女は学舎の屋上から──正確には、スポーツ施設の屋上から飛び降りた。それなりに高さのある建物だったそうだが、落下中に雨あま避よけのトタン屋根が緩衝材となり、腕と大だい腿たい部の開放骨折と足首の靱じん帯たい断裂などで済んだそうだ。

　当時、彼女の名前だけは知っていたけれど、それが現状に直結するとは想像していなかった。進学先として鳳ほう雛すう学園大学を選んだ理由はひどく単純で、『実家が遠かったから』。そして『入試を経験したかったから』だ。前者は、ぼくが今後おこなうであろう活動の拠点をつくるため、実家を出てひとり暮らしをするのが必要条件であるという考え。後者は、単純に同世代の学力がどれほどのものなのか、どれくらいの知識を必要とされているのかを体感したいという興味からである。親族からは反発する声も上がったけれど、幼少期の飛行機での一件を知っている人間たちが、そういった声を止めた。

　やがてぼくは大学生になり、冬ふゆ美みと面会する。彼女に利用価値を感じたからだ。

　そのころには突き出ていたはずの骨や裂けた肉なども修復されていた。身体からだ中が包帯で巻かれていたので、腐りかけのミイラみたいだなぁと笑いそうになったけれども。

　病室に入ったとき、冬ふゆ美みはベッドに横たわったままこちらを一いち瞥べつして、なにを言うでもなく窓の外に視線をやった。面会前に看護師から「誰にも口を利きいてくれないんです」と伝えられていたので想定の範囲内ではあったけれど、同時に不快でもあった。

　だから僕はひと言、こう告げた。

「ぼくを他の人間と同じように扱うな、早さ蕨わらび冬ふゆ美み」

　すると冬ふゆ美みはふたたびこちらに目をやって、

「……どういう意味？」

　と、抑揚のない声で口にする。

「そのままの意味だ。ぼくを人間ごときと同列に扱うな、早さ蕨わらび冬ふゆ美み。愚かで、卑劣で、汚けがらわしくて、理性という名の虚像で本能を押し隠すだけの、愛らしい動物と同列に扱うな。走るんだよ、虫むし唾ずが」

「……あんた、どこかで見たことがあるような……？」

「ぼくもきみのことを見たことがあるよ。知ってはいないけれど。同じ大学に進学していたなんて奇遇だね」

「……同じ、大学……そうだ……鳳おおとり仙せん華か……何度か見たことがある……名前も知ってる……」

「それは芸名のほうだね。本名は深しん紅く。茜あかね谷や深しん紅くだ」

　相手から情報を引き出すのに有効なのは、先にこちらから情報を開示することだ。だから、ぼくは有名無実化している出生名を曝さらけ出だす。

　しかし、返ってきたのは予想外の、実に愚かな言葉だった。

「……あたしのことを嗤わらいにきたの？」

「はあ？」

　突拍子もない問いかけに、思わず反射的に声が出てしまう。冬ふゆ美みはまったく表情を変えないまま、訥とつ々とつと語り始めた。

「テレビの向こうで……ラジオの向こうで……雑誌の向こうで……新聞の向こうで……ネットの向こうで、あたしをバカにしていた人たちみたいに、直接嗤わらいに来たの？」

「だからさぁ」

　呆あきれてしまう。ぼくは額に手をあてながら答えた。

「ぼくを人間扱いするなって言ったばかりだろう？　聞こえなかった？　頭は無事なんだろう？　ぼくはただ、きみが高所から飛び降りるに至った経緯をヒアリングしようと思っただけだよ。興味本位でね。きみがもともとどんな人間で、どんな外的要因を受けて、思考がどのように変化して、自罰的な行動を起こしたのか。そうした心理の変遷に興味が湧いたんだ」

　そう告げると、冬ふゆ美みはじっとぼくを見つめたまま静止する。

　およそ30秒が経過してから、冬ふゆ美みは口を開いた。

　そうして出てきたのが、先の言葉だ。

　──なにかを極めたこともない人間が、他人を訳知り顔で揶や揄ゆする姿にはもう飽きた。

　なるほど、彼女が輝かしい栄光を手にした人間だからこそ起こりうる心理変化である。

　ダニング゠クルーガー効果という言葉が世間に認知され始めて久しい。無知な人間は自らの無知を理解できない。専門的な分野の表面だけを見て、遠目から見ていた景色の中の山が、近づいてみると実は険しい山脈だということを知らないままに、すべてを理解したような錯覚を起こす現象だ。格闘技を知らない人間にとって、早さ蕨わらび冬ふゆ美みはまるで世間の厳しさを知らない温室育ちの雛ひな鳥どりにでも見えていたことだろう。

　人類は言葉を覚えてコミュニケーションを取る。言葉によって諍いさかいを起こし、言葉によって争いを起こす。そうした歪ゆがみがインターネットには顕著に現れている。

　一方、現実で１対１の対人戦をおこなえば、早さ蕨わらび冬ふゆ美みは肉体的な強さを持っている。

　──仮に。

　早さ蕨わらび冬ふゆ美みが世間の声に反感を抱き、復ふく讐しゆう心を燃やしているとすれば？

　自らの精神を追い込んだ相手に、直接制裁を与えようと願うのであれば？

　これ以上ない、優秀なぼくの手足となるのではないか？

　だからぼくは問いかけた。

「身体からだの回復にはどれくらいかかるんだい？」

「……まともに歩けるようになるまで半年、完治には１年と少し……」

「そうか。では──きみの肉体が元通りになって、以前のように動けるようになったとき、助手としてぼくのもとに来るといい。心が傷つくのなら、使わなくていい。ぼくの活動にはじきに優秀な肉体的戦力が必要となる。提供の対価として、当面の生活を保証するよ」

　そして、提案する。

「こんな世の中は間違っていると思わないかい？」

　愚かで、卑劣で、穢けがらわしい人間を粛清するための第一歩として。

「ぼくは変えたいんだ。インターネットという明るい闇に支配されたこの社会を」

　するとどうだろう。

　冬ふゆ美みは半身を起き上がらせて、なおも抑揚のない口調で、端的に答えた。

「わかったよ、深しん紅く」

　それは、ぼくと早さ蕨わらび冬ふゆ美みの間に、主従関係が結ばれたことの証左だった。

「あたしは深しん紅くの手足になる」
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　インターネットを利用した犯罪や事件と聞くと、たとえば特定の人物に対する誹ひ謗ぼう中傷による人権侵害だとか、メッセージアプリを悪用したいじめだとか、企業のデータベースに不正アクセスがおこなわれたとか、別れた恋人の逆恨みによるリベンジポルノだとか、商業コンテンツの違法アップロードだとか……そういった『利用者』による事例を思い浮かべる人が多数だろう。現にわたしもそうだった。

　けれど教授が立てたのは、こうした先入観が根本から覆ってしまうような仮説。

「#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの最終目的は、洗脳による集団自殺の誘発だ。そして、その裏にはおそらく──『ＩＱ２００の天才美人女子大生・鳳おおとり仙せん華か』こと茜あかね谷や深しん紅くが関わっている」

　あまりにも荒唐無稽すぎる推理に、わたしはおろか、同じ場にいた真ま雪ゆきくんと蓮はす水みさんも「え？」「……どういうことっすか？」と首を傾かしげていた。

　無理もない。天才の導き出す結論は、往々にしてネジが外れているのだから。

　教授を近くで見てきたからこそ、わたしの頭に刻まれた教訓である。

　これまで教授の常人離れした思考力と行動力、そして豊富な知識に何度も救われてきたけれど……そういった前提条件をかなぐり捨てて『白しら鷺さぎ玲れい華か』という個人に目を向けると、なんというか、ほんとうに変わった人だ。

　集中しているとまったく声が耳に届かなくなるし、読んだ本や資料はすぐに投げっぱなしにする。吸殻やゴミも同様。貴重品や重要書類を研究室に置きっぱなしにして忘れることがたびたびあるし、研究室の鍵は基本的に開けっ放しでセキュリティ意識の欠片かけらもない。日常会話の中では極端にお世辞を嫌うし、比喩が通じないときもある。

　けれどこの場所には、そんな教授の言葉を「戯たわ言ごとだ」と一笑に付す人間はいない。

「この問題に言及するにあたって、そもそもRootSpeakルートスピークの成り立ちから説明をする必要がある。理解が遅れた場合、補完するので遠慮なく質問をよこしてくれ」

　その念押しに、わたしたちは居住まいを正して。

『はいっ！』

　講義を聴講するかのように、教授の言葉に耳を傾けたのだった。




　教授から受けた説明を要約してみる。

　ひとつめ。

　RootSpeakルートスピークというＳＮＳは、そもそも他媒体から多数のインフルエンサーが参入し、別媒体からフォロワーを誘導することで大きくユニークユーザー数を獲得した。この『参入したインフルエンサー』の先駆けとなったのが茜あかね谷やさん、つまり『ＩＱ２００の美人女子大生・鳳おおとり仙せん華か』である。すでに知名度を得ていた彼女は、RootSpeakルートスピークのリリース当初から参入を公言していた。彼女がネット番組などで疲弊した社会や政治への言及や、『鳳ほう雛すう学園大学首席』の実績を信奉するフォロワーに加えて、その恩恵に預かろうとする発信者たちが後発的に続々参入したことで、当初RootSpeakルートスピークは比較的年齢層が高かった。そこから可処分所得の多いファンの獲得を狙ってモデルやアイドル、ストリーマーなどが常用するサービスとなり、全世代に普及した。

　サービスの規模が肥大化したことと、開発陣の大学卒業にともなってRootSpeakルートスピークの運営は法人に委譲されることとなった。そこから何度か運営会社が変遷しており、内部の動きはブラックボックスとなっているらしい。ただひとつ共通点があって、移り変わった運営法人のすべて、どうやら鳳ほう雛すう学園大学の卒業生が代表を勤めているそうだ。教授が個人的にビジネスマンの交流ＳＮＳを辿たどって経歴を探ったらしく、公に出ている情報ではないとのこと。

　そして教授は──RootSpeakルートスピークの企画開発から、茜あかね谷やさんの関連を疑っている。

「『情報を限定してユニークユーザーを獲得する』という手法は塩あん梅ばいがとにかく難しいわけだ。中高生向けのＳＮＳ、音声情報のみでコミュニケーションをおこなうＳＮＳなど、類似例は枚挙にいとまがないが、これまで同様の視点を持ったサービスがリリースされ、消えていくのを何度も繰り返している。サービス規模の拡大を考えるのならば企画の段階でグローバリゼーションを断ち切るなんて考えはありえない。つまり、のちのインフルエンサーマーケティングまでがすべて予定調和だったと考えるほうが自然だろう」

　教授はひと息にそこまで口にした。そこで真ま雪ゆきくんが「グローバリ……えっと……？」と首を傾かしげたため、補足が入った。

「ＳＮＳの根幹にあるのは『六次の隔たり』だ。これは以前きみにも説明したね。間接的な友人関係を６名横並びにすれば世界中の人間と関わりを持てるという仮説だ。情報拡散は国内外を問わずおこなわれる。現在、国内シェアを占めるソーシャルメディアはRootSpeakルートスピークを除いてグローバリゼーションを重視……つまり政治、経済、文化などが国境を超えて地球規模へ情報拡散されているわけだ。要するに、『情報を閉じ込めたサービス』を大きくするための視点を持っている何者かが企画に関わっていたと考えるのが妥当だと思わないかね？」

　この説明に真ま雪ゆきくんだけではなく、わたしと蓮はす水みさんもこくこくと頷うなずいたのだった。




　ふたつめ、茜あかね谷や深しん紅くという人物について。

　彼女のプロフィールについても、教授から共有があった。

「えっ……茜あかね谷やグループってあれっすよね。こないだあたしたちが遊びに行った月つく詠よみマダーランドのオーナーだったような気が……」

「そのとおりだ。他にもアミューズメントパークをいくつも所有している。もっともそうした歓楽地経営はあくまで一面に過ぎないが……今は言及すべきことでもないので置いておこう」

　ここで必要な情報は、茜あかね谷やさんが裕福な家に生まれ、恵まれた環境で才能を磨いてきたということだ。

　そして以前、月つく詠よみマダーランドでのボヤ騒ぎが解決した際に、車中で春かす日がさんから聞いた言葉。春かす日がさんは自らを取り巻く風評被害の相談相手として、茜あかね谷やさんから直々に教授の名前を出されたのだと言っていた。

「茜あかね谷や深しん紅くがRootSpeakルートスピークの内部に干渉できる存在なのだとすると、これまでサービス内で勃発したトラブルにも関わっているかもしれない。その中には──我々にもたらされた直接的な被害も関係している可能性すらある。RootSpeakルートスピークの音声通話機能の実装にともなってすぐさま現れた春かす日が夜よ鶴づるに関する風評被害、そして……それより以前にインターネット上で不法行為を繰り返していた『燃え滓かすの同盟』の存在」

　インターネット上で過去に炎上騒動を起こし、社会に居場所を失った人間たちが結束して集まった『同盟』。彼らの起こした事件に巻き込まれた真ま雪ゆきくんが目を見開く。

　しかし、彼以上に動揺していたのは──渦か中ちゆうにいた蓮はす水みさんだった。

「どういうことっすか……？　あの『同盟』と茜あかね谷やさんが関わってる……？　でも、それが本当だとすると……同盟の集会でメンバーが言ってた『あの人』って……でも……マジで……？　そんな……なんのために……」

　狼ろう狽ばいする蓮はす水みさんをよそに、教授は淡々と説明を続けた。

　さらにもうひとつ、あとから調べて判明したことがある。

　10年前のニュース記事に掲載されたとある旅客機ハイジャック事件のディスクリプションに、「茜あかね谷や会長」という文字列が残っていたのだ。

　閲覧期限が過ぎていたため記事が参照できなかったのだが、わたしが大学図書館で当時の新聞記事を参照したところ──その記述を見つけた。

『機内には茜あかね谷やグループの茜あかね谷や誠せい一いち会長（71）とその親類一同も搭乗していた』

　もっとも、その中に茜あかね谷やさんが含まれていたのかどうかはわからないけれど。

　関連性があるのかどうか、定さだかではないけれど──彼女の人格形成、もしくは行動規範に、なにかしらの影響を及ぼしているのではないかと教授は考えている。

「もし仮に、茜あかね谷やさんが恣意的におこなっているのだとしたら……恐こわいですよね。だってそうなると……他人の心を掌握して、自在に操れるサイコパスということになりますから」

　しかし、わたしの言葉に対して、教授が口にした言葉は衝撃的なものだった。

「私は茜あかね谷や深しん紅くから、昨今社会で取り沙汰される精サ神イ病コ質パ者ス的な気質は感じなかった」

　あくまで、これまでの仮説は教授の頭の中で構築されたものだった。だから、茜あかね谷や深しん紅くという人間の人物像については憶測の範はん疇ちゆうでしかない。

　けれど、セミナー会場で直接相対したときの、あの瞳。

　昏くらく澱よどんだ、深しん淵えんを感じさせるあの目を見てしまったから。

　なおのこと考えずにはいられない。

　教授の言葉に、違和感を抱かずにはいられない。

「感じなかった……？　サイコパスって……その、人を傷つけることにためらいがない人といいますか、倫理の通じない人のことですよね？　これまでの教授の推測だと、茜あかね谷やさんは」

　わたしの疑問に、教授はあっけらかんと答えた。

「概おおむねそのとおりだ。他者に対しての愛情や思いやりといった感情が欠けており、偏執的に行動し、恐怖や道徳、罪悪感に乏しい人間と捉えて相違はない。自尊心の高さと、弁が立つこと、さらに呼吸をするように虚言を吐くこともサイコパスの特徴だと言われている」

「だったらなおのこと、茜あかね谷やさんに当てはまるんじゃ……？」

「たしかにそう見える。否、茜谷深紅自身もそう思い込んでいる可能性がある」

　教授はなおも続ける。

「実際、こうした精神病質や社会病質のたぐいは定義が難しく、どういった要件を満たせば判定されるのかは議論が交わされているところだ。ただ一方で、彼女にはサイコパス、もしくはソシオパスとして見るには不十分な点がある。彼女は共感性を有し、かつ衝動性を有さない」

　仮にこれが本当のことなのだとして、なにを意味するのかというと。

「茜あかね谷や深しん紅くの感情にアプローチをかけることは、可能なのかもしれない」

　教授はそう告げて、最後の説明に移った。




　ハッシュタグ『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』について。

　突然RootSpeakルートスピーク上に降って湧いたこのワードを語るにあたって、教授はこう切り出した。

「きみたちは『ブルー・ホエール・チャレンジ』を知っているかね？」

　別名「青い鯨」とも言われるこの問題は、近年話題となった『ＳＮＳを悪用した自殺ゲーム』の一種である。

　クローズドコミュニティに集められた参加者は、50日間にわたって管理者から毎日異なる『チャレンジ』の履行を要求され、クリアしたユーザーはＳＮＳに証拠となる画像を投稿する。

　はじめは毎朝特定の時間に起きる、ホラー映画を観みるなどの簡単な課題を進めていくのだが……徐々に過激なものへと移り変わっていく。特徴的なのは『身体からだに刃物でクジラの模様を刻む』という課題だった。

　このように、管理者は同調圧力や自傷行為などを利用して参加者を追い込んでいき──最終日、自殺を教唆するのだ。

　なお、ブルー・ホエール・チャレンジの首謀者は、自殺教唆の罪で逮捕されている。しかしそれまでに１００名を超える死者が出ており、各国で社会問題として捉えられ、危険視されている。発祥とされる国では、わずか１年間で若年層の自殺者が50パーセントも増加したというから恐ろしい話だ。

　そして同時に──脳裏に思い浮かべるのは#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストでユーザーに与えられる数々の課題だ。

　当初はお題に沿った猫の画像をシェアして楽しむだけの、平和なコンテンツに見えていたけれど……それもユーザーの警戒心を解いて参入率を上げるために敷かれたレールのようにも思えてしまう。まるで誰かに操られているかのような錯覚すらおぼえてしまう。

　くだんのブルー・ホエール・チャレンジは50日間で自殺に導かれたそうだ。一方で#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストでは、テイストの異なる課題が30日目にようやく提示されている。

　教授はさらに続けた。

　こうした自殺コミュニティへの規制は年々強化されていて、類似的な事例を誘発する可能性のあるサイトへの導線は発見しだいすぐさま削除要望が飛ぶ。また、各種ＳＮＳにもこうしたコミュニティへのリンクについて削除対応要請が出されている現状だ。自殺ゲームの拡散性に対抗するかたちで、広告代理店などが同じような『チャレンジ』を拡散するチャリティー運動をおこない、バイラル現象を生んだりもしているのだという。

　年々強化されていくセキュリティ。

　しかし、対症療法的に抑制をおこなっていたがゆえに、盲点も発生してしまっているのだと教授は語る。

「いまや国内のシェア率が莫ばく大だいな規模に膨れ上がったRootSpeakルートスピークが、そっくりそのまま自殺教唆に用いられるなんて想定を……いったい、誰が真に受けるんだろうね」

　そして教授はため息混じりに席を立つ。

「そもそもだ。『別離セパレイシヨン』『猫キヤツツ』『課クエ題スト』だなんて趣味の悪いネーミングに、ポジティブな意味合いが含まれているとは思えないだろう」

「……この文字列、なにか意味があるんですか？」

　真ま雪ゆきくんがそう尋ねると、教授は「ふむ」とおとがいに手をあてる。

「『セパレイション』の意味はわかるかな？」

「……えっと」

「『別離』ですね」

　とっさに答えを出せない彼に代わって、わたしが答える。

「『別離』、『猫』、『課題』……関連性あるんでしょうか？　パッと思い浮かばないんですが……」

　首を傾かしげて考え込むわたしたちに、教授は容易たやすく道を示してくれる。

「造語だろうな。ただ、ひとつだけ意味が通じる部分が存在する。『キャッツ』が複数形ではなく、所有格なのだとしたら？　『別離』『猫』までがひとつの意味を持つのだとしたら？　猫が飼い主に別れを告げるのは、いったいどういうときだろうね？」

　意味深なその言葉。

　わたしたちが、３人揃そろって目を合わせていると。実に淡々と教授は続けた。

「────死ぬときだよ」

　そうして。

　ひとしきり語り終えた教授は、もう用件は終わったとばかりにＩアＱイＯコＳスのヒートスティックを咥くわえたのだった。

　これらが以前、教授からもたらされた仮説の全貌。




　教授の話を総合すると。

　わたしたちが直面しているのは、『ＳＮＳの機能や特性を悪用したトラブル』ではない。

『ＳＮＳという仕組み自体を利用した重犯罪』と向き合わなければならないということだ。

　もっとも、これらはすべて教授の推測と仮説が導く、最悪の想定でしかない。

　しかし「最悪を想定して最善を尽くすべきだ」とさまざまな人が口にしているとおりだ。

　一方で……わたしに尽くせる最善が、どこまで及ぶのだろうかと考える。

　インターネット上のコミュニケーションは、相手の姿が見えない状態でおこなわれる。

　それによって円滑におこなわれるやりとりも存在する。ソーシャルメディアは感情や理論を共有し、他者と繫つながる場だ。そこに立場や見てくれなどの外的要因は介在しない。

　しかし同時に、相手が見えないことによってさまざまなトラブルが起こる。接する相手を正しく認識できないからこそ感覚のズレが生じてしまう。匿名性を笠かさに着て容易たやすく悪意をぶつけてしまう。相手が見せている人間性の真しん贋がんが汲くみ取とれず、裏に潜んだ別の顔に気づけないときもある。

　そういうトラブルを何度も目まの当あたりにしてきた。

　だからこそ思うのだ。

　わたしたちが相手にするのは……果たしてどのような存在なのかと。

　果たしてその相手に、わたしたちの手が及ぶのかどうかと。
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『──今朝未明、福ふく岡おか市し中ちゆう央おう区く天てん神じんの道路上で倒れている若い男性が発見され、その場で死亡が確認されました。男性は全身を強く打っており、その場で死亡が確認されたとのことです。現場の状況から自殺と見て捜査が進められており、また事件現場では３週間前にも女性の遺体が発見されたこともあり、なんらかの関連性があるのではないかと見て調査を──』

『──昨日、札さつ幌ぽろ市し中ちゆう央おう区くで女子高生２名がショッピングセンタービルから転落し、全身を強く打ち死亡した件についての続報です。２名はそれぞれ別の高校の生徒で、自殺を仄ほのめかす遺書などは見つからなかったとのことでした。また、当日現場を目撃した人物によれば、なにか言い争いをしている様子はなく──』

『──先日、神こう戸べ市し中ちゆう央おう区く三宮さんのみやの路上で少年の遺体が発見されたニュースについての続報です。現場の状況から見て、少年が単独で近くのビルから投身自殺をはかったと見て引き続き捜査が続けられており──』

『──ここ数ヶ月で若年層の自殺者数が前年比１５０パーセントとなっており、専門家の間でも要因の究明にあたっており、また、故人が予兆を見せないまま自殺するケースが同期間中に60件以上も頻発していることから、なにかしらの外的要因が関係している可能性も──』

『──厚生労働省では、若年層からの無料電話相談を受け付けております──』

　研究室で玲れい華かさんが語った#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストについての仮説が頭から離れない。

　だからだろうか。

　テレビから流れるニュースにも、心なしか『自殺』の登場頻度が高くなった気がする。もっとも、僕の耳がそうしたワードに敏感になっているせいなのかもしれないけれど。

　玲れい華かさんは今日も研究室にこもっていて、ひまりさんも調査の補佐を担当しているらしい。特にひまりさんは、大学図書館で過去の事例を調べたり、警察庁が発表している過去の年別自殺者数をグラフ化したりと、単純ながら重要な役目を担になっているそうだ。そのため室内の整理に割くリソースが減ってしまい、「片付けても片付けてもすぐ散らかるんだよ！　賽さいの河か原わらかよ！」と蓮はす水みが悲鳴を上げていた。冷静に考えれば、そんな頻度で部屋を散らかす玲れい華かさんが最も意味不明なんだけどね。

　どう力添えをしたものかわからないのもあって、最近はすぐに帰宅して、作業部屋に引きこもってひたすら動画の作成に時間をあてるようにしている。研究室に僕が居座ることについて、たぶん誰も咎とがめないし、むしろ好意的に見てくれるだろうことは理解しているけれど、だからこそなにもできない自分を歯がゆく感じるのだ。

　そして、配信者的な観点で言えばそれなりに多忙な時期でもある。

　たとえば夏季休暇の時期は、学生層の視聴数が跳ね上がる。誰でもスマートフォンを持つ時代になったこと、加えて動画サイトの認知度や利便性が浸透したことによって、余暇を動画視聴に当てる人が増えたためだ。けれど、学生が夏休みを送っている間、社会に出て働いている人の大半は特にふだんと変わりなく日々を送っている。

　一方で、年末年始は一斉に休業する会社も多くて、学生に限らず幅広い年齢層の人々が動画を見てくれるのだ。

　そして、年末年始にはイベントがたくさんある。

　クリスマスやお正月など、１年の節目となる催しがあるのだ。

　動画サイトを主な媒体として活動する人間は、メディアタレントやモデルとは異なり、ユーザーとの距離感が近い。だからこそ、視聴者の送っている生活に合わせて、同じ目線で楽しんだり、喜んだりすることが重要なのではないかと考えている。去年のクリスマスや元旦も、実際に僕はライブ配信をしていた。ひとりぼっちの家の中で、ひとりきりで、寄せられるコメントを眺めながら口を動かしていただけだけれど。

　今年はどうなるのだろうか……。

　と、以前なにげない雑談の中で玲れい華かさんにそういう話をしたところ、「だろうね」と当然のように返されたことがある。いわく、僕たちのような動画配信者も、言ってみれば接客業の一種みたいなもので、だからこそ当然のように書き入れ時が存在するのだろう、とのことだった。

　ひと昔前は、僕のように動画配信でお金をいただく人間に対する偏見が多かったのだという。

　僕がインターネットに触れたときは、すでにそういう活動をしている人が当たり前のように目に入っていたから、玲れい華かさんからそう言われたときは衝撃だった。実際、僕のＳＮＳアカウントや動画のコメント欄にもたまに年配の視聴者らしき人から『社会の厳しさを経験していないのになにを言っているんだ』とか、『その年齢でそんな格好をしてネットに顔を晒さらすなんて、親はどう思っているんだ』などの厳しい意見が寄せられることがある。活動を続ける中で慣れたけれど、やっぱり僕のような存在をよく思わない人もいるんだろうな、と妙な納得感をおぼえていたような気がする。

　けれど……最近はそういったコメント自体、いちいち確認しなくなった。

　誰かにどうこう言われたとか、思考の転換があったとか、そういうことではなく……ごく自然にそうなっていた。

　なぜなのか考えてみる。

　たぶん……現実に居場所を見つけられたからなのだと思う。

　それほどまでにひまりさんや玲れい華かさんの存在は大きくなっていた。

　もちろん、蓮はす水みや春かす日がさんも。

　たとえインターネットの向こう側の人間がすべて敵に回ったとしても。電子空間から僕の居場所が欠落したとしても……白しら鷺さぎ玲れい華か研究室は山やま吹ぶき大学の中に確かに存在していて、当たり前のように中なか村むら真ま雪ゆきを受け入れてくれる。そういった安心感を得られるようになっていたのだ。

　だからこそ、僕はできることを精一杯する。

　冬季休暇に入る直前には高校の定期考査が実施される。学生生活を送る上で、勉学に対してまともに向き合ってこなかった僕にとって、ここでなるべくいい点数を取って少しでも高い内申点を獲得しなければならない。今のうちに動画のストックを可能な限り作っておいて、テスト勉強に注力しなければならない。

　これは僕個人の戦いだ。

　このままいけば来年、ひまりさんは大学４年生になる。

　就職活動が始まって、研究室にいられる時間も少なくなる。

　もしかすると、今までみたいに、当たり前に僕の家に遊びに来られなくなるかもしれない。

　限りある学生生活を少しでも長く共有するために。

「…………よし」

　編集作業がひととおり終わったので、動画編集ソフトのエクスポートボタンを押す。時計を確認すると深夜１時。午後７時くらいに作業を始めたので、６時間ほどで終えられたことになる。ずいぶん慣れたなぁ……。

　そろそろ蓮はす水みは眠ったころだろうか。

　ひまりさんは休息を取れているだろうか。

　玲れい華かさんは……うん、玲れい華かさんはよくわからない。休んでいるイメージできないなぁ……。

「んっ……うぅん……、い、うぅ……いったぁ……」

　大きく背伸びをすると、凝り固まった肩の筋肉が悲鳴を上げた。

　同時に、以前ひまりさんが施してくれたマッサージを思い出してしまって顔が熱くなる。よくない。ほんとうによくないんですけど！

　ぶんぶんと頭を振って邪念を吹き飛ばし、ふたたびディスプレイに目を向けると、動画の書き出しはすごい勢いで進んでいて、あと数十秒で完了するところだった。

　パソコンを新調してから動画の編集作業が格段に速くなった気がする。というか間違いなく速くなった。少し前に春かす日がさんとプライベートで通話を繫つないだときに「いっしょにＦＰＳやろうよぉ。アタシがＰＣ選んであげるし、ゲームの立ち回りも教えてあげるからさぁ」と説得されるかたちで購入したハイスペックのものなので、むしろ動作性が良化していないと困るんだけれどね……。ちなみに春かす日がさんが僕を誘った理由は『大会に誘われたときに誘う配信者仲間がいないから』とのことだった。あの人もあの人で苦労してるんだなぁ……。

　やがて書き出しが終わったので、僕は動画サイトにアクセスし、自分のチャンネルのダッシュボードを見る。今度は動画をアップロードするフェーズだ。

　待機時間を潰すために、なんとなくチャンネルの全体コメント一覧をクリックしてみた。先述したとおり、最近はまったく確認していなかったわけだけれど、春かす日がさんと話した一件から、念のため確認してみようと思ったのである。

　そして、見つけてしまった。

　#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストに言及するコメントの中から、ひとつだけ。




『このクエストは人間の救済だ』




　投稿者の名前は……『Fuyumi Sawarabi』。

　どこか聞き覚えのある名前だな、と吞のん気きなことを一瞬思ったりもしたが、すぐに思い至る。

　ひまりさんが話してくれた、過去の親友。

　キックボクシングで輝かしい成績を残したにもかかわらず、インターネットで誹ひ謗ぼう中傷を受けた人物。そして……ひまりさんが守れなかった人物と同じ名前だ。

　珍しい名前だけれど偶然かな……などと思いつつ、今度はRootSpeakルートスピークを開く。

　１日の終わりに各種ＳＮＳをチェックするのが日課となっている。企業からの案件依頼などがダイレクトメッセージ機能で送られてくることがままあるので確認は欠かせない。この機能がもとでトラブルに巻き込まれたこともあるけれど、真っ当に僕を求めてくれる依頼者に誠意のある対応をするのも大事なのだ。

　なんとなくニューストピックの一覧を眺めていると──。

『速報:男性が転落死』

　また物騒な文字列を見つける。

　先ほど作業中に流していたテレビのニュースでこれでもかと自殺報道を聞いていたのに、またか……という気持ちになりながら、そのリンクをクリックした。

　そして……思わず目をみはる。

『──遺体が見つかったのは瓦かわら町まちの路地で、男性はその場で死亡が確認された。身分証などを持ち合わせておらず、身元の特定を急いでいる。遺体は頭を強く打っており、病院へ搬送されたが死亡が確認されたとのこと。警察は事件、事故または自殺と見て捜査を進めている。また事件現場では３週間前にも女性の遺体が発見されたこともあり、続報が入り次第──』

　遺体の発見現場が、僕の見覚えのある場所だったから。

　そして、翌日。

　このトピックは、思わぬかたちで僕の学校生活を侵食することとなる。
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「もう……むりぃ……」

　エラーを吐いて固まった表計算ソフトが一面に表示された、ノートパソコンのディスプレイ。無慈悲なその物体を眺めて、わたしはばたりとデスクに突っ伏した。

　この瞬間がいちばん堪こたえる。

　午後３時過ぎの研究室の窓からは澄み切った冬空が見える。

　対して、こちらは暗あん澹たんたる感情にメンタルを押し潰されかけていた。

　そんなわたしをよそに、教授の奏かなでるタイピング音は一向に鳴りやまない。一瞬、時間が停止したのではないかと期待してみたけれど、そんなわけもないのだった。

　作りかけの資料が吹き飛んでしまった。念のためバックアップが作成されるはずなのだけれど、ここまでの作業のうち幾分かが無駄になってしまったのは変わりがない。

　はぁぁぁぁぁ……と大きくため息をつくと、一緒に弱音が漏れ出してしまった。

「というか……わたしに任せてもらった作業って意味あるんでしょうか……？　もしも教授がおっしゃっていたとおり、茜あかね谷やさんがＳＮＳアカウントを使って利用者を洗脳しようとしているのなら、過去の事例を精査する必要があるとは思えないんですけど……」

　わたしの呈した疑問に、教授は一瞬だけ作業を止めてから、視線を自らのパソコンに向けたまま答えた。

「仮説どおりなら、ね」

「……と、言いますと？」

　間髪いれずにそう言うと、今度はわたしの顔を見ながら。

「ひまり、根本的な事実を忘れていないか。わたしは社会学者だよ」

　そんな言葉をかけられる。

　もちろん教授の立場は存じ上げているわけだけれど、それとこれとどういう関係が……？　という戸惑いがどうやら表情に出てしまっていたらしい。わたしの質問を先回りするかのように、教授は続けた。

「人が自ら命を絶つ場合、背景には相応の理由が存在する。自殺者の分布を捉え、個人的気質の問題なのか、それとも社会的要因が絡からんでいるのかを統計的観点から考えるのも社会学の包括する範囲だ。なんなら、１００年以上も前にフランスの社会学者が書籍を上じよう梓ししている」

「……ということは……この作業が必ずしも茜あかね谷やさんに繫つながっているとは限らないということなんですね」

「辛つらいなら作業を終えても構わないが、どうする？」

「…………」

　教授に自主性を尊重されて、少しだけ考えてしまう。

　今取り組んでいることが、わたしの目的とすり合うのかどうかは判別がつかない。

　けれど、そもそも判別つかないのが当然なのだ。

　なによりわたしは教授の助手である。

　ややあって、わたしはふたたび背筋を伸ばして答えた。

「続けます。だって裏を返せば……この作業が茜あかね谷やさんに……ひいては──冬ふゆ美みに繫つながっているかもしれないから」

　すると教授は「ふむ」と口元を緩める。そのまま作業に戻るのかと思ったのだけれど、

「今さらだが。ひまり、早さ蕨わらび冬ふゆ美みに会ってどうするつもりだ？」

　と尋ねられた。

　これに関してはもともと思いがあったので、素直に答える。

「ひと言だけでもいいので会話をしたいんです。生きててよかったって伝えたいですね……できれば、心配かけやがってって一発ブン殴ってやりたいところですけど」

「ふむ。やはり格闘技経験者だからこそ拳で語り合いたい、というわけか」

「偏見がすぎる！」

　とんでもない思い込みを披露する教授に盛大なツッコミを入れて現実逃避するが、ちらっと見やったディスプレイには相変わらず固まったままのツールが表示されていた。血も涙もない。

　しかたがないので、わたしは席を立ち、研究室の隅に移動した。気分転換は大事なのだ。

　コーヒーメーカーの脇に保管してある豆の残量を確認すると、わたしが先ほど淹いれたぶんでストックが切れてしまっていた。

「わたし、ちょっと買い出しに行ってきますね」

　そう告げて上着を羽織り、ゼミの経費を管理する共同財布を手に取って研究室をあとにする。まあ、これはもともとわたしの仕事だ。教授はそもそも出不精だし、真ま雪ゆきくんは周りの視線を集めてしまうため基本的に室外へ出るのを控えている。蓮はす水みさんは今、古着店『reverseリバース』でのアルバイトに勤いそしんでいるのだけれど、そもそも辞めた学校の構内を歩き回ることが少し辛つらいようなので、こういった所用は変わらずわたしが受け持っているわけだ。

　わたしもコーヒーは好きだけれど、せいぜい口が寂しいとき側そばにあったらいいな、程度のもので正直なところ味の良よし悪あしはわからない。ただ、教授は酸味のあるものが好きらしく、それは大学内の購買部には用意されていないため、徒歩で片道15分ほどかかるコーヒーショップで買っている。気分転換にはいい距離だ。

　研究棟を出て外気に触れると、乾燥した冷たい冬の風が吹きつけてくる。吐息で指先を温めると空気が白く染まった。

　整備された学内の敷しき地ちには色素の抜けた枯葉が積もっていて、並木や看板にはところどころに電飾が巻き付けられていた。もうそんな時期なんだな、と感慨深くなる。

　毎年大学では学生団体によるイベントが組まれているのだけれど、冬季休暇は12月25日を飲み込むかたちで日程が組まれているので、サークル活動などに積極的でなければ構内でクリスマスを迎えることはない。可能性があるとすれば高校の学舎には足を踏み入れることだけれど、あいにく一昨年も去年もキックボクシング部のコーチングの予定は入っておらず、臨時のアルバイトに出ていたし。教授は……うん、あの人の脳内カレンダーにイベントは記載されていないので特別なことは起こらない。夏休み期間同様、仕事の兼ね合いであちこちへ飛び回っている。旅行とドライブを兼ねて寄り道したりするそうなので、休暇中の外出に同行したことはない。だからこそ臨時バイトで割のいいお給金を手にすることもできるのだけれど。

　寺社仏閣の多い地域なので、年末年始は神社の駐車場の交通整理などもあって、わたしにとっての冬季休暇とは『試験に注力するための資金集め』に使う時間なのだった。

「…………はぁ」

　そう思うと、わたしの大学生活ってほんとうに無味乾燥だったんだなぁ……とため息が出てしまう。勉強するために進学したわけだから、本質的には問題ないのかもしれないけれど。

　だからこそ……この１年間は衝撃だった。

　春休み、教授の手伝いをしているところに真ま雪ゆきくんが駆け込んできて。

　真ま雪ゆきくんの正体が、インフルエンサー『神か村むらまゆ』だと知って。

　彼と出かけているときに、偶然街中で蓮はす水みさんと出会って。

　社会に居場所をなくした人間の脅威を知って。

　真ま雪ゆきくんの活動のサポートをするようになって。

　その縁で、春かす日がさんと知り合って。

　社会のレールから外れてしまった人々の一例を知って。

　わたしの日常は、とても刺激的に彩いろどられている。




　そんなふうに思いを馳はせていたところで、ふいに──スマホが振動した。




　はじめはなにかの通知が来たのかと思ったのだが、バイブレーションはおさまらない。アラームはすべて切っている。つまり着信があったわけだ。

　上着のポケットからスマホを取り出すと、画面に表示されていたのは、ふだんお世話になっている山やま吹ぶき高校キックボクシング部の顧問だった。

　そういえば、そろそろ冬季休暇中のコーチングのシフトについて相談させてほしい、と言われていた気がする。なんとはなしに電話を取って、用件を聞くと──。

「……………………えっ？」

　電話口から伝え聞いたその内容に、思わず思考が真っ白になる。

　いつだってそうだ。

　刺激的な日常は、わたしを休ませてくれない。
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　勉学に身を入れるといいつつ、やっぱり学校の授業はとても退屈で疲れる。新作のメイク用品や動画編集の最新技術は積極的に情報をキャッチして自ら楽しく学べるのに、興味のない分野に対してはどうにも食指が働かない。

　なにかに熱中しているとき、永遠に楽しめるからこそ体感時間が長い人と、僕みたいに楽しい時間があっという間に過ぎ去ってしまうタイプ、おおまかに２種類に分かれると思う。僕は後者だ。だからネットサーフィンをしながら化粧品メーカーのサイトを眺めたり、地道な動画編集作業をしているとき、あっという間に時間が消え去ってしまう。その原理でいくと、僕の学生生活はひどく冗長なもののように思えた。

　やっと放課後まで生き抜いて、いつものように研究棟へ向かおうと思っていたのに、この日は想定外の足止めを食らってしまった。

『本日は高等部のホームルームを中止し、東ホールで全校集会をおこないます。速やかに移動をお願いいたします。繰り返します。本日は高等部のホームルームを中止し、東ホールで全校集会をおこないます。速やかに──』

　教室に設置されているスピーカーから音声案内が流れる。

　全校集会？　用件はなんだろう、今朝はそんなアナウンスされていなかったはずだけれど。周囲も「なんだろう？」「なんか知ってる？」とざわついていて、剣けん吞のんな雰囲気を醸かもし出だしていた。こういう臨時の集会にいい思い出はない。

　ホームルームが終わりしだい、すぐさま室外へ飛び出すつもりだった僕もまた、首を傾かしげながら廊下に出て、他の生徒に混じって移動した。

　僕の通う山やま吹ぶき高校は、付属大学に隣接しているものの、中学校・高校の領域と大学の校舎は完全に独立していて、グラウンドや体育館も中等部・高等部が利用するための敷しき地ちが別に存在している。入学式や卒業式などの式典がおこなわれる会場も東西合わせてふたつ用意されていて、今回は東のほうへと誘導されていた。学園祭の演劇などがおこなわれるメインホールである。

　最高学年の僕たちが前列を占めて、そこから学年ごとに後ろへと並んでいく。名簿順に並んでホールの椅子に腰を落ち着け待機していると、徐々に喧けん騒そうが場を支配していく。こんな物々しい雰囲気になったことは……春以来だったか。

　あれは蓮はす水みが学校を辞めた日のことだった。あのときも全校集会が開かれて、壇上でソーシャルメディアについての注意喚起が大々的におこなわれた。周囲からは『教師よりも俺たちのほうがよっぽどＳＮＳについて詳しいのに、わざわざネットについて注意されてもな』などと皮肉めいた声が上がっていた気がする。その会話の中に僕はいなかったし、軽口を叩たたき合えるほぼ唯一といってもいい友人が学校を去ってしまったわけだから、そんな場合じゃなかったのもあるけれど。その後、教室に戻ってから改めてホームルームがおこなわれて生活指導の教諭から直々に、蓮はす水みの退学を告げられたのだった。

　つまり……その出来事に匹敵する事態が起こっているということだ。

　やがて壇上に校長が立ち、起立の号令がかかる。一斉に礼をして、着席をして、やがて周囲の声もだんだんと薄れていって……校長は、神妙な口調で語り始めた。

『たいへん残念なお知らせがあります──』

　そうして告げられた言葉に、各所から驚きを隠せないといったふうに驚きよう愕がくの声が上がる。

　全校集会自体は端的に終わりを告げて、僕たちはすぐに各教室に戻ることになった。

　ニュースの中で見ていた情報が、一気に距離を詰めて僕たちの日常を侵食しようとしている。

　──なにが起きている？

　うずまく疑念を吐き出すため、あらためて玲れい華かさんの研究室へと向かったのだった。




「ふむ……高等部のほうで問題が起こっているとだけ聞いていたが、納得した」

　僕がことのあらましを報告すると、玲れい華かさんはタバコの煙を吐き出しながら神妙な声色でそう言った。

　説明の過程で、ひとつ思い当たったことがあったので、それも合わせて伝えておく。

「亡なくなった先生なんですけど……前に、クラスの女子が話しているのを聞いたことがあります。『あの先生も#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストに関する投稿をたくさんしていたって』」

「…………ふむ」

　玲れい華かさんは目を閉じて黙考する。

　そして、心底腹立たしいとでも言わんばかりの口調で。

「粛清者にでもなったつもりか？　──茜あかね谷や深しん紅く」

　ここではないどこかへ向けて、紫煙とともに吐き捨てた。




　全校集会で告げられたのは、以下のようなもの。

　昨晩、瓦かわら町まちの路地で発見された遺体が、山やま吹ぶき高校の教諭だったのである。

　高校２年生の数学を担当している非常勤講師の男性で、年齢は25歳。生徒と比較的世代が近いことや、明るい空気づくりとわかりやすい授業などから人気があって、学生ととてもフレンドリーに接している人だった。

　本日、当人が出勤してこず、また欠勤の連絡もなかったことから学校事務が連絡を取ったものの繫つながらず、対応を検討しているところに警察から連絡が入ったのだという。

　かく言う僕も、１年生のころにその教員の授業を受けたことがある。顔や声を知っている身近な人が亡なくなるというのはかなりの衝撃で、いくら勉学に無関心な僕であっても驚きを隠せなかった。しかし、現に授業を受けていた２年生にとっては衝撃がかなり大きかったようで、辺りから女子生徒のすすり泣きが聞こえてくるような重い雰囲気になっていた。

「……僕、どこかおかしいんでしょうか。周りはすごく悲しい雰囲気になっていて、一様に言葉を失っているのに、数十分後にこうして話せるのって、なんだか逆に罪悪感があります」

　僕がそう言うと、玲れい華かさんはケロッとした顔を見せた。

「そうか？　なにを要因として涙が出るのかは個々人だろう。私は親類の葬儀で泣かなかったことで身内からひどく糾弾されたことがあるが、『人それぞれではないか？』と返したところ、反はん駁ばくの声は上がらなかったぞ」

「教授が泣いてるところって想像できませんからね……」

　ひまりさんが額を押さえながら呟つぶやいた。

「実はわたしも、さっき同じ連絡を受けて……キックボクシング部の顧問からだったんですけれども、しばらく休部になるとのことです。部活動の運営には問題ないんですが、『生徒の心傷を鑑かんがみて』とのことでした……代替わりして２年生が主力メンバーになっているところにこの一件なので……」

「そうだったんですか……」

　買い出しに出かけていたらしいひまりさんは、大学の購買部に向かう道中で連絡が入ったらしい。僕が途中で女性服に着替えていたこともあり、研究室に来る時間が重なった。図らずも、玲れい華かさんの耳にくだんの内容が耳に入るのとほぼ同じタイミングになったわけである。

「全校集会のあと、臨時でロングホームルームがあったんですけれど……用事がある、と言って抜け出してきました。一刻も早く玲れい華かさんに報告したかったのと……どうにも、あの暗い空気が辛つらくて」

「ふむ」

　玲れい華かさんは吸い殻をデスクの上に置きながら、頷うなずいた。

「学校関係者や生徒が自殺した場合の手引書がまとめられているんだ。事実報告の場として全校集会や校内放送などの機会を設けるのは必要なことだが、なるべく生徒の感情を刺激しないよう、話は手短に終わらせること。その後、各クラスで生徒の心のケアに努めること、という内容だ。これに則のつとったのだろう。大なり小なりセンシティブな問題だからね。しかし、こういった出来事による心の傷には先も述べたように個人差がある。真ま雪ゆきくんが教室を抜け出した。その選択もまた、個人の意思として尊重されるべきことだ。問題はないだろう」

　以前、僕が授業をサボって研究室に立ち寄ったときには強めの口調で怒られたのだけれど、今回は僕の行動に肯定的なようだ。玲れい華かさんなりの線引きがあるのかもしれない。

「人によるわけだよ、こういうものは。たとえば、そうだな──ひまりが自殺したとする。真ま雪ゆきくん、きみはどんな感情を抱くだろうか？」

「感情うんぬんの前に、たぶんあとを追います」

「重すぎる！」

「ひまりさんがいない世界に希望はないので」

「わたしはどんな感情で聞けばいいんですか教授!?」

　僕が即答すると、ひまりさんが頭を抱えて机に突っ伏してしまった。

　それをよそに、玲れい華かさんは淡々と続ける。

「つまり、きみにとってひまりがそれほどまでに大きな存在だということだ。そして、誰かにとっての誰かもまた、同じように大きな存在……というわけだよ。そもそも他人の死に対して個人がどう思うのか。加えて、亡なくなった人物との関係値がどれほど感情に直結するのか。それらは千差万別だ。だからこそ、今回のように亡なくなった教員の死に対して個々人の悲哀に差が生まれるのも至極当然のことだと言える」

　玲れい華かさんはチェアから立ち上がり、膨大な量の書物がおさめられている本棚の前に立つ。その中から新書サイズの本をいくつか手に取った。ちらっと見えたタイトルには『自殺』『予防』『心理学』などの文字が並んでいる。そして、そのまま研究室の隅のコーヒーメーカーのところまで行って、なにかに気づいたかのようにふたたびデスクに戻った。飲み終わったカップを取ってふたたび室内を移動する。たまにこういう行動をするのだけれど、まるで理由もなく部屋の中をうろうろする犬みたいだな……と少しだけほんわかした気持ちになる。

　先ほどひまりさんが置いたビニール袋をごそごそと漁あさって、新しいコーヒー豆を取り出す。

　……あれ？

　ふだんコーヒーを淹いれるのはひまりさんに任せているはずなのに、自分でやるんだ……。

　小さな違和感を覚えたとき、玲れい華かさんが口を開いた。

「ひまり、コーヒーに合わせる洋菓子を買ってきてくれないか」

「……あっ！　帰りに買おうと思って忘れてました……電話がかかってきて少し動揺していたもので」

「構わないよ。寒い中申し訳ないが」

「問題ありません、ちょっと出てきますね」

　そう告げてひまりさんは上着を羽織って研究室を出ていく。あとには僕と玲れい華かさんが残されて、ふたりきりの空間が形成されてしまった。

「────さて」

　玲れい華かさんはコーヒー豆から手を放して、僕に向き直る。

「飲まないんですか？」

「口実が欲しかっただけだよ。きみに確認しておきたいことがある」

　一瞬、意味を摑つかみかねたのだけれど、すぐに理解できた。つまり玲れい華かさんは、ひまりさんに聞かせたくない会話を僕と交わそうとしているわけだ。

「はい。なんでもお答えします」

　だから、僕は真摯に応対する。

　玲れい華かさんはタバコを手に取りながら、

「『まゆちゃんねる』の動画のコメント欄を見ていて、ひとつ気づいたことがある。ただその前に確認だ──きみは『早さ蕨わらび冬ふゆ美み』を知っているか？」

「存じています。ひまりさんが以前、語ってくださいました。むかし仲の良かった友人で……ひまりさんが玲れい華かさんのもとで助手をすることになった理由にも関わる人だって」

「そこまで知っているのなら充分だ」

　煙を立て始めたスティックを口に含んだ玲れい華かさんに、僕は先手を打った。

「さわらびふゆみ、というアカウントが、僕のコメント欄に#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストを肯定するテキストを残していた……っていうお話ですか？」

「驚いたな。そのとおりだ」

　と、さして驚いていなさそうな声調の返答があって。

「それならさらに話が早い──ひまりには、早さ蕨わらび冬ふゆ美みという名前のアカウントからコメントが書き込まれたことは黙っておいてくれ」

「……わかりました。念のため、理由をお伺いしてもいいですか？」

　もともと、わざわざ伝えるようなことではないと思っていたけれど、まさか言及されるとは思ってもみなかった。というか、僕ですらふだん確認していない自分のチャンネルのコメントを、玲れい華かさんはわざわざ確認していたのだろうか。この人のアンテナはどこに向いているんだろう……。

「早さ蕨わらび冬ふゆ美みは生きている。そして現在、茜あかね谷や深しん紅くとともに行動をしている。その背景にどういった事情があるのかはわからない。ひまりもこのことを知っている。そして、早さ蕨わらび冬ふゆ美みに直接会って対話をしようと考えている。そこに余計な情報を介入させたくないわけだよ」

　そう語る玲れい華かさんの口調は、いつもどおり早口で、淡々としていたけれど。

　表情は、思いやりに溢あふれているように見えた。

「書き込まれたコメントについて、私は茜あかね谷や深しん紅くによる挑発行為だと捉えている。しかし乗ってやる必要はない。#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの件に限らず、いずれどこかで相対することになる。そう踏んでいるからね」




　後日。研究室で期末試験の勉強を進めていたところ、玲れい華かさんが戻ってきて、ため息混じりにこう口にした。

「山やま吹ぶき高校の教員と接する機会があったのでヒアリングをおこなった。先日亡なくなった教員は熱心に生徒や同僚に#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストへの参加を勧めていたらしい」

「…………あまり嬉うれしくない報告ですよね」

　ノートパソコンとにらめっこしながらキーボードを叩たたいていたひまりさんが手を止める。側そばで床を箒ほうきで掃いていた蓮はす水みは無言のままだった。彼女も僕と同様に、亡なくなった教諭の授業を受けたことがある。なんなら死亡を知った当時、僕よりも驚いていた。

　玲れい華かさんは自らのデスクまで移動して、腰を落ち着けてから続ける。

「また、故人はこうも述べていたそうだ。#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの運営者から、とあるクローズドコミュニティの運用テストへの参加を打診された。とても光栄だ……とね」

「クローズドコミュニティ？」

「憶測に憶測を重ねるかたちになるが、『自殺コミュニティ運営のシミュレーション』の可能性も大いにある。事実、故人は不可解な死を遂げているわけだからね」

「不可解？」

「きみたちは瓦かわら町まちへ出かけるとき、身分証をわざわざ財布から抜いて出かけるのか？」

「…………たしかにそうですね」

　もっともな指摘に、僕たちは一様に口を揃そろえて納得する。

　そこに玲れい華かさんは、覚悟を決めたようにこう続けた。

「つまり……『例の投稿』についても最悪の想定をしなければならないわけだ。自殺と見られる不可解な死が頻発しているこの状況で予告が入ったということは──やはり覚悟しなければならないか。事態が一気に進展する可能性を」

　例の投稿とは、昨晩#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストのメインアカウントからおこなわれたもの。

　内容としては、こんな感じだった。

『大おお晦日みそかのテーマを音声通話機能で指定します！　いつ発表されるかは完全非公開！　巡めぐり逢あえたあなたはラッキー！　そしてなんと、このハッシュタグのリアルイベントを開催することが決定いたしました！　詳しくは追って告知します！　要注目！　#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』
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　以前の告知投稿が入ってから不安が襲ってきたけれど、「おそらくクエストを最終目的に向かわせるのが主目的ならば、目的の遂行に直接つながる告知はハッシュタグの浸透を待って焦じらすだろう」という教授の読みが的中したことになる。もちろん、裏をかかれることを予測して教授が常に確認を入れていたらしいけれど、わたしはそのぶん大学の講義やレポート作成などに注力することができた。

　やがて表立った動きが見えない中、冬季休暇へと突入して。

　──12月23日の晩。わたしは真ま雪ゆきくんの自宅にいた。

『まゆちゃんねる』で予定されている、クリスマス配信のサポートをするためである。

　23日の夜から配信を始めて、ユーザーと一緒にクリスマスイブを迎えようという内容である。あらかじめ立てられた待機画面には１万ユーザー以上がアクセスしていて、コメント欄も大きな盛り上がりを見せている。

　サポートといっても、わたしは専門的な技術を持っていないので、真ま雪ゆきくんの繫つないだライブ配信がきちんとサイト上に表示されているかどうかを確認する作業を担当することになった。ひとりではコメントを読みきれないし、スパムを自分で非表示にするだけでも相当な労力が必要なのだそうだ。

「それじゃ、始めますね」

「おっけー。５、４、３……」

　２、１とジェスチャーを入れて、真ま雪ゆきくんにキューを振る。

　わたしはあらかじめ真ま雪ゆきくんから説明を受けていたとおり、スイッチャーを操作する。配信ツールは正常に動いていて、真ま雪ゆきくんお得意の『まゆちゃんスマイル』が表示された。

「はろはろー……まあ、もう夜なんですけど。神か村むらまゆです。今日は概要欄にも書いたとおり、みなさんと一緒にクリスマスイブを迎えようという配信です。クリスマスイブのご予定はいかがでしょうか……」

　そうして、なにごともなく配信が始まる。

　わたしもいち視聴者として、間近で『まゆちゃんねる』の放送を楽しんでいた。

　しかし……１時間ほどが経過したころ。

　突然、ライブチャット欄が英文で荒れ始めたのだ。

『I am waiting Sunflower.』

『I am waiting Sunflower.』

『I am waiting Sunflower.』

『I am waiting Sunflower.』

『I am waiting Sunflower.』

　同一アカウントからの連投コメントだった。アクセス数の多い配信には、たまにこういうスパムアカウントが現れる。これまで何回も対処をしていたので、同じように配信用パソコンでチャット欄を右クリックしようとして。

　投稿者名に気が付いた。

『Fuyumi Sawarabi』。

　──早さ蕨わらび冬ふゆ美み？

　わたしは手を止めて、文字列の意味を考える。

　Sunflowerは『ひまわり』。

　わたしはひまわりを待っている。

「…………ッッッ！」

　思わず声が漏れそうになったが、真ま雪ゆきくんの配信に載らないよう自らの手で口を押さえつけた。笑顔を振りまく彼は一瞬だけ心配そうにこちらを見たが、その素振りを隠すようにふたたびカメラに視線を送る。

　早さ蕨わらび冬ふゆ美みという名前のアカウントが「ひまわりを待っている」と書き込んだ。わざわざ、配信管理者にアピールするかのように、何度も何度も。

　そして──わたしの旧姓は『向むか井い日葵ひまり』である。冬ふゆ美みと交流していたころ。家庭の事情で苗みよう字じが変わる前。冬ふゆ美みが知っている、わたしの名前だ。

　冬ふゆ美みが……わたしを待っている？

　どこで？

　茜あかね谷やさんのもとで……？




『まゆちゃんねる』での配信は深夜１時に終わりを告げた。

　配信の評価は上々で、深夜帯の配信にもかかわらず同時接続数は７千人超を維持していたのはものすごい数字だと思う。真ま雪ゆきくんもすっかり疲弊していた。

　機材を撤収して、わたしはスマホを開いた。『Fuyumi Sawarabi』から送られたコメントが、わたしの思い過ごしなのか、それともなにか重大な意味を含んでいるのか。教授から意見をもらいたかったからだ。

　そんな折、RootSpeakルートスピーク上でふたたびトレンドワードが浮上する。

『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』。

　今日もまた新しいテーマが投稿されたのだろうか……とアカウントを確認したところで。

　ついに見つけてしまった。

『音声通話機能』の会場を。




　反射的にアクセスすると、聞こえてきたのはボイスチェンジャーによって加工されたらしい音声だった。スピーカーから流れ出した音に真ま雪ゆきくんが反応して近づいてくる。

　そして、画面を見て固まった。

「玲れい華かさんに連絡を入れたほうがいいでしょうか……？」

「お願いしていい？　たぶん教授のことだから、チェックしているとは思うけど……」

　真ま雪ゆきくんが教授に連絡を取ったところ、想像どおりチェックしているらしい。

　残すは蓮はす水みさんなのだけれど、彼女はそもそもこの時間帯に起きていることが少ないし、なにより本人が過去の炎上経験からＳＮＳに触れないよう生活しているため、のちほど共有することにした。

　念のため録音しようとも思ったのだけれど、RootSpeakルートスピークと録画アプリを同時起動することができない。そこで真ま雪ゆきくんが直接録音し、わたしの端末で音声を流し、語られる情報に耳を傾けた。

　はじめのほうは聞き取れなかったものの、やがて、

『当クエストは60日間の実施期間を以もつて終了予定です。参加いただいたみなさま、ありがとうございます』

　加工された音声は、そんな社交辞令を交えながら淡々と言葉を紡つむいだ。

『この世に平等と呼べるものはほぼ存在しません。しかし、このクエストに参加しているみなさまは、一様に同じ行動を取っていました。学生も、社会人も、男性も、女性も、資産家も、貧乏人も。一般人も、著名人も……当クエストに参加している間、みなさまは紛れもなく平等でした。もちろんクエストへの反感を抱き、批判する人間もたくさん出現しましたが、やがてコミュニティが大きくなるにつれて反対意見は鳴りを潜めていきました。意味がないのです。しかし我々は平等を欲ほつします。等しく時間を共有することに価値を見み出いだした我々には必要なことなのです。そこで……これより１週間後の大おお晦日みそか、都内のショッピングモールであるルビア・ホープ・タウンのアクラメイション・ホールにて、最終クエストを執りおこないます。みなさまに真の平等を提供してさしあげましょう。大おお晦日みそかの深夜０時にお集まりくださいませ。当該時刻を以もつて、この世から不平等が消滅する……その瞬間をご覧にいれましょう。それでは、ふるってご参加くださいませ』

　そう言って、音声は途切れた。

　もしかすると、この場所で冬ふゆ美みが待っているかもしれない。

　その可能性がわずかでも存在するのなら。

　行かなければならない。

　危険なゲームに巻き込まれた人々を止めなければならないという、そんな漠然とした使命感ではない。

　ただ、夏に起こった春かす日がさんの一件で痛感した。

　危険なことに片足を突っ込んでいる友人を、無理やりにでも引き戻す。

　それこそが友達だと思うから。




　やがてわたしのもとに教授から着信があった。

　すぐに通話ボタンを押して、スピーカーモードで繫つなぐ。

『まさに、ビンゴだな』

　わたしたちの反応を待たず、教授は告げた。

『この世に平等など存在しないと言ったにもかかわらず、最後は「この世から不平等が消滅する」と語られた。つまり「この世」ではなく「あの世」へ誘引しようという意味だと捉えられる。そして──』

　次に聞こえてきた言葉は、確信に溢あふれたものだった。

『ルビア・ホープ・タウンは、茜あかね谷やグループの一企業が運営しているわけだよ。この施設が舞台装置として用意されたということこそが、茜あかね谷や深しん紅くが首謀者であることの証左だ』
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　僕にできることはなんだろうか。

　他者の消費や世間の流行に影響を及ぼし、経済効果を与えられる人間──インフルエンサーに実現可能なこと。

『音声通話機能』で語られた内容から、思考を巡らせ続けている。

　玲れい華かさんとひまりさんは、大おお晦日みそか当日のルビア・ホープ・タウンにふたりで乗り込むと言っていた。ひまりさんは、かつての親友がその場所にいる可能性を追って。玲れい華かさんは、#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの最終目的を達成させないため、直接首謀者に手をくだすために。

　危ないから、という理由で僕と蓮はす水みは府内で待機するように申しつかった。

　けれど──それでいいのだろうか。

　僕だからこそできることはないのだろうか。

　#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストは、ソーシャルメディアという、誰しもがアクセスできる場所で展開された。人が人を呼んで伝染するかのように広まって、人を動かそうとしている。

『一億総発信時代』において、すべての人間から支持を得られるわけはない。

　有限を突きつける残酷な現実だけれど、同時に無限の可能性も秘めている。

　そしてもうひとつ。ソーシャルメディアの基本原理を思い浮かべる。

『六次の隔たり』。知り合いの知り合いの知り合いの……と６回繰り返すと、全世界の人間と間接的に知り合いになれるという仮説。

　人間関係はインターネットを媒介とすることで爆発的に広がった。仮想空間、現実世界の区別なく、僕たちは当たり前のように『知り合い』を作っている。

　俳優やモデル、アーティストのような芸能人も原義的にはインフルエンサーといえるけれど、もともとは一方的な情報発信により支持者を集めるスタイルだった。けれど人々がテレビやラジオを捨てて情報摂取をパソコンとスマホで完結させるようになってから、新たに双方向型コミュニケーションによって支持者を集めることが可能になった。

　スマートフォンで連絡先の一覧を導き出す。

　インフルエンサーに可能なのは、あくまでも『訴求』だ。

　だからこそ、同じ能力を持っている人物に協力を求める。

　僕たちのような人間が抱えている支持者の層は多様だ。

　通話ボタンを押す。発信音が３回鳴ったところで、相手が出た。

『なに？　どうしたぁ？』

　まったく緊張感のない、ふだんどおりの気け怠だるげな声で。

　春かす日が夜よ鶴づるさんが通話に出る。

「お忙しいところごめんなさい。今だいじょうぶですか？」

『問題ないよぉ。これから配信やろっかなーって思ってたくらい。なんかあった？』

「……#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの音声、聞きました？」

『内容は知ってるけどぉ？』

　そこまで共通理解が進んでいるのなら、おそらく問題はないだろう。

　僕は春かす日がさんに用件を切り出した。

「夏の『貸し』を返してもらおうと思って。協力してくれますよね？」

『あれぇ？　マジでまゆまゆ？　別人かと思ったぁ』

　どういうことなのかと尋ねると、春かす日がさんは間延びした口調のまま

『なんか声……つうか雰囲気？　オーラ？　……みたいなのが、男らしかったからさぁ』

　それから、スピーカーの向こうで、すぅ……と空気を吸い込むような音がして。

　直後。

『いいよぉ。待ってた。なんでも言って』

「時間がないのですぐに打ち合わせを始めます。とりあえず現状をすべて共有します。#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの黒幕と、玲れい華かさんとひまりさんがしていること。そして……僕と春かす日がさんの間でするべきことをお話しします」

『タバコも吸い溜ためたし準備ＯＫだよぉ』

　さっきの呼吸音はそれだったのか。幾ばくかの納得感とともに、僕は軽口を投げかける。

「……春かす日がさんって本当、早死にしそうですよね」

『アタシもそう思う。佳人薄命っていうもんねぇ』

　自分で言っちゃうんだ、それ。

　しかし春かす日がさんは、間髪いれずに「けどさぁ」と続ける。

『これって「運命」って要素が介入してくるからそれっぽく聞こえるわけじゃん。誰かにノせられたまま自殺するなんて馬鹿馬鹿しいよねぇ』

「もちろん同意です。人間が他人の生死に関わっていいわけがありません」

　決意を新たに、今後の動きをすり合わせようとしたのだけれど、春かす日がさんは『うぅん……』となにかをごまかす。なにかまずいことを言ったのだろうかと心配したのだけれど、電話口の向こうから聞こえてきたのはあっけらかんとした声だった。

『まゆまゆは善人だからなぁ。アタシはそこまで立派な考えは持ってなくてさぁ。死にたい人は死ねばいいと思ってるし、それも含めて自由じゃね？　って思ってるんだよねぇ。まぁ、世間でよく言われる多様性ってやつも、一歩間違えば無秩序になっちゃうわけで、世の中には法律とか条例とか、倫理とか道徳とか、いろいろな規範が定められてるんだけど。でも、だからこそ「人間ってそこまでバカじゃなくね？」って思いたい自分がいるんだよねぇ』

　春かす日がさんは相変わらず飄ひよう々ひようとした口調で、それでいて僕なんかよりもたくさん、いろいろな物事を考えている。僕はインフルエンサーとして祭り上げられる機会が多いけれど、本質は世間を知らないただの男子高校生だ。

　しかし、目的はきっと同じ。

　ただの人間が他人の生死を恣意的に決定づける、そんな思想はクソ喰くらえだということ。

『ってわけで、そんな自分を信じるために──全力で止めないとねぇ』

「はい。それが僕たちに……いえ、世間に課せられたクエストだと思っています」

『いいねぇ。それじゃあ聞かせてよぉ。クソッタレなゲームをブッ壊す方法ってやつをさぁ』
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　なにごともシミュレーションは肝要だ。

　規模や領域が大きければ大きいほど、失敗は許されないし、正確さとスムーズさが求められる。手始めに、ぼくは『鳳おおとり仙せん華か』のRootSpeakルートスピークアカウントに直接連絡を取ってきた人間をいくつかあやめてみた。

　インフルエンサーとしてのブランディング上、辞書を引いたほうが早そうな下らない成人女性の相談事や、ろくに事情も知らないままぼくの活動に首を突っ込んでこようとする無能大学生、ぼくの容姿に性的魅力を感じた中年男性などから頻繁にダイレクトメッセージが届くのである。これらはどうせのちに粛清の対象にするのだからテストプレイにはちょうどいいだろうと思い、ぼくの運営するクローズドなコミュニティツールに誘導して、催眠のシミュレーションをおこなったのである。

　内容としては『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』から『ネコ』の要素をカットして、ホラー映画を見せたり、腕に入れ墨を彫らせたり、毎朝４時に起床させて無意味な時間を過ごさせたりと、『負の習慣』の定着に特化したものだった。

「これが鳳おおとり仙せん華かのような存在になるための手段だ」と提示するだけで、インフルエンサーに憧れる彼らは面白いくらいに従った。

　いい歳としをこいて下半身でしかものを考えられない哀れな女子大生好きの猿たちには『この習慣を最後まで続けたら素敵なプレゼントを授ける。なお他言無用』と性的な見返りを示唆するだけで面白いくらいに釣れてしまった。

　彼らには自我がない。

　自我だと思い込んでいる感情は、他人の言動に押し流されるだけの半紙程度の薄さしかなく、少しの衝撃で容易たやすくビリビリに破れてしまう。

　自分で考える能力を醸成させてこなかった結果、くだらない人間に成り下がってしまっている。こうした人間で溢あふれている現状について問題視し、社会に責任転てん嫁かする論もたびたび出てくるけれど、結局は自己責任でしかない。

　ぼくたちの日常において銃声は聞こえないし、その日のパンを探さなくても暮らせるし、無論ハイジャックに遭うこともない。それらは人生の多様性に繫つながるはずなのだ。

　現実に目を背けたまま成年して過去を憂い、未来を疎うとんでも、結局は人間自身の課題でしかないだろう。

　けれど、もう余計なことは考えなくてもいい。

　この粛清を以もつて、ぼくが救済を与えよう。

　人間は考える葦あし。

　考える力を持たない人間はただの葦あし。

　考えることを辞めた人間もただの葦あし。

　そうした人間たちは、インターネットが登場する以前は閉じられたコミュニティの中で身の丈に合った生活をしていたのだろう。

　しかし、人々は知ってしまった。

　インターネットを介して、他人の生活を。実情を。世界は広いものなのだと。

　考える力を持たない人間は恐怖心や警戒心を持たない。ゆえに、それまでの段階で醸成された矮わい小しような価値観をそのままに電脳世界へとダイブする。

　そうして『ただの葦あし』は表面化した。なにも生まない、なにも認めない、誰にも必要とされない立場にありながら、誰かに必要とされる人間を高い目線から評価するだけの凡愚な葦あしが。

　ゆえに、トラブルが起こる。

　脆ぜい弱じやくな言語力と思考力でもって他者と接する機会が増えたからこそ、その間に軋あつ轢れきが生じて、個人間コミュニケーションの機能不全が起こる。思考力を持たない人間は他者の思考を頼ることでしか『思考の真ま似ね事ごと』すらできない。人間が溜ため込んだ膨大な知恵は書物や判例、調査資料となって保存されるが、知能を持たない人間はそもそもこれらを参照できない。

　だからこそ人間は『配信』に頼る。

　他人の音声で、言語化された他者の思考を欲ほつする。

　そんなふうにして、対症療法的に問題インシデントの解決を図ろうとする。

　ここで、ぼくは考える。

　群衆自殺の様子をインターネット配信に載せることで一斉に、世界中の人間の希死念慮に働きかけられるのではないかと。

　そして現代社会に不要な芽を間引くことで、生きやすい世の中が実現できるのではないかと。

　ウェルテル効果。マスメディアによる著名人の死亡報道によって視聴者の希死念慮が刺激され、群発的な自殺が起こる現象。

　かつて高度経済成長期に普及したテレビによる放送が情報伝達技術としてメジャーなものとなり、人々が情報を摂取する手段として日常化していった。

　しかし現代にはインターネットがある。情報を得る手段は多様化し、新聞やテレビに頼らずとも人々は全国の報道を知ることができる。




　でも、安心していいよ。

　ただ他人の思考に寄生するだけの葦あしは……ぼくが排除してあげるよ。

　人間はかならず死ぬ。

　それならば、新陳代謝は早いほうがいいだろう？

　ねえ、人きみ間たち？
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「人間を『動物』という大きな括くくりで考えた際に、他の動物と決定的に異なる点はいくつか存在する。生態学的見地や哲学的見地からも議論が分かれるところだが……たとえば、どういうところがあげられるかわかるか、ひまり？」

　ＩアＱイＯコＳスを咥くわえつつ、アストンマーティンのアクセルを踏み込む教授がわたしにそう問いかける。正直なところ、質問の意味と意図が理解できなかったが、耳に入ったぶんの情報を咀そ嚼しやくして、思ったまま答えた。

「言語を解するところ……でしょうか？」

「それもひとつの正解だ。もっとも、鳴き声や音波などでコミュニケーションを取る動物も存在しているので、そういったものを『言語』と定義するべきか否いなかで回答は変わるが」

　他にはなにを思いつく？　と聞かれたので考え込んでみるも、それらしい答えには行き着かない。わたしの察しが悪いだけだろうか。

　沈黙するわたしに、教授はフロントガラスを見据えたままこう言った。

「人間は数ある動物の中で唯一『自殺をする生き物』だという説がある」

　いわく、たとえば他の人物が移動の際に高所から落下死したり、河川で溺死したりすることはあるが、それらは意図して選ばれた死ではなく、あくまで生命活動の中でのイレギュラー。事故死でしかない。

　しかし人間は、たとえばどうしようもない絶望感に苛さいなまれたり、使命感に縛られたり、現実のしがらみから『死』を以もつて解き放たれようとするのだという。だからこそ──

「だからこそ、他人の死を侵害してはならないと、私は考えている」

　教授はそう口にした。

　まだ大学生のわたしは──社会に出たことすらない、無知なわたしは、そういった死生観を語れるほど達観していないし、それに足る人生経験も積んでいない。

　それでも。

　ＳＮＳを利用した自殺教唆なんて、認めたくない。

「そもそもだ」

　教授は吸い終わったヒートスティックを乱雑に抜き出してシートの下に放り捨てながら、実に淡白な口調で続けた。

「人類の技術発展の結果、生まれたＳＮＳ。それを使って人間を死に向かわせるなど、笑い話にもならないだろう。発展の結果辿たどり着つくのが滅亡だなんて、とんだ皮肉じゃないか」

　そして、ふたたび別のヒートスティックを挿し込みながら、

「もう少しで高速道路に乗る。ひまりは睡眠をとって身体からだを休めておきなさい」

「……運転が荒い自覚はあるんですね」

　今日はかなりマシなほうだけれど、やはり一般道を走る教授のハンドルで身体からだは休まらない。てっきりそれを考慮してくれたのかと思ったけれど、教授は「うん？」と理解していない様子だった。

「荒い？　なんのことだ？」

「もはやトボけているのか、本気でわかっていないのか判別がつかないんですが……」

「高速道路に入ればしばらく平へい坦たんな道になる。ここから３時間以上かかることを考えれば、ここで休息を取るのがもっとも効率が良いだろう。ただでさえひまりには負担をかけることになるだろうからね」

　ここから都内まで普通なら５時間かかりますよ、というツッコミは留めておく。

「そうですね。冬ふゆ美みが茜あかね谷やさんの側についている以上、なにかしらの衝突があると考えるのが自然だと思います。そして最終的に、どういうかたちでぶつかるのかについても容易に想像できます」

「私はきっと、よくない大人なのだろうね」

「……なんのことですか？」

　突然語られた自省的な言葉に、わたしは思わず疑問をそのまま口にしてしまった。

　教授はなおも前方から注意を逸そらさないまま、

「本来ならば、大切な教え子を危険な場所に連れていくことなど教職者にとってあるまじき行為なのだろう。以前、『燃え滓かすの同盟』にきみを向かわせたときは、あくまできみの自己判断に任せるかたちをとった。しかし今回は違う。ひまりを自らの愛車に乗せて、ともに現地へと向かっている。果たして私は教職者と言えるのだろうか」

「素晴らしい教育者だと思いますよ。教え子の意見を最大限尊重してくださるんですから」

　自嘲気味に話す教授に、わたしはひと言だけそう告げて瞼まぶたを閉じた。やがてアストンマーティンは一瞬だけ減速し、ふたたび加速度を増していくのがわかる。

　料金所を抜けたのだろう。次第に地面の揺れは消失していき、車が外気を切り裂く音と暖房の駆動音。喫煙する教授の呼吸音だけが響く。

　そしてわたしが完全に眠りに落ちる直前。

　こう聞こえた気がした。

「きみはほんとうに優秀な助手だな」




　大学を出発したときに明るかった空は、すっかり太陽が消きえ失うせてしまっていて、わたしが目を覚ましたころには、窓から見える景色は建物の灯あかりに埋め尽くされていた。

　目的地である商業施設、ルビア・ホープ・タウンの大おお晦日みそかの閉業時間は20時。各テナントで働く人々も、正月セールの仕込みを済ませて22時には完全撤収となるらしい。

　時計を確認すると、#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストで指定された午前０時まで、まだ３時間ほど残っていた。わたしが眠っている間に教授はずいぶん飛ばしたらしい。

　リクライニング機能のない２人乗り席でも充分に身体からだを休められた。

　うぅん、と精一杯伸びをして、助手席から提案する。

「教授」

「なんだ？」

「ドラッグストアに寄ってもいいですか？」

「飲み物や市販薬なら車内に積んでいるよ」

「いえ……念のために準備をしておきたいものがあって」

「ふむ。構わないよ」

　必要最低限の会話を交わして、教授は大通り沿いに見えた大型店舗へと愛車を滑り込ませた。駐車場の埋まり具合はまばらで、やけに静けさを感じさせる。車を降りると寒風が肌を突き刺してきて、両肩を抱きながら店内へと向かう。

　会計を済ませ、自動ドアをくぐったところで──スマホから着信音が鳴った。

「…………春かす日がさん？」

　どうしたのだろう。こんな時間に。年度末の挨拶だろうか。

　吞のん気きなことを考えながら応答すると。

『姉あね崎さきサンひさしぶり。今どこにいんのぉ？』

「春かす日がさん、ご無沙汰しています。今ちょっと立て込んでいて、外に……」

　すると、スピーカーの向こうから予想だにしない声がかけられる。

『あぁ、事情は知ってるからさぁ。都内にいるんでしょ、白しら鷺さぎサンと一緒に。どこにいるかだけ教えてくれる？』

「えっと……それはどういう……？」

『ほら現在地送ってー。手元狂ったら事故っちゃうからなるはやでよろしくねぇ』

「はぁ……」

　なにがなんだか摑つかめないまま、わたしはマップアプリで現在地の座標をコピーし、メッセージアプリで春かす日がさんに送信する。

　すると、さらに意味のわからない追い討ちをかけられた。

『案外近いじゃん。あと10分くらいで着くからそこで待っててくれる？』

「待てと言われても……あの、わたしたち行くところがあって……」

『だから事情は知ってるって。いいからそこで待機しといて。後々面倒だからさぁ』

　すると、なんの前触れもなくブツンと通話が途切れる。

　なんなのだろう……？

　レジ袋を提げて教授のもとに戻り、事情を説明すると。

「……春かす日が夜よ鶴づるがここに向かっている？」

「教授はなにかご存じですか？」

「ふむ……？」

　いつものように、なにかを考える素振りを見せてから。

「…………なるほど」

　と、得心がいったように呟つぶやいて。

「教育者というものは難しいな……教え子の意思を尊重しすぎるというのも、また問題があるようだ」

　誰にともなく口にしたのだった。




　かかってきた電話の真意が明らかになったのは、春かす日がさんの宣言どおり10分後のことだった。

　教授のアストンマーティンの真横にミニバンが停とまったのである。いったい誰なのかと怪け訝げんに様子を窺うかがったが、運転席から覗のぞく見知った顔に、思わず声が出てしまった。

「有言実行!?」

　そしてこちらの反応を待つことなく、ミニバンの扉がガタンと開いて、中から運転手が降りてくる。わたしも助手席を降りると、教授も運転席のドアを開いて外へと出た。

「さっきぶりだねぇ姉あね崎さきサン。改めて、はじめまして白しら鷺さぎ玲れい華かサン。以前はいろいろとお世話になりました」

「世話をした覚えはないよ。私はきみの依頼を一度断っているのだからね」

「ほんとそれだわぁ」

　そんなふうに若干嚙かみ合あわない会話の中、握手を交わす教授と春かす日がさん。よかった、ふたりともちゃんと大人だ。わたしが言えた義理ではないのかもしれないが、比較的クセの強いふたりの初対面がなんともなく済んでひとまず安心する。このふたり、どう考えても相性がいいとは考えられないからなぁ……。

「春かす日がさん、車持ってたんですね……というか免許持ってるなら、あのとき代わりに運転してほしかった……」

　夏の一件を思い返す。あのとき、月つく詠よみマダーランドに出向いた際、真ま雪ゆきくんと蓮はす水みさん、そして春かす日がさんの３人を同乗させた状態でレンタカーを運転したのだ。私生活で車を使わないからペーパードライバーにも程があって、冷や汗をかきながらアクセルを踏んでいたのは苦い思い出である。

「うぅん？　いや、あのときは持ってなかったよぉ。あれから免許取ったんだぁ。ついでに車も買った」

「行動力の鬼！」

　抜群の行動力が明後日あさつての方向に向かう人なのは知っていたけれど、

「よくそんな時間取れましたね……」

「時間は自分でつくるもんだからねぇ。つうか、あったほうが便利じゃん、車」

「さも当たり前みたいに言われてしまった……」

「つうか白しら鷺さぎサンの車めっちゃかっこよくない？　ビビるんだけどぉ！」

　大きな瞳を輝かせて食い入るようにアストンマーティンの車体を見つめる春かす日がさんに、ＩアＱイＯコＳスを咥くわえた教授が機嫌良さそうに話しかけた。

「ふむ。きみにもわかるか、この良さが」

「そりゃわかるでしょ！　いいなぁ、この溢あふれ出でる美しさ。最高じゃん、憧れるわぁ」

「車が好きなのか？」

「好きだよぉ。車もバイクもチャリも好き。一番好きなのはモーターバイクだけどねぇ。だから二輪の免許は16歳のころにすぐ取りに行ってて、もともと持ってたんだよねぇ。きっかけがなかったから車のほうはスルーしてたんだけど、１ヶ月足らずで取れちゃって、なんで今までサボってたのかなぁってあとから考えてちょっと虚むなしくなったりもしたよねぇ」

「好きな車種を乗り回す快感は筆舌に尽くし難がたいよ。きみもこだわりがあるのなら貫けば良いと思うのだが」

「いやいや、免許取得してしょっぱなからいきなり高たけえ外車乗り回せるほど肝すわってないよぉ。つうかそんな金ねぇし。このミニバンも中古だからね？　白しら鷺さぎサンみたいな車に乗ろうと思ったらケタがひとつ変わってくるじゃん」

「そうなのか？　きみの収入なら購入は可能だと思うが」

「こういう仕事はいつお役御免になるのか見通しが立たないし、なるべくローンとかも組まないようにしてるんだよねぇ。噂うわさで耳にした程度だけど、翌年の税金が払えなくなる配信者ってちょこちょこいるっぽいからねぇ。あと、アタシ預金残高をいちいち確認する習慣がないから、いつどんなタイミングで貯金が減ったり増えたりしてるのか、あんまりわかんないんだよねぇ」

「ふむ、興味深いな。今度ヒアリングの機会を設けても？」

「いいよぉ。その車に乗せてくれるなら」

「構わないよ、助手席に限るが」

「そりゃそうじゃん」

　前言撤回。早くも意気投合していた。

　意外と合うじゃん、このふたり……。

　妙な安心感を抱きながらホッと胸を撫なで下おろす。

　と、そこで、ミニバンの後部座席のスライドドアが開いた。

　そこから現れた人物に、思わずわたしは瞠どう目もくする。

　撫なで下おろしたはずの胸がふたたびドクンと脈を打つ。

「──真ま雪ゆきくんっ!?　蓮はす水みさんまでっ!?」

「あはは……どうもっす……」

「…………」

　頰をぽりぽりと搔かきながら気まずそうに言う蓮はす水みさんと、無言で申し訳なさそうに上目遣いでわたしを見る女装モードの真ま雪ゆきくんが春かす日がさんのミニバンから降りてくる。状況が摑つかめずに「えっ？　えっ？」と困惑するばかりのわたしに、蓮はす水みさんが経緯を説明してくれた。

「玲れい華かさんと姉あね崎さきさんが目的地に乗り込むって話を、あたしとよづるんは真ま雪ゆきから聞いたんすよ。で、お二方が大学を出られる前に真ま雪ゆきとあたしで先に合流して、新幹線で都内に来て、そのままよづるんと落ち合って……って感じっすね」

「…………」

　訥とつ々とつと語る蓮はす水みさんに対して、真ま雪ゆきくんはなにも語らないままだ。

「そうなんだ……でも、また、どうして……？」

　わたしが疑問を提示すると、そこでようやく真ま雪ゆきくんが口を開く。

「……僕も役に立ちたいって思ったからです。話を聞くだけ聞いて、あとは玲れい華かさんとひまりさんの問題……なんて、寂しいじゃないですか」

「僕もっつうか、正確には『僕たちも』な。あたしだって役に立ちてえし」

「だから、まずは個人的に春かす日がさんに連絡を取りました。取ったというか、はじめは偶然春かす日がさんのほうから連絡が来ただけなんですけれど。#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストについて情報共有をさせてもらって、そこから僕にできることを考えて、そうしたら蓮はす水みと春かす日がさんも手を貸してくれることになって……」

　すかさずそこに春かす日がさんが口を挟む。

「ほらぁ、せっかくできた『いい友達』に頼られたら断れないじゃん？」

「一番張り切ってたのはよづるんっすけどね」

「『車出すわ』って言ってもらえたときはほんとうにありがたかったです」

「いい女だからねぇ、アタシ」

　飄ひよう々ひようとした口ぶりながら、少しだけ頰を赤らめた春かす日がさんから真ま雪ゆきくんに視線を移して、わたしは問いかける。

「でも、真ま雪ゆきくんにできることって……いったいなにをするつもりなの？」

「僕は動画配信者です。だから、インターネットを経由して、できる限りの呼びかけをして、この場所に向かう人をひとりでも減らしたいんです。危ないことはしません。直接ルビア・ホープ・タウンの中に入るようなこともしません。だから心配しないでください」

　正直、心配するなと言われても土台無理な話だった。

　どういう計画で、どういう行動を取るのか、現段階ではまったくわからないから。

　しかし、そこに教授から思いがけない声がかかる。

「春かす日が夜よ鶴づるからひまりのもとに連絡が来た、と聞いたときからこうなる予感があった」

「衝撃の告白！」

　だからか。

　だから意味深なことを口走ったのか、教授。

　わたしが考えを示す前に、教授は淡々と言い切った。

「きみたちが考えた結果の行動だ。私は尊重するよ。きみたちの決心を」

「……じゃあ、わたしがなにを言うでもないですね」

「というか、僕だってひまりさんのこと心配してるんですからね？」

「正確には『僕たち』な。何回言わせるんだ頭にオガクズ詰まってんのか？」

「そこ、そんなに怒るとこ？」

「勝手にひとりで抱え込もうとしてるやつにはちょうどいい対応だろ」




　ややあって、わたしたちはそれぞれの車に乗り込んで、ふたたび目的地を目指す。

　わたしは先ほど購入したものをレジ袋の中から取り出して、パッケージを外す。

　その様子を、教授は無言で見つめていた。




　　　　　二




　インターネットも、ソーシャルメディアも、動画配信サイトも、所詮はただのツールでしかない。使う人物によって善にも悪にも傾く。そして人々は日常を害する存在を排除するため、防衛本能でインターネットのよくない側面に焦点を当てる。危機感を煽あおるために第三者もリスクばかりを取り上げる。結果として、堆積された不信感が爆発してさまざまな議論を呼ぶ。

　けれど一方で、それでもなおインターネットは身近にある。

　それほどまでに便利だからだ。遠く離れた人と交友関係を築ける。人々の輪の中に帰属できる。肉体の活動範囲を飛び越えて、さまざまな人々に影響を与えることができる。

　そして、僕もまたインターネットに生きている人間だ。しかし、これから取りかかる行為はインフルエンサーという立場上のスタンスによるものではない。

　個人としての──男子高校生・中なか村むら真ま雪ゆきとしての意思だ。

　それはとても単純で、子どもっぽい動機だけれど──この#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストを完遂させるわけにはいかない。あのアカウントが語った主張は、きっとたくさんの人々の心に深く突き刺さったのだと思う。辛つらい現実を直視できない人、未来に希望が持てない人、うまくいかない現状を打破する手段を見つけられていない人。もう死んでしまいたい、と衝動に囚とらわれている人。

　けれど、だからといって。

『死は救済だ。だからみんなで一緒に死のう。死はきみたちに許された唯一の平等だ。死ぬ瞬間は誰しもが』だなんて甘言を許容するわけにはいかない。

　もちろん、死によって救われる人がいるのを否定したりはしない。

　けれど──どうしても思ってしまうのだ。

　解決法として、とても乱暴な手段なのではないかと。

　これは僕のエゴイズムだと思う。この作戦を思いついた時点でそう思ったし、今だってそう思っている。

　そもそも僕の声が他人の心に届くのかどうかもわからない。

　けれど、インターネットを通じて人の命を奪おうだなんて野蛮な行為は絶対に認めたくない。

　なぜならば──。




　僕自身が、インターネットに『生きる意味』をもらったからだ。




「いやいやあの運転ヤバかったよねぇ？　あっという間に見えなくなったし。国道のことサーキットかなんかと勘違いしてんじゃね？」

　ルビア・ホープ・タウンの最寄りにある時間制パーキングにミニバンを駐車して、運転席から車外に出た春かす日がさんが大きく伸びをしながら口にする。事実、僕たちと同じタイミングで駐車場を出発した玲れい華かさんの車は、とんでもないロケットスタートを決めたかと思えば瞬時に国道をすっ飛んでいったのである。ハンドルを握る春かす日がさんの「えぇっ!?　そこは速度合わせて一緒に乗り込むところでしょぉ！」という叫びが車中に響いたときに、やっぱり玲れい華かさんは玲れい華かさんだなぁ……と少し笑ってしまった。

　パーキングの場所はあらかじめすり合わせていたので、到着時間が前後したことに関しては特に問題がなかったのだけれど、外に玲れい華かさんとひまりさんの姿はなかった。ということは、すでに指定された建物に向かっているのだろう。

　すなわち#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストに指定された現場へと。

　だから僕も役目を果たそう。

　手元のタブレットで配信ツールを起動する。あらかじめ新幹線の中で必要なセットアップは済ませてきた。開始ボタンを押せば、すぐに電子世界を通じて僕たちの姿や音声は全世界へと繫つながる。

「そんじゃ行きますかぁ」

「うっす！　あたしはこのタブレットとスマホ、両方持って立ってりゃいいんすよね？」

　間延びした声とともに歩き始める春かす日がさんに、蓮はす水みが端末を抱えて続く。

　僕もあとを追いながら、蓮はす水みに声をかけた。

「座っていてもいいけど、なるべく手ブレは抑えてほしいからハンディグリップ使ってね。あと配信ツールが止まったらすぐに教えてほしい」

「まゆまゆのほうはツール上にややこしい設定たくさん入れてるから、なんかトラブったらすぐに教えてあげたほうがいいかもねぇ。アタシのスマホはなんも設定入れてないし、バックアップくらいに思ってもらえればいいんじゃないかなぁ」

「よづるんが雑談するときの配信ってすげぇシンプルっすもんね、画面」

「適当なトークをセールスポイントにしてるのに、込み入った演出を入れちゃったら違和感あるじゃん？　パラドックス発生しちゃうよぉ」

「とか言いながら春かす日がさん、ただ設定が面倒なだけなんじゃ……？」

「断捨離ってやつ。知らんけどさぁ」

　どこまでも自然体の春かす日がさんに対して、僕は努めて軽口を叩たたきながら、手元のスマホに目をやる。

　そこにはあらかじめ作っておいたメモ書きが表示されていた。行き当たりばったりに見えるかもしれないけれど、それでも伝えたいことや話したいことはたくさんある。それらをひとつずつ咀そ嚼しやくして、取り込んでいく。

　なんとなく──はじめてネットで配信をしたときのことを思い出した。

　主な感情は『不安』。

　僕の声は果たしてほんとうに、誰かのもとに届くのだろうか。

　僕の声が果たしてほんとうに、誰かの心を動かせるだろうか。

　決して『初心』のような崇高なものではない。

　けれど、僕はインフルエンサーになった。

　僕の声が。僕の姿が。世界中に届くことを、僕自身の過去が証明した。

　だから──きっと今回も、だいじょうぶ。




「そんじゃ打ち合わせどおりアタシはあとから入るから、まゆまゆのタイミングで始めちゃって」

「わかりました。蓮はす水み、準備いい？」

「いつでもいいぜ」

「じゃあ……お願いします！」

　僕の声を受けて、蓮はす水みがボタンを押し込む。

　カメラが回ったことを春かす日がさんがジェスチャーで伝えてくる。

　その瞬間、動画サイト上に２つのライブ配信枠が立ち上がる。

　ひとつは『まゆちゃんねる』にて。

　タイトルは『大切なお知らせがございます』。

　もうひとつは『よづるんＴＶ』にて。

　タイトルは『【生配信】大おお晦日みそかにコラボ配信するやつ』。

　ふたりが持つフォロワー、合計１５０万人。

　この１年が終わる特別な日に、果たしてどれだけの人が見てくれるのかはわからない。

　それでも、１人でも多くの人に届くようにと願いを込めて。

「はろはろー！　みんなのまゆまゆ、神か村むらまゆですっ！」

　僕はありったけの笑顔を作り上げて、声を張る。




　　　　　三




　ルビア・ホープ・タウンの搬入口をくぐって施設内に入る。本来なら警備員が配置されているのだろうが、茜あかね谷やさんがなにかしら手を回しているのだろう、人の気配はしなかった。もっとも教授ははじめからそれを読んでいたかのごとく、当然のように中に入っていく。

　非常誘導灯と月明かりのみに照らされた施設内は妖しい雰囲気を醸かもし出だしている。１階にはブティックや雑貨屋が並んでいて、ガラス越しに見えるテナントからマネキンが見えて「ひっ……」と声を上げそうになった。こういう雰囲気にはどうしても慣れない。しかし教授は平然と歩を進めていく。その背についていくことだけを考えてあとを追った。

　動かないエスカレーターを上がって２階へ出る。レストランやフードコートなどが並ぶ景色を尻目に３階、そして最上階である４階へ。

　マップを確認した教授がつぶやいた。

「アクラメイション・ホールはこの最さい奥おうだね」

「ずいぶん大きな広場ですね……」

「ホールというよりはイベント開催を目的として設計されているようだね。ステージの背後はガラス張りになっていて外の景色を望むことができる。つまり──『終末』の演出にはもってこいのロケーションということになる」

「趣味、悪ぅ……」

「同感だ」

　悪態をつきながら教授に続いて、長い廊下をひたひたと進んでいく。わたしはドラッグストアで購入したテープを上着のポケットから取り出して、手のひらにぐるぐると巻いていく。

　５分ほど歩いたころ。視界が開けた。

　ぽっかりと空いた、だだっ広いホールの真ん中に設けられたステージ。

　その壇上に、影が２つ見えた。

「なぜここにいる？」

　透き通るように無機質な言葉が、その影から発せられた。

「ほんとうにきみは過ぎた存在だね、白しら鷺さぎ玲れい華か教授」

　飛んできた声には聞き覚えがあった。感情の見えない、透き通った響き。

　茜あかね谷やさんの発したもので間違いはない。

　けれど──その口調は、明らかに以前とは異なっている。

「それが本来のきみの語り口か、茜あかね谷や深しん紅く」

　わたしの隣で、教授はまったく動じずに言葉を打ち返し、ステージの中央へと向かっていく。

　やがて、空から差し込むわずかな月光に照らされて、わたしたちは互いに姿を認識する。

　ステージの上からこちらを見下ろす茜あかね谷やさん。その隣には冬ふゆ美みが控えている。

「『本来の』とは心外だなぁ。鳳おおとり仙せん華かとしてなにかを語っているときも、こうして話しているときも、本来のぼくでしかないんだけれど。果たして『本当の自分』などが存在するのかという哲学的な疑問すら覚えるよ」

　茜あかね谷やさんは可お笑かしそうに語る。教授の話し方と並ぶほどの早口だけれど、それでも声は一言一句すべて聞き取れてしまう。全身に纏まとう闇を色濃く感じさせてくる。

　まるで世界のすべてを抱きかかえるかのように両腕を広げて、茜あかね谷やさんはわたしたちを見下ろしながら、口を開いた。
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「常々思っていることがあるんだ」

　夜景を望む一面ガラス張りの窓を背にした茜あかね谷やさんと冬ふゆ美み。その背後の面だけ、あるはずの障壁が──本来ならそこに嵌はめ込まれているはずのガラスがない。しかし風の音も、風圧すらも感じさせず、ただぽっかりと漆黒の外界と建物の内部を繫つないでいる。

　静寂に支配された空間の中に、茜あかね谷やさんの声は静せい謐ひつさをおぼえるほど透き通って響いた。

「他人に流されたまま、思考を放棄して生きている人間は『死んでいる』も同然だ。人間は考える葦あしだというけれど、だとすれば思考を放棄した人間はただの葦あし。他人の身体からだに絡からみつき、足を引っ張り、発展を妨げるだけの愚かな葦あしだ。なんの生産性もないままに他人の功績を羨み、成功者と同じ視点からものを見て考えているのだと錯覚する。なんの責任も立場も経験も意思も思考力も判断力も洞察力も権限もない状態で叫ぶだけの葦あし。そんな葦あしたちは──駆除してしまえば、とても効率が良いだろう？」

「効率だと？」

　立て板に水といった様子で展開された茜あかね谷やさんの持論に、教授が口を挟んだ。

「『効率』は目的達成に向かう上で、手段の正当性と能率を評価するものだ。ということは……つまり、きみの行動には到達点が存在するというわけだ。それはいったいなんだ？」

「だから言ったじゃないか、白しら鷺さぎ玲れい華か教授。ぼくは考えぬ葦あしを焼き払いたいだけなんだ。いわば掃除だよ。間引きと言い換えてもいい。発展を妨げる、社会的に不要な人間を掃除すれば、おのずと残った芽の生育は促進される。より良い人間の世界が生まれるんだ。これは人間にとって実に意義のある行いであるはずだろう？」

「……不要な人間の剪せん定ていを、きみが請け負っているつもりなのか？　頼まれてもいないのに」

「そうだよ」

　詰きつ問もんするかのような教授の疑念に、茜あかね谷やさんはあっさりと肯定した。

「人間がのびのびと生育できる環境を、ぼくが整えてあげたいんだ。思いやりだよ。いくつかの実験を経て思ったんだ。やはり葦あしはただの葦あし。花を咲かせることもなく、蔦つたのように他者に巻きついて害を成すだけの存在だ。だからぼくが人間の代わりに粛清者となる。粛清者となって、先導者となって、文明の発展の手助けをしてあげたいんだ」

　その瞳に、なにが映っているのかは定さだかじゃない。

　どこに語りかけているのかもわからない。

　けれども、茜あかね谷やさんの声は、まるで別の未来を幻視しているような、倒錯的な響きだった。

「ぼくは見たいんだ。なんの障害もない、手入れされた箱庭の中で、人間がどんな社会をつくってくれるのかを、ただ観測したいだけなんだ。だからどこまでも協力するよ──」

　そう言って、茜あかね谷やさんは再度、わたしたちを見下ろす。

　慈愛に満ちたような表情を浮かべながら。




「──なぜなら、ぼくは人間が大好きだからね」




　壊れている。

　目の前の、可か憐れんな女子大生の皮を被かぶった人間は、どうしようもなく壊れている。

「人間ごときにぼくの邪魔はさせないよ」

　しかし、それでもなお教授は、

「いいや、止めるとも」

　相変わらずの無表情で、毅き然ぜんと言い放った。

「ふうん？」

　ぼんやりと映し出された茜あかね谷やさんの表情。その口元が、三日月のように歪ゆがむ。

「白しら鷺さぎ玲れい華か教授、きみの行動規範が理解できないよ。いったいなにを抱えているんだ？」

「なにを言っている？」

　嘲るような言葉を受けて、教授は不思議そうに答えた。

「私はただ、きみの出すぎた言動を正そうとしているだけだ」

　まっすぐ前を見据えたまま、続ける。

「人間の生死は恣意的に決めていいものではない。茜あかね谷や深しん紅く、きみは『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』を通じて『死は万人に与えられた平等だ』と説いた。しかしそれならば、当然ながらその機会にも平等が担保されなければならない。そこを鑑かんがみると、きみの行為は大きな矛盾を孕はらんでいる。倫理とはまた異なる問題だ。きみの思想はイデオロギーに干渉しようとするものだが、あまりにも欠如している観点が多い。そうした食い違いを握りつぶしたまま他人を扇動することを、私は認めない」

「欠如……矛盾……ふうん？」

　茜あかね谷やさんは面白くなさそうに鼻を鳴らす。

「白しら鷺さぎ玲れい華か教授、人間にしては聡そう明めいなきみの持つ着眼点にも若干の好奇心があるけれど、あいにく、もう少しだけ時間があるからね。話はすべてが終わってから、じっくりと聞かせてもらうよ。それまではおとなしくしていてもらおうかな」

　茜あかね谷やさんの声に続いて、冬ふゆ美みが無言で前に出てくる。わたしたちを包み込む静寂の中に、

「はぁ……まったく、それが矛盾だと言っているんだ」

　あからさまに大きくため息をつく教授。ふだんはこうした露骨な動作で他人の感情に干渉しようとする人ではない。つまりこの嘆息は心の底から漏れ出たものなのだと思う。

　無知なわたしにも、その理由がわかった。茜あかね谷やさんの考えは、人間を十じつ把ぱ一ひと絡からげにして、その中から『不要』な部分を取り除こうというものだ。目的は『考える力を持たない人間を排除して発展を促進するため』。

　けれど、そのために『考える力を持つ人間』である教授の考えを封殺しようとしている。

　冬ふゆ美みの力を使って。

「教授……ここからはわたしが。安全なところまで下がっていてください」

　わたしはバンデージを巻いた両手を上着のポケットから解放し、臨戦態勢を取った。

「ひまり」

「はい」

「──すまない」

　頭を下げるでも、視線を落とすでもなく、ステージに立つ茜あかね谷やさんと冬ふゆ美みを強い視線で見据えたまま、教授はそう口にした。

　けれどわたしは知っている。

　これが教授からかけられる、精一杯の激励だと。

「いいんですよ。わたしが望んだことですから」

　準備を終えたわたしは、距離を取る教授とは対照的に、冬ふゆ美みへと一歩ずつ近づいていく。

　向かい合うわたしたちの距離がしだいに近づいて──。

　先に言葉を発したのは冬ふゆ美みだった。

「過去はすべて切り捨てた。あたしは深しん紅くを優先する。社会に殺されたあたしを深しん紅くは救ってくれた。だから深しん紅くのためにこの身を捧ささげる。誰にも邪魔はさせない」

　それを受けて、心が温まるような気持ちになる。こんな状況なのに。

「よかった……こうしてきちんと話してもらえるとは思ってなかったから。それに、過去を切り捨てたってことは……過去の存在であるわたしのことも覚えてるってことだもんね」

「わざわざ語る必要がない。あたしは深しん紅くの手足でしかないから、そこに感情は求められていない。感情があるから心が傷つくのなら、そんなものは取り払ったほうがいい」

　冬ふゆ美みは過去の冬ふゆ美みのままの姿で、冬ふゆ美みらしさを感じさせない機械的な口調でそう語る。

「……そっか」

　わたしは喉元まで出かかった言葉を一度飲み込んで、反はん芻すうする。

　かつて伝えられなかった言葉がある。

　けれど、現在の冬ふゆ美みには届かないだろう。

　だから思考を選別して、伝えるべき情報だけを選えり分わけて声帯を震わせる。

「……茜あかね谷やさんと出会った冬ふゆ美みが、いったいどういう経過を辿たどってこの場に立っているのかはわからない。冬ふゆ美みがどこまでわたしのことを覚えているのかどうかも、わたしにはわからない。ほんとうは嬉うれしかったんだよ。死んでしまったと思っていた冬ふゆ美みが生きてる。それだけで充分だと思ってた」

「死んでいるよ」

「生きてるよ。だってここに立ってる。それとも、過去のことはぜんぶ忘れちゃった？　まだまだわたしたちが子どもだったころに、リングに立って、戦って、互いの健闘を称たたえ合ったこと。冬ふゆ美みが遠く離れた学校に行くって決まったとき、最後の思い出にって一緒に遊びに行ったこと。ぜんぶ覚えてない？」

「覚えているよ。覚えていてなお、語る必要がないだけだ。けれど、そうだな──」

　冬ふゆ美みは愁いが込められたような瞳を閉じて、ふたたび口を開く。

「大人になってずいぶん訛なまりが取れたみたいだね。まるで別人だ。身長が伸びたぶん、線が細くなったような気もする。総じて言うと──とても弱そうだ」

　直後──。

　どぼんッッッ！

　と、強烈な衝撃をともなって、引き結んだわたしの両腕がビリビリと痺しびれた。
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「この配信は僕と、お友達である春かす日が夜よ鶴づるさん、ふたつのチャンネルで同時にお送りしています。特に春かす日がさんの視聴者さんには、僕が現れて驚かせてしまったかもしれません」

「アタシもあとから出るから、まずはまゆまゆの話を聞いてねぇ。うっわ、うちのチャンネルのリスナー張り切りすぎじゃね？　いや、いいんだよそういうのは。あぁ、でも『あれ？　今日は美少女映ってるな』はオモロいわぁ。履歴書の特技欄に『大喜利』って書いたほうがいいよぉ……じゃなくて続けよっか、まゆまゆ」

　カメラに向けて挨拶をすると、その向こうから春かす日がさんが補足を入れてくれる。動画サイトに寄せられるコメントは声を発しない。だから僕の耳には入らないし、画角的に目にも入らない。春かす日がさんがバイパス的な役目を果たしてくれることで一気に身体からだのこわばりが取れたような気がした。

「それじゃ続けます。今日は都内のルビア・ホープ・タウンからお送りしています。この場所について、なにかを連想される方もおられるかもしれません。ＳＮＳ『RootSpeakルートスピーク』で話題になっていたハッシュタグ『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』で、課題の最終日、大おお晦日みそかの０時に集合するようにと指定された地点です。音声通話機能のみで、当該アカウントはこの場所に集まるように指示されていました。音声のアーカイブなどは残っておらず、また目的が抽象的だったことから、公的機関は動いていないようです」

　僕の語った出来事に関して、どんなコメントが寄せられているのかはわからない。おそらく見る必要もないと思う。受け手によって変わるから。

「僕が個人的に関わりのある社会学者の方に意見を伺ったところ、この声明は、集団自殺への誘引作用があるのではないかと分析されました。内容は割愛します。僕の言葉が、誰かの不満に直結して、新たな火種の発生を避けるためです。だからこれから、#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの声明を直接聴いていた人、あるいは最終クエストへの参加を考えている人々に向けて、話します」

　語り続ける。特定の誰かに忖そん度たくする必要はない。なぜならば、この言葉はひとりでも多くの人々に伝える、それこそが一番の目的だからだ。

「はじめはネコの画像をあげてみんなで楽しむだけだった#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストですが、しだいに影響力を増していくにともなって、実生活に影響のでる『課題』が提示されるようになりました。そして先日、音声通話機能の中では『人間の不平等』についてたくさん語られていました。見た目とか、格差とか、家柄とか、環境とか……そういったものに不満をおぼえている人が共感してリアクションを送っていたのだと思います。もちろん、この一件を俯ふ瞰かんして、危ないものだと判断して離れていった人もたくさんいます。けれども……やっぱり、一部の人はこの主張に乗せられて、ここルビア・ホープ・タウンに来てしまうんじゃないかと思います。だから、僕と春かす日がさんは先回りをして、この場所にやってきて配信をしています。洗脳にあてられて、ここに来てしまった人を止めるために。そしてより多くの人々に注意喚起をするために」

　すぅ、と深呼吸をして、先を続ける。

「たしかに人間は不平等だと思います。真理だと思います。たとえば僕や春かす日がさんみたいな人間が、みなさんからどう映っているのか、ふだんから考えますけれども、それでもやっぱり答えは出ません。それはみなさんひとりひとりが置かれている境遇が異なるから、ひとつに絞ることができないからです。インターネットが発達して、他の人の意見や生活などを見て自分の境遇と比較してしまう……そんな機会も増えてしまったと思います。くだらない人生送ってるとか、バカにされることがあるかもしれません。けれど……それでも……それでもッ！」

　僕はありったけの気持ちを言葉に乗せる。

　インターネットの向こう側へと投げかける。

「それでもいいんですッ！」

　不満や不安から逃避するのは悪いことではないと思う。

　今でもそう思っている。

　けれど、その回答が『死』になるのは違うと思う。

　いや、違う。個人的な感情として……思いたい。

「他人からどんなにくだらないと思われたっていいんです。僕だって、インターネットで配信を始めたのは、現実に友達がいなかったから。それだけの理由でした。きっとこれを聞いて、『そんなくだらない理由で始めたんだ』って幻滅する人もいると思うんです。でも当時の僕にとってインターネットは心の拠より所どころでした。他人にとっては……社会にとっては取るに足らないようなくだらないことであっても、僕にとってはそうじゃなかったんです」

　過去の自分を思い返しながら。

「現実の空くう隙げきを埋めてくれる新しい世界。それが僕にとってのインターネットでした。今ではこんなふうにインフルエンサーだなんて言われて、ありがたいことにたくさんの人々に見ていただける立場になりました。でも本当は、現実で居場所のない僕が生きていける場所がインターネットにしかなかったからです。僕、学校では無口だし、友達いないし……なんのために学校行ってるんだろうってずっと思ってますからね。でも、それって人生も同じかもなって思うようになったんです」

　ありのままを曝さらけ出だす。

「たぶん、生きることに意味なんてありません。だから、意義も理由も必要なんてないんです。『なんのために生まれてきたのか』なんて考える必要もありません。なにかの理由を持って生まれた人、この配信を聞いているリスナーの中におられますか？　もし持っているんだとしたら、それは後天的に認識したものではないですか？　僕たちはただ生きているんです。ただ生きる中で、楽しいことを見つけたり、悲しいことに出くわしたり、人生を捧ささげられるなにかに出会ったり、出会わなかったりするんと思うんです。こんな若造がなにをわかったように語ってるんだって思われるかもしれませんけど、大人と同じように、不器用に考えているんだって感じてもらえたらそれだけでも構いません」

　届け、届けと願いながら。

「僕は誰かのために命を投げ出そうとも思わないし、投げ出す人を肯定したくはありません。生きているのが辛つらいのなら……なにも楽しいことが見つからないのなら、すべてを投げ出したりするんじゃなくて、もちろん誰かを傷つけて自己肯定感に浸るのでもなくて……ただ、見ていてください。見ているだけでいいんです。それこそ、僕が生きる姿をただ眺めているだけでもいいんです。僕はずっと、限界が来るまでこの活動を続けていきますから」

　ありったけの声を絞り出す。

「僕の配信を見るためだけでもいいです。とにかく生きてください。僕をただ見てくれる、そんなみなさんの想おもいを背負います。だって──それこそがインフルエンサーだと思うから」

　そして最後にもう一度。

　できる限りの警告を提示する。

「だから僕は言います。ここに来てはいけません。この場所は──大おお晦日みそかのルビア・ホープ・タウンは、天国に至る階段でも、救済に続く門でもありません。そこにあるのはただの死です。それでももし、誰かが#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストに乗せられてここに流れ着いたなら、そのときは全力で止めますから！」

　ひととおり言い切って、僕は終了の意思を示す。

「はい、おつかれぇ。語ったねぇまゆまゆ」

　そこにフェードインしてきた春かす日がさんが、ぽんぽんと僕の肩を叩たたく。

「コメントめっちゃ流れてたよぉ。同接も25万超えてるし、めっちゃ見られてんねぇ」

「……やっぱり叩たたかれてました？」

「半々かなぁ。まゆまゆのほうはタイトル詐欺っぽい」

「詐欺のつもりはないんですけれど……大事なお知らせであることには変わりないですし……」

「真面目だねぇほんと。まゆまゆはそのままでいなよ？　ネットに毒されるとアタシみたいになるからさぁ──ってわけで、みんなもさっきの話、聞いてたよねぇ？」

　春かす日がさんは僕から目線を切って、蓮はす水みが持つデバイスに向けて声をかける。

「みんな、まゆまゆの言葉を受けて、なにかしら考えが浮かんだんじゃないかって思うんだよねぇ。だから、それをRootSpeakルートスピークに書き込みまくってくれるかなぁ。アタシたちは確かにインフルエンサーだけど、それだけじゃ力が足りないからさぁ。ＳＮＳで展開されてるクソゲーなんだから、ＳＮＳで攻略しちゃおうよぉ。ハッシュタグは、そうだなぁ……まゆまゆ、どんなタグがいい？」

「そうですね……」

　僕はわざとらしくおとがいに手をあてて。

「『#洗脳解除』なんてどうでしょうか？」

　と、あらかじめ打ち合わせしていたとおりに述べる。

「攻めるねぇ」

　春かす日がさんはニヤニヤと悪いた戯ずらっぽく笑いながら、視聴者に対してタグを訴求する。

「で、アタシ考えたんだけどね。聞いてくれるかなぁ？」

「その前置き要りますか？　どうせ言いますよね？」

「言う。むしろやめろって言われるとフリかなって思う」

「はぁ……どうぞ」

　嘆息しつつ春かす日がさんに先を促す。

　そして語られた言葉は、まさに青せい天てんの霹へき靂れきだった。

「この場にはアタシとまゆまゆと、このカメラを回してくれてる友達の女の子だけしかいないんだけどさぁ。ぶっちゃけ３人だけじゃ腕力がゼロに等しいじゃん？　それこそ、クエストに乗せられた人の中に屈強な男とかがいたら強行突破されるわけ。んで、さっきまゆまゆが言ってたように、公的機関を動かそうにも、あのクエストって音声でのみ語られただけでアーカイブも残ってないから証拠を出せないんだよねぇ。だから──ここで大規模オフ会をやっちゃおうかなぁって思ってさぁ」

　大規模オフ会。

　つまり、この場所に視聴者をたくさん集めて交流をするということで。

　……え？

「えッッッ!?」
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　強烈な打撃を受けて、肘から先の感覚が一瞬だけ途切れる。急速に間合いを詰めてきた冬ふゆ美みの右ストレート。考えるよりも先に身体からだが動いて、間一髪でガードが間に合った。まともに食らっていたら為なすすべなく床面に倒れ臥ふしていただろう。

「くぅッッッ！」

　痛みはあとから襲ってきた。この戦いにはグローブも防具もない。この身ひとつで攻防を繰り広げなければならない。ただの素ス手テ喧ゴ嘩ロだ。

　ボクシングのセオリーを完全に無視した、いわばただの正拳突き。ジャブを挟んで隙をつくるでもなく、こちらからのカウンターを警戒するでもなく、正真正銘の捨て身特攻。しかし同時に、そこには一切の予備動作も躊躇ためらいもなく、ただ真まっ直すぐに攻撃のみ考え抜き、研ぎ澄まされた最強の矛にも思える。

　追撃の手は緩まない。

　冬ふゆ美みの上半身が、ぐるんっ、とコマのように動き始めるのを視認する。

「────くぅッッッ！」

　痺しびれる手に全体重をかけるわけにもいかず、不ぶ恰かつ好こうなステップを切って後方に退避。瞬間、閃せん光こうのような回し蹴りが目の前わずか数センチのところで風を切った。

　あのコマのような動きは蹴りの基本動作だ。キックの威力は回転運動によって決まる。背骨を軸とする回転、それにともなう遠心力によって爆発的なパワーを得るため、上半身はかならず下半身よりも先に動くのだ。

　しかし、回避できたからといって安心はできない。

　技の切れ、俊敏性、卓越した筋力によってもたらされる破壊力。それらすべてを包括しても小手先の技術に他ならない。目の前の相手には、他の人間にはない強みがある。

　選手としての早さ蕨わらび冬ふゆ美みのストロングポイントは、なんといっても恵まれた体格が可能にする射程範囲。あまりにも長いウィングスパンを活用したリーチの長さだった。

　そして、幸か不幸か──どうやらその長所は健在らしい。

　不安定な体勢から突きを繰り出したところで冬ふゆ美みにはすぐに読まれてしまう。

　わたしは右オ利ーきソで、冬ふゆ美みも右オ利ーきソ。キックと同様、フックやアッパー、ストレートにも威力を担保するための予備動作があって、冬ふゆ美みのような手て練だれともなるといとも容易たやすく次の攻撃を感知されてしまう。ここでわたしが取れる選択肢は、とにかく身体からだを立て直すことだった。

　ちらと後方を確認して退避し、間合いを取る。

　思わず……笑みが溢あふれた。

　この状況でなぜ笑みを浮かべられるのか自分でも理解ができなかったけれど、一瞬ののちに思い当たった。

「……どうして笑ってる？」

　一切の感情が喪失したような表情で、冬ふゆ美みが不思議そうに首を傾かしげる。わたしはいつ踏み込まれても対応できるよう、構えを取りながら正直な気持ちを伝えた。

「ひどい怪け我がをしたって聞いたから、もう前みたいな動きはできないんじゃないかって思ってたんだよね。もし快復していたとしてもブランクがあるだろうから、きっと腕が鈍ってるんじゃないかって」

「そういうあんたこそ鈍くなったんじゃない？」

「うん。選手をやめてかなり空いたから、むしろブランクがあるのはわたしのほうかもね」

「……なに、その余裕は。選手時代からあたしに勝ったこと、一度でもあったっけ？」

「ううん、全敗」

　そう言い放つと、冬ふゆ美みの視線がさらに怪け訝げんなものに変わる。無理もない。過去の実績を考えたら、わたしの行動はただの無謀でしかない。正式な試合だったなら同じリングに立つほかないけれど、これは紛れもない実戦であって、戦わない選択肢を取ることも可能なのだ。

「────────ふっ」

　軽い息遣いとともに冬ふゆ美みが距離を縮めてくる。直線軌道で最短距離を進んでくる。

　レーザーのように迅速な動きで右ストレートが伸びてきた。それを視認するよりも速くわたしの聴覚が風切り音を捉え、脳内に思考が生まれる前に背中をのけぞらせてスウェーディフェンスを決める。キックボクシングでは防御から瞬時に蹴りへと繫つなげるため、競技の性質上、こうした後方へのディフェンスが多くなるのだけれど、どうやら競技から退いてもなお、わたしの身体からだに染しみ付ついた動きは衰えてはいないらしかった。

　誤算があったとすれば、相手の身体からだが成長していたことだろうか。

　冬ふゆ美みの長い腕はわたしの広背筋の可動域を凌りよう駕がしており、想定よりもさらに20センチ奥の領域を貫いてくる。チッ……と頰を掠かすめる音が聞こえた。

　それでもなお追撃は止まらない。本来ならばこの状況でストレートに全体重をかけるのは愚策である。体勢が崩れるから。しかし冬ふゆ美みは恐るべき体幹を駆使して、拳を振り抜いた勢いのままぐるりと回転し、今度は鋭いキックを放ってきた。

　背後にのけぞったわたしの腕は上体しか守れておらず、冬ふゆ美みは恐ろしいほど正確に身体からだをコントロールして的確にローキックを決めてくる。反射的に脚元を庇かばったところに、蹴りの反動でふたたびバランスを取り戻した冬ふゆ美みの身体からだが低い重心で飛び込ん──

「────ぐぅッッッ」

　一瞬にして脚力が消失し、浮遊感に包まれる。

　今度こそ。

　完璧に、完膚なきまでに──腹部に渾こん身しんの一発をもらった。

　もちろん実際に浮いているわけではないのだけど、まるで強力な磁石で壁に吸い付けられたかのように、わたしの身体からだは後方へと吹っ飛んでいく。

「ぐ、ふ……ぅぐ……ッッッ」

　胃液が逆流して食道が焼けるような感覚。それをぐっと飲み込んで立ち上がろうとするも力が入らない。意思に反して、この身は克明に語っていた。

　──敵かなわない。

「あんた、相変わらず丈夫だね」

　地面に張り付けられたわたしを見下ろすようにして、冬ふゆ美みはぽつりと呟つぶやいた。

　わたしは努めて軽薄に返す。

「……それ、褒めてる？」

　口こう腔こう内を切ったのだろう。血と胃液の味が広がる。

　口をニィと歪ゆがませながら、わたしはそれでも余裕を繕う。

「女の子にかける褒め言葉じゃないと思うんだけど」

「実力差は明らかだったのに、何発入れても倒れなかった。映画の世界で見たゾンビが現実に出てきたんじゃないかって……既視感がある。そんなことを当時は思った……気がする」

「……それはどう──もッッッ！」

　恵まれた、強きよう靱じんな肉体を持っているというのは、わたしの個性だった。

　だからこそ。

　この個性を──わたしの力を。

　今発揮しないでどうする！

「ふぅ……ん、ぐ、ぅぅ……ッッッ！」

　獣のように不細工な唸うなり声を上げながら、わたしは脚に、腕に、背に、腹に──全身にふたたび力をこめて起き上がる。

　感覚の薄れた左頰に手をやると、ぬるりとした感触があった。先ほど掠かすめた冬ふゆ美みの拳が皮膚を切り裂いていたらしい。

　キックボクサーが素手で立ち回る場合、考慮しなければならないことがある。

　拳を傷いためること。

　本来ならグローブで緩和している衝撃が直接乗ってくるため、骨や腱けんを傷いためやすい。相手の身体からだの硬い部分を打ってしまうと簡単に自壊する。攻撃にもリスクは存在しているのだ。そのためにバンデージを巻いたのだけれど、根本的な解決にはならない。

　そんなとき、遠くから──ステージの上から声が聞こえた。

「少々手荒に扱ってもいいよ、冬ふゆ美み。そのお連れさんを打つほどに、白しら鷺さぎ玲れい華かの精神も撃てるからね」

　しかしわたしの背後から聞こえたのは。

「心配無用だ」

　そんな教授の声だった。

「姉あね崎さきひまりは優秀な私の助手だ。なぜならば彼女もまた、考える力を持っているからね」

　そうだ。

　考えろ。

　考えろ。

　考えろ、考えろ、考えろ──。

　目の前の相手はかつてのライバルで──否、ライバルと言うにはあまりにも格上の存在で、試合には一度も勝てたことがない。

　けれど同時に。

　これは試合ではなく、拳をぶつけ合う真剣勝負なのだ。

　そこにあるはずだ。勝機が。
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「────えっ!?」

　僕は思わず素っ頓狂な声を上げてしまう。

　大規模オフ会？

　そんな話、段取りの中にはなかったはず。

「まゆまゆが驚くのも無理ないよねぇ。アタシが今思いついただけだからさぁ」

「いや、えっ、でもっ、こんな時間からいきなり人をたくさん集めたら、それこそ別の騒ぎが起きちゃうんじゃ……ッ！」

「だからだよぉ」

　春かす日がさんはカメラの向こうに視線を送りながら、ニヤリと口角を上げる。

「アタシたちはここで待機してるわけじゃん？　そんで、仮に誰かがクエストの最終課題のためにここに来るとするじゃん？　それって結局、その人にとっては今日引き止められたって変わんないと思うんだよねぇ。アタシたちがどれだけ引き止めても、結局クエストに操られた人に植え付けられた希死念慮は消えないでしょ？　それに、なんかの間違いでカメラに姿が映っちゃったらデジタルタトゥーになっちゃうわけじゃん？」

「それは……そうですけれど……いや、そうですね……」

　春かす日がさんの意見には一理どころか百理ある。僕はあらかじめ広範囲に警告をして、気持ちを表明することで人々の行動に訴えかけようとしていた。しかし、その網をくぐり抜けてこの場所に来てしまった人々を止める際に、さまざまな問題が発生する。当事者にとって『大おお晦日みそかにルビア・ホープ・タウンに来た』という事実は変わらない。

「納得してくれた？」

　僕がコクリと頷うなずくと、春かす日がさんはさらに続ける。

「対して、この場所をアタシたちのリスナーのオフ会場にしちゃえばさぁ、誰がクエストに釣られた人なのかを見分けることはできなくなるじゃん？　で、とにかく楽しい雰囲気を出しまくってさぁ、それこそお祭りみたいにして、誰と誰が友達とか、そういう垣根も取っ払っちゃえば……ワンチャン、釣られた人たちに楽しい思い出を提供できるかもしれないわけじゃん？」

「確かに……でも、僕には直接誰かを楽しませる自信がないですけど……」

「そのためにアタシがいるんじゃん？　よかったねぇ、唯一の配信者仲間が仕事のできるいい女でさぁ」

「……そうですね」

「なんで言いい淀よどむかなぁ」

　そして春かす日がさんは、こわばった僕の肩をぐにぐにとマッサージしながら（痛い）。

「別にいいじゃん、もしもあとから苦情食らって警察とかから注意食らっても。アタシたちが怒られるだけで、バカバカしいクソゲーをぶち壊しにできるんだからさぁ。安いもんじゃね？」

　と、肩をぎゅっと握り締めながらそう言った。

「まぁ、まゆまゆはそもそもこの場所になるべく人を送らないようにって方向で訴えかけてたし、そのためにアツいことも語っちゃった手前、ちょっと嫌かもしんないけどさぁ」

　ニヤニヤと笑みを浮かべながら指摘されて、顔に血液が集まるのを感じる。カメラを持つ蓮はす水みが「ぷっ」と吹き出したのがわかった。手も震えてるし。ちゃんと回してよ。

「えぅぅ……恥ずかしいんですけど……」

「おぉー、この顔需要あるんじゃね？　今来たら超かわいいまゆまゆが見放題だよぉ」

「僕の羞恥心をダシに使わないでほしいんですけど！」

「いいじゃん。インフルエンサーなんだからさぁ。強がるところも弱いところも、ぜんぶ開けっ広げに見せていこうよ。アタシたちも同じ人間なんだってこと、わかってもらえるじゃん」

　そう言って春かす日がさんはカメラの画角から外れ、蓮はす水みの背後に回ってタブレットを覗のぞき込む。

　どうやらコメントを読んでいるらしい。

「おー、荷造り始めてる人もいるんだね。気をつけておいでねぇ。来る途中で事故って怪け我がしたとか怪け我がさせたとか、さすがにそこまでは責任取れないからさぁ。まぁ、取るつもりもないんだけど。それじゃまゆまゆ、ここから長丁場になるから覚悟しておきなよぉ。人が集まるまで耐久配信するからさぁ」

　ふたたび隣にやってきた春かす日がさんが「なっ」と僕の肩を叩たたく。

「ってことで、この配信はこれから『洗脳解除オフ』の会場になるから、来れる人はみんな集合ねぇ？　あぁ、未成年は来るなよぉ？　……って思ったけどよくよく考えたらまゆまゆも未成年じゃん。今18歳だよねぇ？」

「あぅ……ええとぉ……」

「ちなみにそいつ、まだ17っすよ」

　どう言い訳をしたものかと狼ろう狽ばいしているところに、蓮はす水みから追い討ちを食くらう。致命傷だった。春かす日がさんは水を得た魚のようにいきいきと続ける。

「ってことはそもそも、オフがどうこうとか、人通りがどうこうとか言う前に、これって怒られ案件なわけじゃん？　なぁんだ、じゃあ問題ないねぇ」

　叩たたかれたときの力が思いのほか強かったのは、もしかすると決意の表れだったのかもしれない。春かす日がさんのことだからそんなこと考えていないのかもしれないけれど。

　ともあれ、僕は大きくため息をつきながら、カメラの向こうに届くように叫んだ。

「……もっともらしい言葉で殴ってくるの、本当にやめてほしいんですけど！」

　しかし春かす日がさんは僕の苦言をへらへらと笑い飛ばす。

「大おお晦日みそかなんだしさぁ、楽しんでいこうよぉ。ってわけでなんか飲み物買いに行くかぁ。りんちゃん、車出すからついてきてー。車載配信するからさぁ」

「さらっと名前出てるんすけど！」

「いいじゃん細かいことは。むしろまったく名前出さないほうが不自然じゃん？」

「別にいいっすけどね。ＩＭＦで名前呼ばれたときに比べたらまだマシなんで」

「あぁ、そういや言ったねぇ、エモい演出だったでしょ？」

「イベントを私物化するのは正直どうかと思うっすよ……」

「でもあれ見て泣いたって聞いたよ？」

「え……誰からっすか？」

「そんなん決まってるじゃん？」

「…………あとで覚えとけよお前」

　とんでもない流れ弾が背後から飛んできた。射殺すような蓮はす水みの視線に貫かれたけれど無視しておく。

　そんな僕のところに春かす日がさんが駆け寄ってきて、配信ツールが拾わない程度の小さな声で。




「行っておいで」




　一瞬、なにを言われたのかわからなかった。

　しかし春かす日がさんが指差す方向を見ると、一目瞭然だった。

　ルビア・ホープ・タウン。その本体であるショッピングモール。

「…………いいんですか？」

「アタシがうまいこと繫つないでおくから問題なし。つうかぶっちゃけ心配でしょ？」

「それは……そうですけど」

「なんならりんちゃんとアタシも心配してるから。ちょっと確認してきなよ」

　まるで『コンビニ行くけど欲しいもんある？』とでも尋ねてくるかのような気軽さでもって、春かす日がさんは僕の背中を押してくれた。蓮はす水みは配信に映る画角から僕と春かす日がさんを外して、いち早く車内に入っている。

「これ言い出したのはアタシだからさぁ。自分のケツは自分で拭くから。まゆまゆはやるべきことをやったんだから、あとはこっちに任せてねぇ。ちらほら人が集まってきたみたいだし、アタシが足止めしておくからさぁ」

　ニィ、と悪いた戯ずらっぽい笑顔を浮かべる春かす日がさんに、なんと声をかけていいのかわからなかった僕は、溢あふれ出でる感情をそのまま口にした。

「……ありがとうございます」

「いいの。こういうときは助け合わなきゃねぇ、友達なんだからさぁ」

「それじゃ……いってきますっ！」

　僕はそう言うと、一目散に駆け出した。

　ひまりさんのもとへ。
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　じんじんと広がる痛みを堪こらえながら、身体からだに力を込める。

　太ももを震わせながら床面を踏みしめる。

「はぁ……はぁ……あ……ぐ、うぅ……ッ！」

　無様を晒さらしながら、それでもなおわたしは立ち上がる。

「なにがあんたをそうさせる？」

　そんなわたしの姿を見て、冬ふゆ美みが不思議そうに首を傾かしげる。

　ボロボロのわたしとは対照的に、その口調は軽薄にも思えた。

「なにがって、なんのことかな……？」

　なるべく平静を取り繕ってそう返す。

「あたしに敵かなわないことは頭でも、身体からだでもわかっているはずだ。それなのに、どうしてわざわざ立ち上がる？　現実はビデオゲームじゃない。体力ゲージなんて存在しなくて、受けたダメージは堆積して、全身の自由が効かなくなっていく。それなのになぜ？」

「……そんなの決まってるでしょ」

　大きく息を吸い込んで。

「あなたを連れ戻すためには、拳を交えて……思い出させるしかないでしょうがッ！」

　わたしの叫びに、冬ふゆ美みは姿勢を変えないまま返してくる。

「つまりあんたは、あたしのためにあたしと戦っているわけ？　意味がわからないな」

「意味なんてわかられてたまるか……わたしだって、本当にこれでいいのかなんてわからない。だからさっきのは半分、建前みたいなもので……根っこの部分は、わたしがとても負けず嫌いだから。だから冬ふゆ美みと再会したら、どちらにせよ、なんらかの形で拳を交えるつもりだった」

「生きていたころのあたしが、拳を交えることで戻ってくるとでも？」

「──知るか、そんなものッ！」

　全身の筋肉に力を込めて構えを取りながら、わたしは叫んだ。

「他人のためにとか、どう生きるかとか、生きているとか、死んでいるとか、そんなものはどうでもいい！　わたしは誰かのために生きているんじゃなくて、自分のために戦う！　その結果として、冬ふゆ美みの目を覚ませるのなら……それに越したことはないでしょう！　それに！」

　集中して、ただ相手を見据えながら。

「わたしがずっと戦いたかった理由は他にもある。冬ふゆ美みに勝ち逃げされたままだからだッ！　わたしは負けっぱなしのまま、冬ふゆ美みは勝ち続けたまま飛び降りた。せっかくリベンジのチャンスが巡ってきたんだ……わたしが負けたままで終わると思うなよ、冬ふゆ美みぃぃぃッ！」

「はっ」

　緩急をつけるためのひと呼吸だったのか、こちらに対する嘲笑だったのかはわからない。冬ふゆ美みもまた軽く息を吐いて、ふたたび構えを取る。

「ちょっとだけ昔を思い出した。はじめて会ったときのこと。中学生のころ、大会ではじめてマッチアップして、あたしがあんたをボコボコにしたときのこと」

「……えらく余裕そうで腹立つ」

「それで、あたしは……あれ……？」

　少しだけ、冬ふゆ美みの様子に違和感を覚えた。

「あたし、は……？　あたしは……なにを考えていたんだっけ……？」

　感情の窺うかがえない声でなにごとかを呟つぶやく。

　その意図を汲くみ取とる余裕はないけれど。

「冬ふゆ美み、お前の役目はなんだ？」

　様子の変わった冬ふゆ美みに対して、壇上から声が飛んだ。

　茜あかね谷やさんの言葉を受けて、冬ふゆ美みはふたたび表情を消して、こちらを見やる。

「……あたしは深しん紅くの手足だ」

「そうだね。だから役目を果たしてもらわなきゃ」

「わかった」

　立て直した冬ふゆ美みを見て、わたしは思考を深める。

　さあ、どうする。

　闇雲に突進しても勝機はない。わたしは冬ふゆ美みの動きを牽けん制せいすべく、左腕をわずかに開き、フックの予備動作を見せる。

　しかし抜群の反応速度でわたしの挙動を嗅ぎつけた冬ふゆ美みは、こちらの拳に対して左足を出して構えを斜めに開く。

　その瞬間。

　腹斜筋にぐっと力を込めて。

　ぐるりと上体を反転させながら、右腕を大きく振りかぶって──。

「────ひっかからないよッ！」

「くぅッッッ！」

　こちらのフェイントに超人的な反応速度を見せ、素早くディフェンスに移行する冬ふゆ美み。

　それでもなお、わたしは思い切り、右拳を上から下へと振り抜いた。

「チィッッッ！」

　手応えあり。けれど冬ふゆ美みは崩れずに、不安定なままのわたしの身体からだを的確に捉える。

　そして躊ちゆう躇ちよなく。

「────破ァッッッ！」

　バランスを崩したこちらの土手っ腹に、肘撃ちを食らわせてきた。

　きゅるる、と食道が悲鳴を上げる。

　今度こそ胃液が喉を焼く。呼吸が止まる。

　わたしは成すすべなく、

　息を。

　息をしなければ──。

「がはぁッッッ」

　先行する意識に身体からだが追いついた瞬間、すさまじい悪お寒かんに襲われた。

　身体からだを捩よじらせていたことも手伝って、鳩みぞ尾おちへの打撃はなんとか躱かわせたものの、それでも身体からだの側部から猛烈な痛みが広がってくる。

　波状的に押し寄せてくる痛覚に耐えられず、みっともなく呻うめいた。

「かはッ！　あぁぁぁぅぁッッッ…………あぁ……ぐぅぅ……うぐぅ……お……あ……あぁぁ……ッッッ」

　わたしが受けたのは、胸部をターゲットにした右中段猿えん臂び打ち。

　もともとは空手の技で、猿えん臂ぴは肘鉄砲を指す。人間の肘の骨は硬く尖とがっているため、非常に攻撃力が高い。近年のスポーツ空手大会では禁止技として指定されるほど。国内のキックボクシングでは団体ごとに使用可否が分かれているけれど、その威力を知っているからこそ、理解できてしまう。

　持っていかれたかもしれない。

　あばら骨を数本。

　わたしは額と背中にじっとりと冷や汗をかきながら、ガタガタと震える唇をぎゅっと引き結んで瞼まぶたを開く。この試合にレフェリーはいない。ダウンしたわたしの安全を確保する人間はいない。だからこそ、この状況にあってもなお、追撃に備えるしかない。

　けれど。

　二の矢は飛んでこなかった。

「…………ちィッ」

　代わりに大きな舌打ちが聞こえた。

　ぼやける視界の中に映ったのは、わたしが想像したとおり。

　左目の上部からどくどくと流血する冬ふゆ美みの姿だった。

「ハナからこれが狙いってこと？」

「……………さあね、って言いたいところだけど、そのとおりだよ」

　本来ならグローブによって守られている拳。

　しかし、今はバンデージによって固定されているのみ。




　つまり──防具ありきの試合ではそう起こり得ない、拳での打撃による切カりツ傷ト。




　キックボクシングの選手は、こうしたカットを防ぐためにあらかじめ顔面に潤滑剤を塗ったり、切り傷を塞ぐカットマンが配備されていたりする。試合であれば流血が起こった場合、レフェリーが止めに入ってくる。

　だからこそ、見み出いだした。

　これが試合ではない、ただの喧けん嘩かだからこそ活路が開けた。

「まだ立てる……だいじょうぶ……まだやれる……」

　自分に言い聞かせて、下半身に力を込める。

　ぎゅっと床面を踏みしめて、ボロボロになった上半身を起こす。

　道が見えるなら、歩まねばならない。

　その先に冬ふゆ美みが待っているのならば、立たねばならない。

「……どうして？」

「……なにが？」

　冬ふゆ美みから投げかけられた疑問に、反射的に答える。

「どうして、あんたはそこまでする？」

「……うん。そうだね……なにしてるんだろうね、わたし。実家の事情で格闘技から離れて、出る杭くいを打とうとする世間の心ない声に絶望して、応援していた親友が飛び降りて、人生の指針を見つけられないまま教授に縋すがって、真ま雪ゆきくんと出会って、蓮はす水みさんと出会って、春かす日がさんと出会って。ただの女子大生のわたしが、どうしてこんなにボロボロになってるんだろうね」

　唇をぎゅっと嚙かみ締しめる。

　舌の上に血の味が滲にじむ。

　声帯を震わせながら、わたしは。

「でも、やっぱり止まれない。冬ふゆ美みは間違いなく生きている。それを無駄にしてほしくない。洗脳に加担して他人の命を奪ってしまえば、きっと戻れなくなる。だから止める。力尽くでも、不ぶ恰かつ好こうでも、絶対に止める。戻れなくなる前に守る。だって──」

　ありったけの言葉を絞り出した。




「一番魅力的なのは、自分てめえの力で、自分てめえの大切なもんを守れる人間だから」




　じんじんと暴れる痛覚を「まだいける」と宥なだめる。

　ふらつく身体からだを「まだやれる」と鼓舞する。

　すぅ、と息を大きく吸い込んで──。

「…………なんのつもり？」

　かろうじて開いている右目でわたしを睨ねめ付つける冬ふゆ美み。

　しかし動じずに、構えを崩した。

　視界を半分刈り取ったとはいえ、冬ふゆ美みの体力はまだ残っている。

　対するわたしは満まん身しん創そう痍い。気を抜けばすぐにでも倒れ伏してしまう。

　だからこそ、一撃で勝負を決しなければならない。

　いざ。

　尋常に。

「──破ァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッッッ！」

　無の構えから、わたしは持てる限りの脚力を放出して、冬ふゆ美みのもとに飛び込む。

　そしてふたたび左腕を振りかぶる。

　下から刈り取るようなアッパーの予備動作を見せつける。

「甘いんだよォッッッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合を込めて冬ふゆ美みは、上体を半身ずらして防御の構えを取る。

　このあとの展開はわかっている。

　わたしの拳は届かない。絶妙な間合いで受け流した冬ふゆ美みは、そのままこちらの懐ふところに潜り込んで、今度こそ急所を射い貫ぬいてくる。

　でも。

　そんなことは──。

「わかりきってるんだよぉぉぉぉぉッッッ！」

　冬ふゆ美みの上体がくるりと丸まって、カウンターの気配が一層濃くなる。

　その一瞬の隙を突いて。

　わたしは思い切り左方向に前方宙返りをする勢いで、地面を蹴りつけた。

　一瞬の浮遊感。

　反転した視界。

　一瞬だけ交錯した視線。

「戻ってこいッ！　冬ふゆ美みィィィィィィィィィィ────────────────ッ！」

　わたしはそのまま、冬ふゆ美みの左側頭部を狙って踵かかとを打ち下ろした。

　流血によって塞がった左目。

　そこにできあがった死角から。

　ガラ空きになっていたこめかみを、たしかに捉えた感触。

　皮膚と皮膚が擦れ合う、確かな手応え。

　試合では幾度も使われるけれど。

　こんな状況で出すには、あまりにもリスキーで、現実味のない大技。




　胴回し回転蹴り。




「くぅ…………、あ……、ぁ…………っ？」

　なにが起こったのかわからない、といった様子で、そのまま崩れ落ちる冬ふゆ美み。

「ぐぅッ！」

　そしてわたしも攻撃の反動で、ばたんと背中から思い切り床に腰を打ちつけた。

　今度こそ動けない。

　指のひとつも動かせない。

　けれど確かに──わたしの体術は、かつての親友に届いたのだ。

　とはいえ、一切の挙動が取れない。

　天井を見上げたまま、全身を包み込む虚脱感に囚とらわれたままだ。

　大きなため息とともに、わたしは吐き出した。

「……くっそぉ……また負けちゃったかぁ」

「いえ、負けてはいませんよ、ひまりさん」

　教授でもなく、茜あかね谷やさんでもなく。

　この場において聞こえるはずのない声が、耳に届く。

　直後に、ぬぅっと。

　わたしの顔を覗のぞき込むようにして、視界に真ま雪ゆきくんがフェードインする。

「負けてはいません」

「…………それって、どういう」

「両あ者いＫうＯちです」

　真ま雪ゆきくんが指差す先、そこには倒れ伏した冬ふゆ美みの姿がある。

　かろうじて目を向けると、冬ふゆ美みの手足はぴくぴくと反応していた。しかし一向に起き上がる様子はない。

「……なんだ、これは」

　茜あかね谷やさんの声が壇上から降ってくる。可動域いっぱいに首を捻ひねって視線を向けると、茜あかね谷やさんは相変わらず感情の消きえ失うせたような表情で──しかし、どことなく震えた声を紡つむぎ始める。

　しかし、こちらに降りてこようとはしない。

　そこにどういった理由があるのかはわからない。

　ただ、その場所にずっと立ち尽くしたままだ。

「ひまり、無事か？」

　そこに教授から声がかかる。わたしの側そばにやってくる。

「……なんとか。ちょっと回復に時間がかかるかもしれませんけど、たぶん大丈夫です。わたし丈夫なので……それよりも、茜あかね谷やさんは」

「彼女に関しては問題ない。彼女がこちらに降りてくることはないだろうからね」

「それは、どうして……？」

「茜あかね谷や深しん紅くの心理上、我々と同じ舞台に降りることはないからだ。彼女が人間と同じ目線に立つはずがない……さて、教え子がこれだけ尽力したんだ。今度は私が仕事をしなければね」

　教授はそう口にして、一歩ずつステージへと向かっていく。茜あかね谷やさんの立つ壇上へ、着々と近づく。

　茜あかね谷やさんへの接触を阻はばむ冬ふゆ美みを止める。それこそがわたしにできる最大限のことだった。

　役目は果たせただろうか……？

　そんなことを考えていると、ふいに後頭部がやわらかい感触に包まれた。

「床は固いですから、僕の膝をお貸しします」

　太ももだということに気づいたのは、ぼやけた視界いっぱいに彼の顔が入ってきたから。

「……こういうの、ほんとは立場が逆なんだけどなぁ」

「ひまりさんにはいつもお姉さん面されているので、今日くらいは僕に甘えてください」

「妹だと思っていいってこと？」

「……そこは弟だと思ってください」

「それもそっか」

　真ま雪ゆきくんの体温を感じながら、全身の緊張を解いていく。

「僕もひまりさんと同じ考えですよ」

　ぽつりと呟つぶやいた真ま雪ゆきくんに、わたしは「うん？」と聞き返す。

「途中でおっしゃったじゃないですか。他人のためにとか、どう生きるかとか、生きているとか死んでいるとかどうでもいいって。誰かのために生きるんじゃなくて、自分のために最大限努力して生きて、それが巡り巡って誰かのためになればいいって。僕も同じ気持ちです」

　言ったっけ……？

　うん。

　言ったような気がする。

　冬ふゆ美みと離別して、教授に道を示してもらって、真ま雪ゆきくんや、蓮はす水みさん、春かす日がさんたちと巡り合って……そうした中でさまざまな学びを得た。

　だって、その想おもいはわたしの本心だから。




「すっごく──魅力的でしたよ」




　そう、伝えてくれた。

「…………そっか」

「はい。かっこよかったです。ひまりさんはいつでもかっこいいんですけどね」

「それ褒めてる？」

「褒めてますよ。だって、『かわいい』とか『綺き麗れい』って言ったら、ひまりさんはどうせ謙遜するじゃないですか。『真ま雪ゆきくんのほうがかわいいじゃん』って」

「以心伝心！　……いっ、たた、やっば……マジで全身痛い………」

「いつもどれだけパワフルなツッコミしてるんですか」

「面目ない……」

　くすっと微笑しながら、真ま雪ゆきくんは提案した。

「だから……少しだけ休みましょう。今度は僕が支えていますから」

「……なんか、立場が逆になっちゃったね」

「今日は僕が受け取る側ですね。お姉ちゃんポイント」

「あははは……わたし、それ口に出してたっけ……？」

　努めて軽口を叩たたきつつ、わたしは彼の膝に体重を預けたのだった。
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　僕の膝の上で休むひまりさんの姿はあまりにも痛々しい。

　頰や唇から血が流れているし、ひまりさん自身は気づいていないかもしれないけれど、着ている服もところどころ破れている。

　それほどまでの激闘だったのだと思う。

　最後にぐるんっと一回転したかと思ったら、相手に強烈な踵かかと落とし……？　みたいな技（正式名称は知らないけれど）をかけていて、どうすればあんなふうに身体からだを動かせるんだろう、と場違いな感想すら抱いた。

　だからせめて、戦い抜いた大好きな人の力になりたい。

　そこで、上から声が降ってきた。

「思ったほど動揺しないんだな、茜あかね谷や深しん紅く」

「……白しら鷺さぎ玲れい華かぁ……ッ！」

　ホールの中央にあるステージ上で、ふたりの人物が相対している。

　ひとりは玲れい華かさん。よく知っている人。

　そして、その対面には──これまたよく見かける人。鳳おおとり仙せん華か。

　当然のように理解できた。鳳おおとり仙せん華かこそが『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』に関わる一連の騒動の首謀者だと、この状況が如によ実じつに示しているということが。

　僕は固唾を飲んで、ふたりのやりとりの行く末を見守る。

　いざというときにはひまりさんを起こして一緒に移動できるよう、心の準備を整えながら。

「早さ蕨わらび冬ふゆ美みが私の助手と刺し違えることは想定外だったのでは？」

「……シミュレーションには組み込まれていたが、まさかほんとうにそんなことが起こり得るとは思っていなかったよ。そういう意味では想定外なのかもしれないね」

　いつもメディアで耳にするものとは、トーンも口調も異なる鳳おおとり仙せん華か……茜あかね谷や深しん紅くの声。

　けれど驚かない。

　彼女の本性は、これまでの行動にあらわれているから。

「私の助手がきみの想定を超えたというのなら……紛まがうことなき人間が、茜あかね谷や深しん紅くの想定を超えたというのなら、きみの反応には少し違和感が見受けられるね」

「なんのことかな」

「人の未来を創生するのは、いつだって想定を超えた人間だろう。だからこそ、てっきりきみは彼女たちの立ち回りを見て喜ぶのではないかと思っていたのだが……どうやら期待外れだったようだね」

　玲れい華かさんはひと呼吸置いて、茜あかね谷や深しん紅くに言の葉を投げつける。

「きみはほんとうに──人間が嫌いなんだな」

「はあ？　聞いていなかったのかな？　先ほど述べたとおり、ぼくは人間が大好きだよ。愛すべき、尊ぶべき存在だと思っている。だからこそ、ぼくは人きみ間たちのためを思って、こうして舞台を用意したんだ。人きみ間たちの発展のために必要なものを選別し、不要な葦あしを間引くために。思考力を持たず、群衆に流され、自らの生命活動の意味すらも他人に委ねるような人間をこの場所から解き放つために。そうすれば人きみ間たちの社会はより良いものとなるだろう？」

　茜あかね谷や深しん紅くは雄弁に語った。けれど、その主張はあまりにも荒唐無稽で……人間離れしているように思えた。否、自らを人間とは異なる上位存在だと思い込んでいるような……そんな雰囲気さえ感じられた。

「他人と自らを比べ、他者を蔑み、嫉そねみ、妬むだけの哀れな葦あしがいったい人きみ間たちの世界になにを生み出すというんだ？　不公平や不平等を嘆き、竹たけ槍やりを握りしめて強者の人格を一斉に貫こうとする弱者たちを生かすことに、いったいなんの得があるというんだ？　人間は根源的に平等だと説いておきながら立場の違いも踏まえずに、偏見に満ちた欠落思考で他者を貶おとしめる愚か者に、どんな価値があるというんだ？」

　湧き水のように溢あふれ出だす茜あかね谷や深しん紅くの声が、一言一句漏れることなく僕の耳にも届く。

　けれど内容を咀そ嚼しやくすることができなかった。

　たしかに、言葉の断片に理解できる──できてしまう部分はある。

　動画配信者として。そしてインフルエンサーとしての立場上、顔も名前も知らない人間から誹ひ謗ぼう中傷されることは何度もある。

　今はもう慣れてしまったけれど、そもそも『慣れる』という行為自体がおかしいことなのかもしれないとも思う。不ぶ躾しつけに言葉の刃を振りかざされた人間が、それを許容してしまうと問題はなにひとつとして解決しないから。

　けれど──これは違う。

　インターネットを使って、踊らされた人間の命を根こそぎ奪ってしまおうなどという方法は……ぜったいに間違っているはずだ。

　でも……茜あかね谷や深しん紅くの主張への理論的な反はん駁ばくは浮かばなかった。

「これは掃除だよ。粛清という名の掃除だ。くだらないＳＮＳのハッシュタグに誘導されて集まったくだらない人々と、彼らを遠巻きに眺めているくだらない人々。彼らを掃除した上で、きれいになった社会をぼくが牽けん引いんしてあげようと言っているんだ。そして白しら鷺さぎ玲れい華か、きみには傍観者となってぼくのおこないを見せてあげようと考えていたというのに……ありがたいと思わないのか？」

　ついていけない。

　僕の中に存在する常識からまるごと乖かい離りしたような言論。

　そんな、めちゃくちゃな主張を受けながら……。

「誰が思うか」

　玲れい華かさんは、毅き然ぜんと答える。

「人間が好きか、茜あかね谷や深しん紅く……きみはそう言うだろうね。だから私が──きみの語る人間であるところの私が、きみの思想における見落としを指摘しよう」

「……見落としだと？」

「茜あかね谷や深しん紅く。私ときみの思考に符合する点はいくつも存在する。認めよう。そして──きみが人間のために人間を浄化しようとしている、その理屈にも理解はできる。しかし、決定的に異なる部分がある。だからこそ、ひとつだけ。人生の先達として。人間を研究する人間として。山やま吹ぶき大学社会学部教授・白しら鷺さぎ玲れい華かとして──茜あかね谷や深しん紅く、きみに手引きを与えよう」

　玲れい華かさんは大仰にジェスチャーを加えながら、先を続ける。

「考える人間、実行する人間、考えない人間、足を引っ張る人間、口だけの人間、口が下手な人間、他者を嘲り、石をぶつける人間、他者を崇あがめて信奉する人間……そして、希望を抱いて未来に進む人間と、他者を疎うとみ、恨み、人間を嫌う人間──それらすべてが、社会の一要素だ。人間があってこそコミュニティは成立する。そこに不要な人間はいない。社会集団の中で、どんな善人も、どんな悪人も生きているわけだよ」

「……なにが言いたい？」

「単純な話だよ。きみは自らを『人間の営みを俯ふ瞰かんする上位存在』とでも思っているのかもしれないが、それは違う。きみの感情や行動規範はあくまで人間の範はん疇ちゆうに収まるものだ──つまり茜あかね谷や深しん紅く、きみもれっきとした、我々と同じ『人間』だと言える」

　いつもどおりの無表情で。

　いつもどおりの淡々とした早口で。

　玲れい華かさんは、まるで不特定多数の学生に向けて語りかけるかのように説いた。

「万物を包括し、恣意的にコントロールできる存在が存在するのなら、そこに『想定』などありはしない。すべてが必然となるからだ。そしてきみはこれまでの観測上、想定を超えた事象を幾度となく目にしているはずだ。そして現在も」

「現在……？」

「時計を確認するといい」

　玲れい華かさんの言葉を受けて、茜あかね谷や深しん紅くが腕時計に目をやる。

　僕もスマホを取り出して現在時刻を確認した。

　０時５分。

「なっ…………、…………ッ！」

　茜あかね谷や深しん紅くが息を飲み、目を見開いたのがわかった。

　#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの指定時刻が過ぎているのにもかかわらず、この場所に誰一人として辿たどり着ついていないのだ。

「普遍的な人間は、すぐに気づくわけだよ。自分は何者でもない、ただ脆ぜい弱じやくな存在である。しかし茜あかね谷や深しん紅く、きみは気づけなかった。ある程度まで、恣意的に他者をコントロールすることができた。これは……きみが優秀すぎるがゆえの、視点の見落としだな」

「どうして……？　何度も効果検証は重ねたのに……なぜ、誰ひとりとして動かない……？」

「動いた人はいたんだと思います。結果として、この場所に来られなかっただけで」

　茜あかね谷や深しん紅くがそう漏らしたところに、僕は口を挟んだ。

「玲れい華かさんから情報共有を受けた僕は、春かす日が夜よ鶴づるさんと協力して動画サイトで啓けい蒙もう活動をしました。視聴者が情報拡散をしやすいようにハッシュタグも作って。それでもなおこの場所を目指す人を直接止めるために、新たな策も打ちました」

　RootSpeakルートスピークを確認すると、現在『#洗脳解除』はトレンドワード一覧の最上部をキープしていて、僕と春かす日がさんの配信を……ひいては動画サイトを飛び越えて、大量に拡散されていた。

　僕たちの配信を見た人、見ていた人の呟つぶやきを目にした人、トレンドに乗っかる人……さまざまなユーザーが一斉に話題にすることで、さらに関係のない人々がことの詳細を知っていく。

　そして#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの危険性が共有されることで、自浄作用が働く──それこそが僕たちの作戦だった。

　とても単純な話。




　僕たちはただ、人間の力を信じたのだ。




「神か村むらまゆ……お前が……お前たちが……？」

「僕にはあなたがなにを考えているのかわからないし、理解しようとも思いません。ただひとつ言葉を借りるなら……人間にも、できることはたくさんあるんです」

　茜あかね谷や深しん紅くがこちらを睨にらみつける。メディアで見せていた端整な相貌とはまったく異なる般はん若にやのような形相に、僕は足元を縫い付けられたかのごとく動けなくなる。それでも口だけは動かせる。

「なんとも皮肉だとは思わないか？　この場所に誘導された人間はおらず、きみが抱える物理的な戦力である早さ蕨わらび冬ふゆ美みも機能停止した。この結果こそが、きみが人間であることの証左だ」

　そのとき。

　ずっと倒れ伏していた長身の女性……ひまりさんと戦っていた人がゆっくりと起き上がる。ひまりさんよりもひどい怪け我がを負っているようで、顔の左半分は血に染まっていた。

　動き自体は緩慢なもので、ファイトのための挙動ではなさそうに見える。

「……今さらだよ……そんな話は」

　女性はふらつきながらもステージに一歩ずつ近づいていく。

　荒い呼吸を繰り返しながら、壇上に立つふたりに向けて言葉を吐いた。

「……深しん紅くが人間だなんて今さらだ……側そばで見てきたあたしが誰よりも知ってる」

　すると、茜あかね谷や深しん紅くの目が大きく見開かれた。

　驚きよう愕がくをあらわにするかのように。

「冬ふゆ美み……お前……？」

「あたしは深しん紅くを……誰よりも大切な親友だと思ってる」

「親友……ぼくのことを……親友……？」

「あたしは社会に殺された。何者でもない人間が、何者かを揶や揄ゆして、当事者のような面をして傷つける。そんな世の中に辟へき易えきした……けれど肉体は死ななかった。そんなあたしに……深しん紅くは居場所を与えてくれた……深しん紅くの手足になることで……感情を捨て去って、深しん紅くのために動くだけの機械人形になることで……あたしは今日もここに立っている……深しん紅くはあたしの恩人だ。だから深しん紅くのために、できることはなんでもする……」

　冬ふゆ美みと呼ばれた女性は、訥とつ々とつと想おもいを語る。以前ひまりさんに聞かせてもらった『過去の親友』と同じ名前。瞬間、いろいろな背景が符合する。

「……そっか」

　虚こ空くうに響くような呟つぶやきは、僕の膝の上から漏れ出た。

「わたしが教授に出会って居場所を見つけたように、冬ふゆ美みも茜あかね谷やさんっていう居場所を見つけたんだね」

　どこか納得した様子のひまりさんは、そのままぽつりぽつりと声を上げる。

「よかった。洗脳されてたわけじゃないんだ。都合よく利用されていたわけじゃなかったんだ……冬ふゆ美みは、自分の意思で茜あかね谷やさんと一緒にいたんだ……」

　目の端には涙が浮かんでいる。

「なんだ……冬ふゆ美み、ちゃんと生きてたんじゃん。よかったぁ……」

　玲れい華かさんは沈黙する。言いたいことはすべて言い切ったとばかりに。ひまりさんも、冬ふゆ美みさんも声を引っ込めて、静寂を肯定するような姿勢を見せていた。

　──ただひとりを除いては。

「冬ふゆ美み……お前も……お前まで……」

　震える声がホール内に響く。冬ふゆ美みは茜あかね谷や深しん紅くに声をかける。

「あたしを憐あわれんで、わざわざ声をかけてくれたんでしょう？」

「違う！　利用価値があっただけだ」

「あたしにとっての事実は変わらない。あのとき、なにもかもを投げ出して、見ないふりをしていたあたしに生きる意味を提示してくれたのは……間違いなく深しん紅くだった。あたしの病室で、あたしが欲しかった言葉をかけてくれたのが深しん紅くだった」

「……だから……親友だって……？」

「深しん紅くがあたしをどう思っていようが、あたしは深しん紅くを親友だと思っている。だから、方法はどうあれ、世の中を変えようとする深しん紅くの願いを叶かなえる手伝いをしたかった」

「願い……？　違うだろ……願いは人間が持つものだろ……だったらなんだ、お前はずっとぼくのことを、ただの人間として見ていたわけか？　お前ごときが……お前、なんかが……ぼくを……ぼくを……ッ！」

　茜あかね谷や深しん紅くは、ぎりぎりと拳を握り締めながら。

　怒りを凝縮したような咆ほう哮こうを放った。




「ぼくを人間扱いするなァァァ────────────ッッッ！」




　体内に存在するすべての怒りを発散したかのように、すぅっと感情を失なくしたような無表情になって。

　ゆらゆらと揺れながらホールの背後に移動していく。

　その姿を目で追うと、僕の位置からも外の様子が窺うかがえた。

　雑音。

　騒音。

　叫声。

　歓声。

　歓呼。

　割れんばかりの、数あま多たの人々の声が響いてくる。

　希望に満ちた……新年の到来を祝う声が。

「……なんだ、やはり人間は愚かじゃないか」

　僕たちに背を向けたまま、茜あかね谷や深しん紅くはぽつりと呟つぶやき、僕たちに背を向けて歩き始めた。

「インフルエンサーに煽あおられて、こんな場所までやってくるなんて。思考放棄の極地だろう」

　そう言いながらも、歩みは止まらない。

「こんな愚かな人間たちと、ぼくが同一存在？」

　ルビア・ホープ・タウンを取り囲む歓声の奔流を見下ろすようにして。

「認めてたまるか、そんなこと」

　そこで……ぴしゃりと、声が発せられる。

「死を逃避に利用するな」

　玲れい華かさんの言葉が響いた瞬間。

　僕たちに背を向けた茜あかね谷や深しん紅くは、背後にぽっかりと空いた窓の外へと──。




　　　　　九




「────深しん紅くッ！」

　悲鳴とともに走り出した冬ふゆ美みに続いて、跳ね起きたわたしも茜あかね谷やさんのもとに向かう。

　眼前に広がる夜空を見上げながら、ふらふらと。それでいて散歩でもするかのような気軽さで、外界へと脚を踏み出した茜あかね谷やさんの姿が見えなくなる──その瞬間。

「ぐぅぅッッッ！」

「く、うぅ……！」

　伸ばした手のひらに、茜あかね谷やさんの腕が触れて──それを摑つかみ取とることに成功した。

　しかし、慣性に捕捉されたわたしたちの身体からだは、なおも外界に広がる暗黒へと飲み込まれようとしていく。

「離せッ！　触るな……触れるな、ぼくに触れるなァッ！」

　暴れる茜あかね谷やさんの右腕をわたしが。左腕を冬ふゆ美みががっしりと摑つかむ。しかし満まん身しん創そう痍いの身体からだにほとんど膂りよ力りよくは残っておらず、引き上げるための最後のひと押しが足りない。

「深しん紅くはあたしの居場所だ！　あたしを置いて勝手になくなるな！」

「知るか……人間のことなんて知ったことか……ッ！」

「あたしに人の倫理は通じないっ！　深しん紅くの手足になることで、深しん紅くの意思で動いていた！　でも……だからこそ、深しん紅くがひとりでなにもかもを投げ出すなんてこと、認められるわけがないッ！」

　と、そのとき。

　背後から、さらに手が４本伸びてきた。

「上げるぞ、せー」

「のッッッ！」

　教授と真ま雪ゆきくんの掛け声に合わせて、ありったけの力で茜あかね谷やさんの身体からだを持ち上げる。

「──ぐ、ぁぁッッッ！」

　その反動で、わたしたちの身体からだは背後へと転がり、すべてを飲み込まんとする暗闇から一時的な逃避に成功した。

　そして、間髪いれずに。

「ごめん、深しん紅く」

「────かッ、はッ……」

　冬ふゆ美みは流れるような所作で、茜あかね谷やさんの首に強烈な手刀を叩たたき込んだ。

「せっかく助けたのに、嚙かまれたら困るからね、舌」

「……手荒だなぁ」

　気を失ったらしい茜あかね谷やさんを寝かせた冬ふゆ美みは、真ま雪ゆきくんと教授、そしてわたしを交互に見る。

「ありがとう……深しん紅くを助けてくれて」

「善意で助けたわけじゃないよ。ただ、なにもかも放棄して飛び降りるなんてこと、あっていいわけないでしょう？」

「……ひまりさんに同じです。どうあれ、この人がしたことは簡単に赦ゆるされることではないですから」

　わたしと真ま雪ゆきくんはそう答えるも、教授はなにも答えない。

　そして、代わりにこう口にした。

「茜あかね谷やを外に連れ出そう。真ま雪ゆきくん、手伝ってくれるか」

「はい！　……えっと、僕だけでいいんですか」

「しばらくふたりきりにさせてあげたい。私は他人に気を遣えないが、それでも察せるものはある」

「わかりました」

　そして、ふたりがかりでぐったりとした茜あかね谷やさんの身体からだを支えながらステージを降りる。

　ふたりだけが残された舞台の上で、冬ふゆ美みはわたしに問いかけた。

「……あたしにも、同じようなことを思ってた？」

「ほっ？」

　なにを訊きかれたのかわからず、妙な声を返してしまう。

　しかし冬ふゆ美みは神妙な表情で続けた。

「あたしが飛び降りたときも……同じようなことを思った？　なにもかも放棄して飛び降りるなんて、あっていいわけないって。あたしを責めた？」

　なんだ。

　そんなことか。

「自分の無力感を情けなく思うことはあっても、責める気持ちは一度も持ったことないよ」

　ありのままの気持ちを伝える。

「生きててよかった。冬ふゆ美み、生きていてくれてありがとう」

　冬ふゆ美みは首を振る。

「早さ蕨わらび冬ふゆ美みはすでに死んでいる。社会に殺されてしまったから」

「ううん。冬ふゆ美みは生きてるよ」

　きっぱりと、わたしは否定した。

「茜あかね谷やさんを助けたときの冬ふゆ美みは──わたしが知っている、誰よりも強い、友達想おもいの女の子だった。殺されてなんかいない。昔の冬ふゆ美みは──わたしの知っている早さ蕨わらび冬ふゆ美みは、今も冬ふゆ美みの中に生きてる……親友わたしが言うんだから間違いないよ。信じてくれるでしょう？」

　すると冬ふゆ美みは、子どものころのように。

　かつてわたしたちが互いに見せていた、純粋な笑顔で。

　あのころの呼び名を、口にしてくれた。




「そうかもしれないね──ひまりん」
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「……こんなところまでなにをしに来たんだ、白しら鷺さぎ玲れい華か。ぼくを嗤わらいに来たのか？」

「笑う？　なにを言う。きみと談笑するためだけにはるばる関東までやってくるほど暇ではないよ。それに私は手続きが苦手なんだ。刑務所というのは面倒だね。面会までに必要なフローが細かく区切られていて、なおかつ制限時間が設けられているとはね。私の不得手な領域だ。新鮮だよ」

「……あまり舐なめるなよ。ぼくが『人間』だって？　『きみたち』と同じ存在だって？」

「舐なめた記憶はないが？　それどころか、きみの身体からだに触れたことすらない」

「比喩に決まってるだろ」

「もちろん理解しているとも」

「────ッッッ！　お前……ッ！　……お願いだよ……お願いだから死んでくれよ……ぼくの世界にもっとも不要なのは紛れもなくお前なんだ、白しら鷺さぎ玲れい華か……ッ！」

「心配せずともいつか死ぬよ。人間なのだからね」

「……どこまでもぼくをコケにしやがる……許さない……許さない」

「それに、私の生死についてはきみが自身の精神によってコントロールすることも可能だろう。私がきみの認識内に干渉しないことで、相対的にきみにとって白しら鷺さぎ玲れい華かは死んだ存在になる」

「迂う遠えんな物言いで理屈を捏こねるのがそんなに好きなのか。よくそれで大学教授が務まるね」

「ああ。大学教授に求められるのは弁舌能力ではなく、価値のある研究能力なのでね。なんとか務まっているよ」

「……ぼくの知ったことではない」

「それに案外、詭き弁べんと言い切ることでもないよ」

「どういう意味だ？」

「社会的な死と肉体的な死は異なる。迂う遠えんな表現を嫌うであろうきみと認識をすり合わせておくと、この場合における『社会的な死』とは『社会死』のことではない。後者は、客観的に見て蘇そ生せいが不可能と思われるほどに人としての肉体が崩壊している状態を指すのでね」

「そんなことはいちいち説明してもらうまでもない！　なにが言いたい？」

「さまざまな要因によって社会上、生きる場所を失うことを社会的な死と定義するとしよう。社会をひとつの人格と見立ててその視点に立った場合、『死んだ人間』はそもそも視認できていないわけだ。つまりわたしが述べた『茜あかね谷や深しん紅くの認識に干渉しないことで客観的に白しら鷺さぎ玲れい華かの死を作りだす』のは理論上可能ということにならないかね？」

「ふざけるなよ」

「なに、冗談だ。言ってみただけだとも。今日はきみに人生訓を説きに来たわけではない。勧誘にきたわけだよ」

「勧誘？」

「そう、勧誘だ。私も多忙な身なのでね、極力無駄な時間は作らないよう心がけている。つまり、特に理由もなく関東までこんな場所までやってくるなんてことはないわけだ」

「…………なにが言いたい？」

「現時点では何年、何十年後になるかはわからないが……もしもきみが『人間』であることを受け入れられたときは、わたしの元を訪ねるといい」

「お前……まさか、僕を研究材料にしようとしているのか……？　そのために、ぼくを手元に置いておこうとしているのか？」

「人間であることを拒否するきみが、人間による人間の裁きを受けて、人間と同じ罰を受ける──それこそが、きみが人間であることの、なによりの証左だと思わないか？」

「……白しら鷺さぎ……玲れい華か……ッ！」

「それじゃあ、そろそろ戻るとしよう。以前、わたしの不在で学生に不都合を与えてしまった手前、長く研究室を空けるわけにはいかないからね」

「……ぼくは……認めない……お前を認めない……」

「認められないだろうね。今はまだ。だからこそ、じっくりと檻おりの中で頭を冷やすといい。それでもなお、きみの思想が変わらないというのなら、ふたたびわたしが教きよう鞭べんを取るだけだ。ひとりの人間としてね」

「……………………あは」

「おや、きみのほうが笑うのか、茜あかね谷や深しん紅く」

「……あは……あははははは……なんてことだ……お前、おかしいよ。白しら鷺さぎ玲れい華か。人格をただの記号と捉え、肉体をただの器と捉えて……人間を人間と思っていないのは、他でもないお前じゃないか！」

「失敬だな。なにを言う、茜あかね谷や深しん紅く。私は人間だよ。私のような存在も含めて人間なんだ」

「……………………」

「ただ、そうだね……以前ルビア・ホープ・タウンできみに語った考え方に照らし合わせるならば。考える人間、実行する人間、考えない人間、足を引っ張る人間、口だけの人間、口が下手な人間、他者を嘲り石をぶつける人間、他者を崇あがめて信奉する人間……そして、希望を抱いて未来に進む人間と、他者を疎うとみ、恨み、人間を嫌う人間がいる。そこにはもちろん、人間を知ろうとしすぎるあまり、人間を情報として、物体として、記号としてしか捉えられなくなる人間もいるだろう。無論、きみのような人間がいて、私のような人間もいるわけだが──」

「…………いつか、ぜったいに……ッ！　おい、ぼくはまだなにも言っていないぞ……触れるな、ぼくに触れるなッ！　ただの見張りのくせにぼくを制限しようとするなッ！」

「悲しいことに、それらの要素を包括した上で、今日も人間の社会は回っているわけだよ。ああ、それと──」

「なんだッ！　まだぼくに言い足りないことがあるのか、白しら鷺さぎ玲れい華かッ！」

「いいことを教えてあげようと思ってね。きみがまだ幼いころ、ハイジャック事件に巻き込まれたことがあるらしいね」

「……それがなんだというんだ」

「現場の状況について詳しい情報は出てこなかったが、きみの行動が犯人確保に関連しているらしいことは、とある筋から知ったよ。事件ののちに死亡した犯人の状況についても、もちろん聞かせてもらった。これでも私はいろいろなところにパイプを持っていてね」

「なんだ、そんなことか。あの男ならぼくが──」

「犯人の男性は、事件で負った傷の治癒後、病院で自殺したそうだ。遺書も存在したらしい。このままではどうせ生きていけないから、と。報道規制がかかったそうだがね。当然だ、死者に鞭むち打うつような意見が飛び交うのは目に見えているからね」

「…………は？」

「きみがどんな働きをしたのかは知らないが、彼は彼自身、自らの境遇に絶望して死を選んだわけだ。ハイジャック事件はその過程に過ぎないわけだよ」

「……………………」

「つまり、茜あかね谷や深しん紅く。幼少期のきみは誰の人生も変えてはいない。きみは紛れもなくただの人間だ。恣意的に他者の生死を握る権利なんて、根源的には誰も持っていないわけだよ。仲良くいこうじゃないか、同じ人間としてね……ああ、今のは言葉のあやだ。仲良くしたくはないな、私にも他者を好き嫌いで分別する程度の感情がある。無論、人間だからね」

「……………………」

「おや、どうしたんだ茜あかね谷や深しん紅く？　急に糸が切れたように動かなくなってしまったが」

「……………………」

「ふむ。それじゃあ、私は日常に帰るとするよ。立場上、いろいろと背負っているものがあるのでね。これからの時期、大学教授は大忙し、というわけだ」

「…………いつか」

「うん？」

「いつかぜったいにおまえにぜつぼうをたたきつけてやる」

「おや、興味があるね。どうやって？」

「おまえのかんがえつかないようなほうほうで」

「ふむ。それは楽しみだ」

「……………………」

「きみのような人間が再生できるような社会こそ、私の求める社会の姿だからね。そんな世の中になってほしいものだ。そうは思わないか、人間しんく？」
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　人の身にありながら人間を類型化することなんてできない。この世に平等は存在しないけれど、だからこそ社会が成立し、文化が生まれる。

　けれど社会の中にはさまざまな人間がいて、その中には人間の存在を憂い、粛清や排除を画策する人間も出てくる。教授が語った言葉はどこまでも現実で……現実であるがゆえに、当事者の心をひどく抉えぐったのだと思う。

『ＩＱ２００の天才美人女子大生・鳳おおとり仙せん華か』が表舞台から去って早３ヶ月が経過した。

　年明け早々に世間を賑にぎわせた、広く顔の知られたインフルエンサーによる自殺教唆事件。結果的に『#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエスト』の最終目的は未遂に終わったわけだけれど、茜あかね谷やさんが試験的にクローズドな自殺コミュニティを運用し、数十人の死亡事件に関与していたことが当人の自白と捜査により判明し、教唆の罪が認められ重罰が科されることになった。

　ルビア・ホープ・タウンでの一連のやりとりが、茜あかね谷やさんが自主的に設置したカメラに残されていたのである。

　そのデータは現場に設置されたパソコンに接続されていて、一部始終が記録されていたのだ。もっとも、顔が判別できないように遠巻きから撮られていたことと、周囲が暗かったことから、まともに記録できていたのは音声だけだったようだけれど。

　映像を残した理由について、拘留された茜あかね谷やさんは『群衆自殺の様子を配信すること』と概要のみを明かした。

　その奥にどんな意図があったのかは想像するしかないが、茜谷さんとのやりとりから、捜査に協力した教授は『ウェルテル効果』を引き起こそうとしたのではないかと推察している。

　世間の反応は真ま雪ゆきくんと春日かすがさんの年越しゲリラ配信のほうに向いていた。大規模な年越し配信に多数の人々が集まったことで通行を阻害することとなり、警察から厳げん重じゆう注意が出たそうなのだけれど、ルビア・ホープ・タウンの周辺がもともとひらけている場所で、住民に直接的な被害が出なかったこと、また#SeparationCatsQuestセパレイシヨン・キヤツツ・クエストの計画が未遂に終わったことで深くは追及されなかったそうだ。むしろ、参加者を含めたフォロワー層からは「伝説の祭り」と称されるほどで、『まゆちゃんねる』と『よづるんＴＶ』の登録者は右肩上がり。世の中、どんなふうに物事が転がるのかわからないね……。

　一方で、冬ふゆ美みは特に罪に問われることはなく、やや時期を置いてから鳳ほう雛すう大学に復学したらしい。もっとも、大学１年の半ばまで入院をしていたから、ほぼ大学生活をやりなおすことになるらしいけど。

　それもまた、新たなスタートとして捉えればいいことなのかもしれない。

　報しらせは教授を介して聞いた。

　今はまだ時期尚早だと思うけれど、そのうち折を見て、連絡先を交換できればいいなと考えている。『早さ蕨わらび冬ふゆ美みの人生』は、いったん彼女の中で幕を閉じているけれど、再出発したときに、また笑い合えるような日々を送りたい。彼女もまた、わたしにとって大切な人だからだ。

　もうひとつ衝撃的だった出来事がある。

　先月末……つまり３月の末日に、RootSpeakルートスピークが突如、サービスを停止したのだ。

　もっとも、これが教授の見立てどおり、茜あかね谷やさんがRootSpeakルートスピークの運用に関わっていたからかどうかはわからない。

　しかし、今回の騒動に対してさまざまな議論が為なされる過程で、本来なら自殺コミュニティへの誘導自体を否定されるべきＳＮＳが、根幹から「洗脳」という忌むべき行為を目的として悪用されてしまったのは確かだ。ゆえに新たな論争の火種となった。

　そのため世間からの風当たりが強くなり、『あんな出来事があったにもかかわらずまだあのサービスを使うのか』という世論を受けて、年明けから利用者がごっそりと減少したのだ。ユニークユーザー数は下降の一途を辿たどり、収益と運営コストのバランスが取れなくなったため終了しただけなのかもしれないし、なにか別の理由があるのかもしれない。

　ＳＮＳがサービスを終了するなどということは、ありふれた日常の１ページでしかない。

　それでも、RootSpeakルートスピークの消滅はわたしたちにとって大きな意味を持っていた。

　特に影響が大きかったのは蓮はす水みさんだろうか。

「RootSpeakルートスピークの過去ログの一部、参照不可能になったんすよね。だからかわかんないけど、検索エンジンであたしの名前を検索しても、ぜんぜんあたしの画像がヒットしないんすよ」

　以前と変わらない笑顔で蓮はす水みさんはそう語ったけれど、おそらく彼女がこれから歩む道は少しだけでも明るくなったのではないかと思う。

　春日かすがさんとの交流も続いている。お互いに住んでいる地域が違うけれど、「リアルで遊ぶ友達が少ないからさぁ」としきりに口にする彼女のぶっ飛んだ行動力は健在で、たびたび関西に遊びに来ている。蓮水さんは「えぇ!?　いやいや、あのよづるんが、あたしの休みなんかに合わせて動くなんてマジで恐縮っすよ！」と訴えるのだけれど、当人たちは楽しそうに遊んでいるので、これはこれで良いのだろう。

　デジタルタトゥーは消えないけれど、それらは情報化社会における一部に仕舞い込まれたひとつのピースでしかなくて、同じような傷は電子の海に散逸している。けれど、その傷の端々が塞がっていくことで、蓮はす水みさんの心も救われていくのではないかと思うのだ。

　けれどやっぱり彼女は強いので、あっけらかんと語った。

「でも、そういうのって背負わなきゃいけないもんだと思うっすからね。過去はきっちり受け止めて、あたしにできることをできる限りやるだけっすよ。だから……姉あね崎さきさんが来年、研究室を出ていったあとのことは、あたしに任せておいてくださいね」

　そう。わたしは大学４年生になった。

　このままいけば、来年、この場を去ることになる。

　入学したころはインターネットコミュニティへの関心が高く、その後は教授のお手伝いをしながら勉強して……という感じで学生生活を送っていたわけなのだけれど、いざ社会でどういう存在になりたいのかについては完全に未定である。ただ現実問題として、わたしは就職活動の真まっ只ただ中なかなのだった。怪け我がの治療があったため他の学生に遅れをとってしまったこともあり、正直焦あせる。まあ、大学院に行きます！　っていう選択肢がないわけでもないんだけれど……。

　大学院に進む、進まない以前に、就活をしていないとそもそも選択肢がないのだ。

　髪も黒く染め直したし、貯ためたアルバイト代でリクルートスーツも買ったし、合同説明会に何度か足を運んだし、就活サイトにもたくさん登録したし……とにかく、社会に出るために必死である。ちなみに教授がお下がりのスーツを譲ろうかと提案してくださったのだけれど、教授の脚の長さは犯罪的なので到底わたしにサイズが合いません、と返したところ「あてつけか？」と胸部を見ながら舌打ちをされてしまった。これわたし悪くないよね？

　とは言いつつ、教授はわたしの就職活動をバックアップしてくださるらしく、希望の就職先があれば口を利きいてやろうと言ってくださった。まあ、どういう仕事をしたいのかを考えるフェーズがまだ終わっていないので、謹んで保留させていただいているわけですが……。

　そんな教授は、今日も研究室のデスクでパソコンとにらめっこをしている。

　どうやら講義のレジュメ作成に時間をとられているらしい。大学教授ってほんとうに忙しいよなぁ……と感心してしまう。

　わたしはというと、特に予定もなかったので、いつもどおり書類や本棚の整頓をしていた。

　すると突然、教授が「そうだった」と苦虫を嚙かみ潰したような表情を浮かべながら、

「本部の総務課から呼び出しを受けていたのを思い出した。少し出てくる」

　と席を立つ。

「そうなんですか？　また急ですね」

「なにを言っている？　急ではないよ。呼び出しを受けたのは昨日だからね」

「すぐに行ってください！」

　教授は相変わらずマイペースだった。思えばこの１年間、研究室の中で教授とふたりきりでやりとりをしているときが最も平穏だったかもしれない。

　開け放たれた研究室の窓から、賑にぎやかな声が飛び込んでくる。

　わたしは屋外を眺めながら、楽しそうに行き交う学生の群れを眺めていた。入学式も終わって講義も始まり、また新たな１年が始まる……待てよ、教授が総務課に呼ばれたのって、もしかして講義についての不備？　それってけっこうヤバくない……？

　などと、わたしにはどうすることもできないことを心配していると──。

　ガタガタ、と研究室の扉が震えた。

「はーい、少々お待ちください」

　来客だろうか。でもノックはなかったよね……？

　と、不審に思いつつも入り口に駆け寄ると、ちょうど引き戸が開かれるところだった。

「こんにちは」

　訪ねてきたのは真ま雪ゆきくんだった。思わず正面衝突しそうになる。

　珍しいことに、今日は女装をしていなかった。

　ふと、はじめて出会ったときのことを思い返す。

　あのときは、誰もが知るインフルエンサーと、こんなに親密な関係になるなんて思いもしていなかった。

　でも納得はできる。彼も大学１年生になったわけだし、広く知られた『神か村むらまゆ』としての姿で構内を歩き回ってしまうと注目を浴びすぎてしまうのだろう。

　彼はそのまま、わたし越しに室内を見回すようにして言った。

「ひまりさんだけですか？」

「蓮はす水みさんはまだ来てなくて、教授はちょっと用事があって出てるけど……」

「そうなんですね。ちょうどよかった。ひまりさんだけに伝えたかったことがあるんです」

「わたしに？　なんだろう……？」

　すると真ま雪ゆきくんは、まるで挨拶でもするかのような気軽さで、衝撃的なひと言を口にした。




「好きです」




　瞬間、世界が停止したような錯覚に包まれる。

　けれど目の前の真ま雪ゆきくんはにっこりと笑顔を浮かべていて、さらなる追い討ちをかけてきた。

「また春が来ましたよ、ひまりさん。前ははぐらかされちゃいましたけど、そろそろ聞かせていただけますよね、『答え』」

「……ええと……今答えなきゃだめ……？」

「だめです」

「一刀両断！」

「僕は大学生になりました。ひまりさんも大学生です。年齢の違いはありますが立場は同じはずです。だから、これはありのままの『中なか村むら真ま雪ゆき』としての言葉です」

「四し面めん楚そ歌か！」

「せっかく苦手なお勉強をがんばって、同じ学部に入ったんですよ？　僕が本気だってこと、伝わっているはずですよね？」

「溢あふれ出る誠意！」

[image: ]

「だから……そろそろ聞かせてくださいよ。ずっと待っているんですからね、僕」

　ぷくぅ、とかわいらしく頰を膨らませる真ま雪ゆきくん。

　窓の外には満開の桜が揺れていて、始まりの色彩に満みち溢あふれている。

　その色と見み紛まがうくらい、彼の顔が真っ赤になっているのに気がついた。

　真ま雪ゆきくんは言葉を振り絞ってくれた。

　これは──とうとう観念するしかないか。







「わたしの、答えは──」




　さあ。

　次なる問題インシデントに、わたしはどうやって向き合おうか。





【インフルエンス・インシデント　完】










あとがき　『作家表明』






　先日、とある先輩作家さんが「シャワーを浴びているときにアイデアが降りてくる」というお話をされており、自分にはそういう『行動に起因した発想』の経験がなかったもので長らく感覚が摑つかめなかったのですが、ふと入浴している際にこの『あとがき』の構成が浮かびました。脳を温めると思考が活性化するのだろうか……なんて思いつつ、ここ２、３日でいきなり下がった気温にブルブルと湯上がりの身体からだを震わせていると竹たけ花はなノート先生が『インフルエンス・インシデント』３巻（この本）の表紙を創るイラスト配信をされていたので、それを眺めつつこの文章をしたためています。先にノート先生から提案していただいた数点のラフ案から、担当編集者さん２名との打ち合わせの中で「この構図がいいです！」と決めたものが１秒ごとに色彩を纏まとっていくのは魔法みたいだな、と稚拙な感想を抱いた次第です。自分が頭の中にうっすらと思い描いていたキャラクターがイラストレーターさんの手によって輪郭を成していくと、目の前に『最適解』が積み上げられていくような、不思議な感覚に囚とらわれますね。

　さて。僕がプロ作家として活動させていただけるようになり、そろそろ１年が経過します。

　その中で、様々な『プロのクリエイター』の活動やお仕事に触れることがたびたびありました。作品のイラストやデザイン、ＰＶなどの要望に応え、求められている以上の質を提供する。そんな『プロの仕事』を間近で拝見し、さまざまな学びを得られました。

　また、プロになったことで、ひとつの作品を世に出すために、たくさんの方々が力を結集しているという事実を知ることとなりました。この場を借りてお礼申し上げます。多数の人間が関わる中で、僕は作家の立場を背負わせていただいています。だからこそ、読者のみなさまに求められている以上の成果物を世の中に出し続けられるよう邁まい進しんしていこうと思います。

　僕は子どものころからずっと『音楽』『読書』『競馬』という趣味の三本柱を持っていて、これらに関しては客観的に見てもそこそこの知識を有しているはずです。そんな僕は大人になり、趣味の延長で仕事を選び、サラリーマンとして働きはじめました。けれど、サラリーマンとしての僕に『ひとりのクリエイターとしての戦いかた』はさほど求められていなかったように思います。しかし、こうしてプロ作家としての屋号を背負うようになって、生き方そのものを考え直す転換点を得られたのは大きな成長の機会だったなぁとしみじみ感じました。その過程で得たものはすべて、作品を作り続けることで還元したいと考えています。自分が面白いと思える物語に魂を込めて世の中に送り出し続ける、僕はそんなプロ作家でありたいなと改めて思いました。その中で『インフルエンス・インシデント』は、僕の作家活動の出発点であり、形を成した『初しよ心しん』であり続けるのだと思います。これが世に出て本当によかった。

　さて。表明も終わったことですし、今日も面白い小説書きますか。


２０２１年11月　駿しゆん馬め京けい
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